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序 に 代 え て

電 子計 算 機 に ょる情 報 処 理 は,社 会 ・経 済 の発 展 に と もな い,各 種 情報 の蓄積

・加 工 ・供給 を最 も有 機 的,効 果 的 に進 め る担 い 手 と して最 近 と くにそ の役 割 の

重要 性 が 認識 され て お ります 。

また,情 報 処 理 そ の もの も,第 三世代 電子 計算 機 の 登 場以 来,そ の利 用分 野 の

拡大 と ともに経 営 の意 志決 定 システ ム,電 子計算 機 の 不特 定 多 数 に よる共 同利用

とい った 高度 化 の方 向 が検 討 され つつ あ り,従 来 の事 後 処理 的 な利 用 か らみ る と,

現在 の情報 処理 は大 さ な発 展 期 を 迎 え てい る と もい え ます 。

この よ うな情 勢 にお い て 情報 処 理 お よび 情報 処理 産 業 の前 途 には 解 決 を 要す る

幾 多 の課 題 が あ ります 。 す なわ ち 電 子計算 機 を人 間の 知 的 作業 の 協力 手 段 と して

広 く活 用 す るた め の 有 用 性 が認 識 され る とと もに,そ の利 用は 産 業 ・社 会 の あ ら

ゆ る分 野 で拡 大 の一途 を辿 ってお ります が,こ れ まで の電 子計 算 機 シス テ ムで は,

い わ ば 間接 的 な利 用 法 を 採 ら ざるを え ない とい う面倒 さが あ り,利 用 者が 電子 計

算機 を 意 の ま まに使 用 す る とい う面 に大 きな難 点 もあ ります。 そ こで で きるだけ

利 用者 が 電 子計 算機 シ ス テ ムに直 結 して,電 子計算 機 を直 接 操作 で き る電 子計 算

機 シス テ ムの確 立 が 強 く望 まれ てお ります 。

この よ うな電 子 計 算 機 シス テムを 実現 させ るた め には,遠 隔 情 報 処理 技 術や タ

イ ム ・シュ ア リング技 術 とい った 各種 問題 の解 決 をは か る とと もに,効 果 的 に電

子 計算 機 を 利用 す るた め の 会話 モー ドコマ ン ドの開発 が必 要 で あ ります 。

当財 団 は,電 子 計 算 機 利 用 に関 す る諸 問題 を解決 す る ため 各種 の調 査 ・研究 事

業 を実 施 して お ります が,こ の報 告 書は その一 環 として実 施 した 会話 モー ドコマ

ン ドに関 す る調 査 ・研 究 と会 話形 プ ロセ ッサ 開発 の結 果 を と りま とめ た もの で あ

ります 。



な お,・この事 業は 日本 自転 車 振興 会 の機械 工業 振興 資金 に る 「昭和43年 度 情

報 処理 に関 す る調 査 研究 補助 事 業 」の一 部 として実施 した もの で あ ります 。

こ こに,こ の研 究 実 施 に ご尽 力 な らび に ご支援 を 賜 わ った 上 滝致 孝,榊 原 清,

矢 田光 治,土 居範 久,原 田 賢一 の 氏 名 な らび に関 係 各位 に心 よ り感 謝 の意 を表 わ

します と と もに,こ の 報 告 書 が各 方 面 に利 用 され,わ が 国 情報 処 理 産業 発 展 の一

助 と して 寄与 で きます よ う念願 い たす 次第 で あ ります 。

昭和44年6月

財団法人 日本情報 処理開発セ ンター

会 長 難 波 楷 書
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ま え が き

プ ログ ラ ミング とい う作 業 は使 用す る プ ログ ラ ミング言語 の 種類 に よ って多 少

異 な るが,電 子計 算 機 が頻 繁 に使 用 で き,さ らに電 子 計算 機 にか け た結 果 が で き

るだ けは や く手元 に戻 る こ とが 望 ましい 。 プ ログ ラムを組 ん でい る段 階 で,電 子

計 算 機 に か け てみ た結 果 が たか な か手元 に戻 らない よ うな 状態 だ と,非 常 に能 率

が悪 い 。 とに か く結 果 が 出 さえす れ ば よい とい う類 の プログ ラ ムで も時 日が たつ

と,案 外 プPグ ラムの 中味,す な わ ち作 り方 を 忘 れ る もの であ る。 問題 が複 雑 に

な れば,ま す ます わ か らな くな る。凝 った 作 り方 を すれ ば,何 が何 だか,い った

い ど うや って い た のか 忘 れて し ま う こと さえ あ る。一 般 に現行 の バ ッチー(一括)

処理 方 式 では,一 旦 だす と結 果 が戻 って くる ま で に数 時間 か ら数 日か か るの が 普

通 で あ る。

また,プ ・グ ラ ムを コー テ ィング 用紙 に書 くとき,カ ー ドあ るい は紙 テ ー プに

穿 孔 す る とき,さ らに専門 の プ ・グ ラマ に依 頼 した と きには意 思 に疎 通 を欠 くこ

ともあ る とい った具 合 に誤 りが発 生 しそ うな場 所 は随 所 にあ る。

とにか く プ ログ ラムが 組 め る よ うな問題 を相 手 に してい る場 合 には まだ バ ッチ

処 理方 式 で も我 慢 で きるが・ 試行 錯 誤 しなが ら問題 を 定義 してい ぐよ うな場 合 に

は,バ ッチ処 理 で は お手上 げ であ る。 プ ログ ラムが で きて も,前 の 結果 に も とつ

い て パ ラ メー タを少 しず つ変 えて い か なけ れ ば な らない よ うた もの も困 る。

この他 に もい ろい ろ と欠 点が あ るが,そ の 源 に さかの ぼれ ば,電 子 計算 機 と人

間 との 間 が離 れ す ぎて い る とい うこ とに な る 。 この 聞を も っとつめ れ ば,さ ら に

人 間 の知 的作 業 の 有益 な 道 具 として 電 子計算 機 を使 用す る ことがで き る。 そ こ で,

人 間 と電子 計 算 機 の共 生 とい った概 念 が生 まれ た 。共 生(『ymbiosis)と い う言

葉 は,こ こでは 単 に"機 械 と人 間 が お互 い に害 を お よぼ さな い"と い う意味 では

な く,tマ 機 械 と人 間 が一緒 にい る こ とに よって人 間が 利益 を受 け る"と い う積 極

的 な意 味 に使 用 して い る。





会 話 形 プ ロ セ ッサ 概 説
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1.会 話 形 プ ロ セ 。サ 概 説

会 話 形 プPセ ッサ とは,人 間 と電 子計 算 機 との交 互 作 業 を よ り強 力 にす る こ と

を 目的 と し,人 間が 電 子 計算 機 とあた か も会 話 を と りかわ しな が ら プ ログ ラ ムを

作成 し実 行 さ せ る こ とが で きる プ ロセ ッサ で あ る。

プ ロセ ッサ を ど う定 義す るか に よ って,会 話 形 プ ロセ ッサの 定 義 も 自つ と異 な

るが,こ こで は厳 密 な定 義は しな いで,プ ロセ ッサは,い わ ゆ る言 語 プ ロセ ッサ

を 指す もの とす る。

使 用者 の 立場 に立 つ と,会 話 形 プ・セ ツサの 言 語体 系 は コマ ン ドと一般 の ス テ

ー トメン トに大 別 され る
。 コマ ン ドとは シ ス テ ムを制 御 した り,プ ログ ラムに関

す る種 々 の 操作 を シ ス テ ムに要 求 した りす る の に用 い る命 令で あ る。一 般 の ス テ

ー トメン トとは バ ッチ 処 理方 式 の言 語 プ ロセ ッサを使 用 した ときの プ ログ ラ ミン

グ言語 と同 じ もの で あ る。 ただ し,会 話 形 で あ るため に端未 か ら操 作 しや す い よ

りにな って い る。 シ ス テムに ょ っては,こ れ らステー トメントを 入 力 す る と直 ち に

処 理 して 折 り返 しそ の結 果 を端 末 に送 って ≦ る よ うに してあ る もの もあ る。

言 語 プ ロセ ッサ で,プPグ ラムを処 理 す る際 に,ま ず しな けれ ぽ な らない こ と

は,プ ログ ラムが そ の言 語 の文 法 に従 って い るか ど うかを 調べ る こ とで あ る。会 ,

話形 プ ロセ ッサ で は,こ の文 法 チ ェ ックを行 な う方式 は,使 用者 の立場 に立つ と

2種 に大 別 で き る。す なわ ち,使 用者 が ス テー トメン トを入 力す る度 に文 法 チ ェ

ックを行 な い,誤 りを 検 出す る と折 り返 しそ の旨を 使 用者 に 知 らせ る方 式 と,バ

ッチ処 理 の 場 合 と同様,使 用者 が プ ・グ ラムを作 り上 げ る まで に何 も しな い で,

使用 者 が コン パ イル とか実行 とか の指 示 を す る とは じめ て文法 チ ェ ックを 開 始 し,

誤 りを検 出す る とそ の都 度端 末 に知 らせ る方式 が あ る。 前者 の場 合 には,使 用者

は,シ ス テ ムが 前 のス テー トメン トを処 理 し,次 のス テー トメン トの入 力 を許 可

す る まで,次 の ス テ ー トメ ン トを入 力す る こ とが で きな いが,入 力 した ス テー ト

メ ン トは 直 ち に処 理さ れ るの で,誤 りが あ った場 合 に はす ぐ訂 正す る ことが で き

る とい う大 きな利 点 が あ る。 後 者 の場合 には,使 用者 は 自分 に適 した 速度 で プ ロ

グ ラ ムを入 力 す る こ とがで きるが,プ ・グ ラ ムに文 法上 の誤 りが あ る ときには バ
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ソチ処 理 の場 合 と同様 の.エ ラー ・メ ッセ ー ジを受 け とるこ とにな る。 た だ し,す 』

ごに入 力 して あ る プ ・グ ラムは シ ス テ ムに保 存 され て い るの で間 違 って い る もの

ピけを 修 正 しさえす れ ば よい。後 者 は,シ ス テ ム全体 の効率 に重 きを 置い た方式

で あ る とみ なす こ とが で きる。会 話 形 とい う言葉 か らす れ ば,プPグ ラ ミング時

には 前者 の方 が この言 葉 に ピ ッタ リして い る。

実 行 時 の処 理方 式 とか機 能 は,シ ス テ ムに よ って異 な るが,一 般 に プ ログ ラム

を走 らせ てみ ては プ ログ ラムを 修 正 して い く とい った こ とや,プ ログ ラムで使 用

して い る変 数等 の現在 値 な どを調 べ た り,初 期値 を変 え でみ た りす る こ とは容易

にで き る よ うにな って い る。 これ らは,ど の よ うな コマ ン ドが用 意 され て い るか

に ょ って決 まる。

会 話 形 プ ロセ ッサ が 使用 で き るシ ス テ ムで は,作 成 した プ ログ ラム とか作 成 し

つ つ あ る プログ ラ ム,あ るいは入 力 デ ータや 処理 結 果 な どは,フ ァイル と して,

シ ス テ ムに保存 で き る よ うにな って い るのが 普 通 であ る。一般 にy会 話形 プ ・セ

ッサが存 在 す る環 境 は タ イム シェ ア リング ・シ ス テ ムで あ る と考 え て よい こ とか

ら,こ の他 に も様 々な 機能 が用 意 さ れ て い る と考 え て もさ しつ か え な い。

そ れ では,会 話 形 プロ セ ッサ とは ど の よ うな ものか をKEIO-TO.SBAC

タ イ ムシェ ア リング ・シ ス テ ムのKEIOシ ス テ ム(会 話 形FORTRAN)の 使

用 例 を 用 い て説明 しよ う。(下 線 部 が シス テムか らの応 答 で あ る。)

・ 〆

/
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'

HELLO

username_

systeln.・.K正 】IO

neworold...

programname…

ready

*PROGRA]M

.10readyC

－
N.DOIー－
NEW-一 一〇
TABLE-一 一〇
19:21 1・27・68-一一 〇

20ready

30ready

40ready

50ready

60ready

70ready

80ready

errorno.

10

100

21

80ready100

TABLE(GAMMA,ERROR,LOGE)一 く⊃

DO101=1,10

A=FLOAT(1)/.100.

B=GAMMA(A}

C=erf(A)

D=AI、OG(A)

PRINT100ジA,BC#,C,D

FORMAT('t,4F20.10,)－
FORMAT(t㌧

STop

END

4F20.10)

90ready

100ready

110ready*COMMAND-___()

ready

*START

0.0100000000

0.0200000000

99.4325851202

49.4422101636

⑨
0.0056416638

0.0112822098

ready

*LIST

10C

⑩

TABLE(GAMMA,ERROR,LOGE)

⑪
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、

20

30

40

50

60

7010

80100

90

100

endoflist

ready

*ALTER80
,80

80ready100

81

ready

DO101ニ1;10,1

A=FLOAT(1)/100.

B=GAMMA(A)

C=ERF(A)

D=ALOG(A)

PRINT100,A,B,C,D

FORMAT(!㌧4F20.10)

STO?

END

FORMAT(T

ready*COMMAND

*START10

0.010000

0.020000

0.030000

0.040000

0.050000

0.060000

0.070000

0.080000

0.090000

0.100000

90STOP

㌧4F12.6)

⑫

99.432585

49.442210

32.784998

24.460955

19.470085

16.145727

13.773601

11.996566

10.616217

9.513508

0.005642

0.011282

0.016921

0.022555

0.028186

0.033811

0.039429

0.045039

0.050640

0.056231

一4 .605170

-3 .912023

-3
.506558

-3 .218876

-2 .995732

-2 .813411

-2
.659260 .

-2 .525729

-2
,407940

-2
.302585

⑬
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ready

*DUMP

1

A

B

C

D

0

0

0

0一

11

10000000E

95135077E

56231361E

23025851E

0

1

1一

1

⑭

endofdump

ready

*GOODBYE

time 19:54 used-time omln.

⑮

osec.960msec.

・
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説 明

① 端 末 を 使 用 した い ときには,ま ずHELLOと 印字す る。 これが,シ ス テム

に"こ れか ら端末 で仕事 を 始め る"と い う合 図 に な る。

② 使用 者 の 名称

③KEIOシ ス テ ムを使 用 す る こ とを指 示 してい る。

④ い まか ら新 しい プ ・グ ラムを 作成 す る こ とを 指 示 してい る。 フ ァイ ル と して

保存 してあ る もの を使 用す る場 合 にはOLDを 印字 す れば よい。

⑤ プ ・グ ラム名 を 印字 す る と,印 字 を許 可す る(ready)と 共 に時刻 と 日付 を

印 字 して くる。

⑥ プ ・グ ラムを 開 始 す る こ とを 指示 す る コマ ン ド(シ ス テ ムの コマ ン ド)。 こ

の コマ ン ドを送 る とシス テ ムか ら,

10ready

とい う応答 が あ る。 こ こか ら,使 用 者 は ス テー トメ ン トを送 る こ とに な る。 以

後,ス テ ー トメ ン トを送 るた び ご とに,各 行 の先頭 には 自動 的 に行番 号 がふ ら

れ て い く。 行 番 号 は10か ら10お きにふ ら れ る。

この行 番 号 は,次 の よ うな 目的 を も って い る。

・プ ログ ラ ムの 修 正を 行 な うと きに ,'そ の場 所 を指定 す るの に用 い る。

・プPグ ラム実 行 中に エ ラーが検 出 され た とき,そ の場所 を シ ス テ ムが指 示 す

るの に用 い る。

・プ ログ ラ ムの リス トを とる場所 を 指定 す る ときに用 い る。

・プ ログ ラムの実 行 を 開始 す る場 所 とか,実 行 を 中止 す る場 所 を 指定 す るの に

用 い る。

⑦ 入 力 した ス テ ー トメン トに文 法上 の誤 りが あ った こ とを知 らせ て きて い る。

この とき,次 の行 番号 は も との ま まで あ る こ とに注 意 ♪

⑧ プ ログ ラ ムが一 応完 成 した の で,実 行 させ て み るた め に,、コマ ン ドが使 用 で

き る状 態 にす る よ うシス テ ムに要 求 してい る(シ ス テ ムの コマ ン ド)

⑨ 実行 を開始 させ る(シ ス テムの コ.マン ド)

⑩ 印刷 の形 式 が うま くな い こ とが わ か った ので,端 末装 置に あるATTEN-

TIONキ ーを押 して実 行 を 中断 させ た。
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⑪ プPグ ラムの ソー ス ・リス トの要 求 。

⑫ 印刷 の形 式 を修 正す るた め に,行 番 号80のFOR'MATス テー トメン トを

削除 す る こ とを指 示 して い る(プ ロセ ッサ の コマ ン ド)。

⑬ あ らた め て,初 め か らプ ・グ ラムの実 行 を開 始 させ る よ う指 示 してい る。

⑭ 各 変 数 の値 を調 べ る ときに用 い る コマ ン ド(プ ・セ ・すの コマ ン ド)。 特定

の変 数 や 配列 だけ を指定 す る こ とが で き る。

◎ 端 末 の 使用 終 了 を告 げ る コマ ン ド(シ ス テムの コマ ン ド)。 この結果,そ の

ときの 時刻(19時54分)と 実 際 に 中央演算 処 理 装 置を 使 用 した 時間(こ の
さ

ふ

例 の場合 には960mseCし か 使用 してい な い)を 知 らせ て くる。

プ ログ ラ ムのデ ィパ ックに便 利 な 機能 の一例 を 次 に示 す 。
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ready 17:19 2/1/69

*PROGRAM

10ready .C

20ready

30ready

40ready

50ready10

60ready

70ready

'undefined'statement

FACTORIALTAB1、E

DO101=1,4

X=I

A=FACTOR##(1)

PRINT100,X,A

STOP77777

END

number

001

08 ready*COMMAND

①

ready

*AI.TER50

51ready

52ready

100FORMAT(2F20.10)

*COD#MMANP

ready

*TRACE

ready

*START

20traceI

②

1

0.10000000E1

③

30traceX

40traceA O:10000000E1

1.0000000000

④

1.0000000000

50trace 1 2

30traceX 0.20000000E1

40traceA 0.20000000E1
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説 明

① ス テー トメ ン ト番 号100が 未 定 義で あ る こ とを 指示 してい る。

② 行番 号50の ス テ ー トメン トのつ ぎに ス テ ー トメ ン トを挿 入 す る こ とを 指示

して い る。

③ プ・グ ラム の追 跡 実 行 を指 定 して い る。

この コマ ン ドは,プPグ ラム実行 中 に特 定 の変数 あ るい はす べ て の変 数 につ

い て,そ の変 数 の値 が変 わ るた び に,ス テー トメ ン トの行番 号,変 数名,お よ

び 新 しい値 を 印 字 す る こ とを指 示す るた め の もので あ る。

④ 行 番号30の ス テー トメ ン トを実 行 した こ と によ って,変 数xの 値 が α1×

10iに な った こ とを 意 味す る 。
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2.会 話 形 プ ロ セ ッサ の 現 状

KEIOシ ス テ ム の例 で,会 話 形 プ ロ セ ッサ の 姿,形 は ほ ぼ 明 らか に な った と

思 わ れ るが ・ 何 分 ・KEIOシ ス テ ム!l単 な る 一 例 に す ぎなVl。 そ .こで ・ 世 の 中

の 会 話 形 プ ・セ ッサ の 態 勢 を 把 握 す る た め に,代 表 的 な シ ス テ ム の 使 用 例 を い く

つ か み る こ とに す る 。

こ こ に 取 り上 げ た シ ス テ ム は 次 の 通 りで あ る。

・BASIC

・JOSS

・RUSH

・PLANIT

・HELP

こ の 他 に も い ろL・ う な シ ス テ ム が あ る が,FORTRANと かPL-/1と い っ

た 既 存 の 言 語,あ る い は 先 駆 者 が 会 話 形 と し て 開 発 し.た言 語 の 方 言 で あ る も の が

多 い 。 た と え ば,JOSSの 方 言 と し ては,次 の よ うな もの が あ る。、

TELCOMP(ボ ルE・ ベ ラ ネ ク ア ン ド ニ ュー マ ン 社)

FILEC .OMP(ゼ ネ ラ ル エ レ ク ト リ ック 社)

CAL(カ リ フ ォル ニ ア大 学)

FIGARO(ケ ン ブ リ ッジ大 学)

AID,,.

　

また・ タ イ ムシ'エア リング ・シ ス テ ム用 に 開発 され た特 殊用 途 向 きの言 語 もい

ろい ろあ る・ た とえ ば・ こ こで取 りあ げ るPLANITは テ ィー チ!グ ・マ シン

と して タ イ ムシ ェ ア リング ・シス テムを 使用 す る とき,そ の た め の プ ログ ラムを

作成 す る言 語 であ り,HELPは タ イ ムシ ェ ア リング ・シ ス テ ムに備 え づ け の質

疑 応答 用 シ ス テ ムで あ る。

以 下 に主 な会 話 形言 語 の一 覧 を 示す 。
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会 話 形 言 語 一 覧

名 前 説 明
一

シ ス ア ム

.」

ユ ー ザ

JOSS RAND社 の開発 し JOHNNIAC

J

O
(JOHNNIみC たJOHNNIAC.用 PDP-6

S OpenShop に作 られた会話形言 PDP-10

S
System) 語

BASIC ダー トマ ス大 学 で 開 Applied

PDP-6

(Beginners 発 した会話形 の Logic

AlllPurpose TSS用 語 PDP-10 Corp

Symbolic GE-235 CDCC-E_1二R

Instruction Computer

GE-255

Code) Network

Computer

B GE-265
. Sharing

A GE-420 Inc

S COM-SHARE

GE-645

1
Inc

㊨

SDS-940 DataNetWork

C 工 B5500・ Co叩

,

Co'lla一

UNIVAC1108

Computer

、

CSC

.

DIAL-DATA

Graph'ic

「

COntrol

Corp

P GE
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名 前 説 明
一

シ ス ア ム

一`'

ユ ー ザ

On-1.ine

System

B

Inc

A

S

PiUsbury

Occidental

1・

Co

C

Rapidata

、

r

TYMSHARE

一

QUIKTRAN IBM7040/44用 IBM7040 IBM

会 の会 話 形FORTRAN /44

言 言五
口 「1口

話
「}

形
RAX 会 話形 のFORTRAN IBMシ ス テ ム

(RemOte とアセ ン ブラが使 用 /360モ デ ル

A

Access で き,IBMシ ス テ 40H以 上

F
Computing ム/360モ デ ル

0 System) 30以 上 に適用

R
‥

T
CFOR UNIVACで 開発 UNIVAC

R

A (Convessat した会話形 1108

N －ionaI
FORTRAN言 語

FORTRAN)
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名 前 説 明
一

シ ス ア ム ユ ー ザ

GETime一 GEで 開発 した会話 GE-645 CDCC-E-1-R

Sharing 形 のTSS用 COlla-Compu一

FORTRAN FORTRAN言 語 ter

GE

OrLineSys

tem

会
!・

Inc

話`
pillsbury

形
Occidental

F

CO.

0 SDS会 話 形 SDSで 開発 した会 SDS-940 Compute

R
FORTRAN

一
話形FORTRAN言 Sharing

語 Inc

T
COM-SHARE

R Inc

、

A

DataNetwork

Corp

N
DIAL-DATA

TYMS壬 仏RE

RCA『 会 話 形 RCAで 開発 した会 SPECTRA

FORTRAN 話 形 のTSS用 ・ 70/45

、

FORTRAN語
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名 前 説 明
一

シ ス ア ム ユ ー ザ

会話形ALGOL 会話形のALGOL GE255 CDCC-E-1-R

GE265 GE

A
工 GE420 On-Line

話 }
'「

形 System

/A
r

L

IBM7044 Inc

G' Pillsbury

O

L
.Occidenta1

CO

RUSH ア レ ン バ ブ コ ック 社 IBMシ ス テ ム Allen一

(Remoto とIBMが 共 同 で開 /360モ デ ル
…

BabcockCo

A
五
Useof 発 した会話形PL/ 50

ニイ

詰'

Shared 1言 語
r

Hardware

.形 1.

CPS 会 話 形pL/1言 語 , IBMシ ス テ ム

PL (ConverSa一 でIBMシ ス テム/ /360モ デ

/
1
tional .3.60モ デ ル40 ル40H以 上

Progra㎜ing H以 上 に適用 さ れ,

System) RUSHの 姉 妹版

AMTRAN キ ー ボ ー ドに よ る 計 rBM1620 Marshall

そ
(Automatic. 算 プ ログ ラ ム シ ス テ Space

の
Mathematical 、ム.で,IBM1620.

'Fli
ght

他 ・ Translation) などで使用 Center
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名 前
ρン

説 明 『 シ ス テ ム ユ ー ザ

BACCUS 富士通で開発 した会 FACOM

(Basic 話形 の計算用言語 230-50
へ

Calculus)

CA]二 会話形の計算用言語 SDS940 Computer

(Conversa一 SharingInc

そ
tionaI GOM-SHARE

Algebraic Inc

Language) DataNetwork

Corp

DIAL-DATA

Inc

TYMSHARE

の
DIALOG 図形入 出力装置にょ UN工VAC IITReserch

る会話形の計算用言 1105 Institute

語 でIIT研 究 所 で IBM

設 計 され た 。 7094

Lincθln MITの リン カ ー ン
`

RECKONER 研 究所で開発 した計

他
算用言語

MAP 会話形の計算用 言語 CTSS・

(Mathema一

tical

Analysis

PrOgram
・
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1

名 前 説 明 シ ス テ ム ユ ー ザ

FAMOUS LIST1.5で 書 MAC

か れた数式処理 プ

そ
"一

口 ク フ ム

の
BRUIN ブ ラウン大学 で開 発 IBMシ ス テ ム

(Brown したTSS用 言 語 /360モ デ
他

University ル50

Interpreter)
、

2.1BAS工C

BASIC(BeginnersAl1-purposeSyrhbolielnstructionCode)

は,簡 単 な 代 数 言 語 で,1964年 ダ ー トマ ス大 学 でGE-265タ イ ム シ ェ

ア リン グ ・シ ス テ ム(GE-235中 央 処 理 装 置+DN-30)に 開 発 さ れ た 、

現 在 で は,他 の タ イ ム シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ム に も 開 発 さ れ て お り,初 心 者 が

容 易 に 学 ぶ こ とが で き,そ し て 使 い や す い基 本 的 な 言 語 で あ る 。

特 徴

・ ス テ ー トメ ン トの 種 類 が 少 な く ,文 法 も 簡 単 で あ る 。 代 入 ス テ ー トメ ン ト

以 外 の もの に はLETと かFORと い う よ うな 必 須 語 が 必 ず つ く。

・FORTRANの よ うな 主 プbグ ラ ム ,副 プ ・グ ラ ム と い うプ ログ ラ ム単

位 は な い 。 実 行 に 必 要 な 手 続 き は,1つ の プ ・グ ラ ム の 中 に 全 部 含 ん で い な

け れ ぽ な ら な い 。

・ こ の 言 語 は 比 較 的 小 さ な 問 題 を 記 述 す る た め に作 ら れ て い る た め に
,デ ィ

パ ック の 助 け に な る よ う な コ マ ン ドは 用 意 さ れ て い な い 。

・ ス テ ー トメ ン トの 前 に は 使 用 者 が 必 ず 行 番 号 を つ け る よ うに な って い る
。

ス テ ー トメ ン トの順 序 は,こ の 行 番 号 に 従 う。 した が って 使 用 者 は,プ ・ グ

ラ ム の 実 行 順 に ス テ ー トメ ン トを 入 力 す る必 要 は な い 。 す で に 入 力 し た ス テ

ー トメ ン トの 行 番 号 と同 じ 行 番 号 を もつ ス テ ー トメ ン トを 入 力 す る と
,前 の

ス テ ー トメ ン トは 破 棄 さ れ,後 か ら入 力 した ス テ ー トメ ン トが 生 き る。 した
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が って フ.ログ ラム の修 正 は 簡単 に行 なえ る。

・.処 理方式 として は,ス テー トメン トが入 力 され た 時 点で は 何 の チ ェ ックもせ

ず,実 行命 令 が 出 され て か ら初 め て プ ・グ ラ ム全 体 のチ ェ ックをす る よ うに

な って い る ので,プPグ ラム中 の誤 りは ま とめ て 表 示 さ れ る。



=2・3・="

フ。 口 グ ラ ム 例

HELLO

USERNUMBER--020969

SYSTEM--BASIC

NEWOROLDT-'-NEW

NEWPROBLEMNAME--EX

ノ

プ①

②

READY

へ

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

RUN

READN

LETS←1=1

1、ETJ=1↑2

1FN<=THEN70

1=1+1

GOTO30

PRINTJ,†'f"'2<×"N

GOTO10-・

DATA8,10,36,5Q

END

/L・ 一

'<="I

l'

」

,t↑2tt

己 ③

ILLEGALINSTRUCTION

.④

LETI=1+1

1、ETK=1-1

PRINTKTT↑2<,,N

IN50一 ⑤
50

70

7i

RUN

2「 ↑2<8<=3.↑2

3↑2<10<=4↑2

tT<=TtIt「 ↑2tT } ⑥

5↑'2く3〔 シ(=6 2

7↑2<50く=8↑2 ,

OSECS.

⑦

TIME:

SAVE

⑧

⑨
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(便 宜上,シ ス テ ムか らの応答 には下 線 が引 い て あ る。)

① 端 末 か らタ イム シェ ア リング ・シ ス テ ムを 使 いは じめ る こ とを シ ステ ムに知

らせ る。

② 使 用者 の番 号や 使 用 す る シ ス テムの 名 前 を 問 いか けて くる。 ここで使 用者 は ・

自分 の番 号が020969で あ りlBASIO言 語 を用 いてExと い う名前 の

プ ログ ラムを 作 る こ とを シス テ ムに 知 らせ て い る。.

③ 左 む きの矢 印(←)を 打 つ こ とに ょ って 直前 に印 字 した文 字 を1字 ㈱ 肖す る

こ とが で きる 。

④ プ ・グ ラムを 実行 させ る。

⑤ 行 番号50の ス テー トメ ン トに誤 りがあ った こ とを表 示 して い る。

⑥ ス テ ー トメ ン ト50を 訂 正す る。 他 に も誤 りがあ る こ とに気 が っ いて,ス テ

ー トメ ン ト70を 削除 し,そ こ に新 た に行番 号70,71の ス テー トメ ン トを

挿 入 して か ら,再 び 実 行 させ て い る。

⑦ 実 行 した結 果

⑧ デ ー タを 読 みつ くして しま った ので プ ログ ラムの 実行 が打 ち切 られ,実 行 に

要 した時 間 が 印 字 され る。

⑨ こ の プ ・グ ラムを 後刻 使 用 す るの に備 え,フ ァイ ル と してシ ス テ ムに保存 し

て お くよ う指 示 してい る。

2.2」OSS

JOSS(JOIiNNI.ACOP。 。-Sh。pSy・t・m)はRAND社 で1,Scl,Y,1}され たfヒ 数

言 語 で,プ ログ ラ ミングの経 験 を もた ない者 で も簡単 に使 用で きる よ うな仕様

にな って い る。

JOSSは,文 法 は厳 格 だ が,当 りが よ く,比 較 的 自然 で あ り,か っ 習得 レ

や す い 。 すべ て の計算 は イ ンタ プ リテ ィブで あ り・各 ス テ ップの走 査 ・ 翻訳 ・

実 行 に要 す る 時間 は,100msの オ ー ダで あ る。長 い言 葉 の 記憶 は しない の

で,ユ ー ザ に よ って開発 さ れた す べ て の プ ログ ラムは,接 続 が切 れ る と破 壊 さ

れ る。

JOSSで はFORTRANの 文(Statement)に 相 当す る もの と してス テ



一215トー

ップの終 りには 「 。」が つ け られ る。

特 徴

・JOSSに は 直接 コマ ン ドと格 納 コマ ン ドとが あ る。(JOSSに は1,い

わ ゆ る コマ ン ドとス テ ー トメ ン トの区別 が な く,す べ て コマ ン ドと呼 ぶ)。

直接 コマ ン ドは た だち に処 理 され折 り返 し結果 が印 字 され る。 格 納 コマン ド

は す ぐ処 理 され な いで,格 納 プ ログ ラムの一 部 と して シ ス テ ムに保 持 され る。

直 接か 格納 か の区別 は コマ ン ドの先 頭 に番 号 を つ け るヵ㍉ つ け ない か に よ っ

て 区別 す る。番 号 をつ け る と格 納 コマ ン ドとな り,番 号 を つ け ない と直接 コ

マ ン ドとな る。 格 納 コマ ン ドは,入 力 した順 序 では な く,コ マ ン ドにつ けた

番 号 の順 序 にな って い る もの と して扱 わ れ る。 直接 コマ ン ドは,算 術 式 を 印

刷 す る コマ ン ド(Type)を 入 力す れ ば,た だ ちに 計算 結 果 を求 め る こ とが で

きる ので卓 上 計算 機 と して の役 目を 果 た す 。格納 コマ ン ドにつ け る番 号 は ス

テ ップ番 号(StePnumber)と い い,ス テ ップ番 号 の整 数 部 を部 分 番 号

(Partnumber)と い う。格 納 プPグ ラムは ステ ップ番 号順 に実 行 させ る こ

と も,部 分 番号 単位 に実行 させ る こ ともで きる ので非 常 に融通 性 に富 んだ プ

ログ ラムを 作 る こ とが で き る。

・ コマ ン ドの種 類 は少 な く,1つ の コマ ン ドでい ろい ろ と変 化 に富 んだ 指定

が で きる ので,憶 えや す く,ま た融 通 性 に富 んで い る。

・ デ ー タ の入 力機 能は 簡 素 化 されて い て ,実 行 時 に端末 か らデー タを 読 み 込

む 機 能 は な く,直 接 コマン ドとして代 入 コマ ン ド(Set)を 用 い,各 変 数 に

値 を 与 え な が ら実 行 す る よ うにな って い る。

・ 宣 言 文は ない 。 もち ろ ん添 字つ き変 数 を使 うこと もで きるが,FORTR

ANの よ うにDIMENSIONス テ ー トメン トで前 も って 宣言 して お く必

要 は な く,直 接,式 中 で用 い れ ば 暗黙 の うち に宣 言 した こ とにな る。 同 一 の

配列 名 の 添 字式 の個 数は 同 じで あ る必 要 は な く,配 列 と して 暗宣言 した 時 点

で 次数 も同 時に 暗宣 言 した こ とにな る。

・ この言 語 は比 較 的簡単 な数 値 計算 を処 理す るの に便 利 な よ うに作 ら れて い

るた め に,プ ログ ラム単位 とい う概 念は な く,独 立 した プ ログ ラムを 呼 び 出

して使 うよ うな こ とは で きな い 。 た だ し,部 分番 号 を用 い て同 様 の こ とを行

、
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な うこ とが で きる 。条件 つ き計算 の他 に 再帰 的 な関数 定 義 とか,汎 関数 を定

義す る こ ともで き る 。

・ 入 力 の誤 りは で きるだ け早 い 時点 で検 出され ,完 全 な英 文 で適 格 に指 摘 し

て くれ る。

・ 変 数 名は 英 字1文 字 しか 許 され ない



プ ロ グ ラ

Type5+3・4・3 ,4*2,Sqrt.(2).

5+3=8

ム 例

ゴ7=

①

4・3= 12

4*2= 16

Sqrt(2)= 1.4142136

Deleteaユ1.

Let

I、et

a=1

b=3 .

c=-10

Type

x=-b/(2・a).

②

③

y=Sqrt(b*2-4.・a・c)/(2・a).

X+y,X-y.

x+y=2

④ ・

x-y=-5

Deleteal1.

1.1Dopart2forxrO(0.1)10.祠

2.1Sety=f(x).

2.2Typex,yinform1.'

Form1:

・.・.● ■ ■ ● ●

Lelf(t)=e即(-t*2/2)/Sg「i

,(2'3・1415127}・
Dopa】 〔オ1.

.03.989-01・'』1・:・ ・:

.13.970-01、1

.23.910-01"x

.33.814-01

● ・,、

一ー一 ⑤

一ー 一 ⑥

ト ⑦

一■一一 ⑧

1
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(便 宜 上,シ ス テ ムか ら の 応 答 に は 下 線 が 引 い て あ る 。 実 際 に は,入 力 は

"線"
,出 力 は"黒"で 印 字 さ れ る。)

① 直 接 コ マ ン ドで,5+3,4×3,42,～/丁 を 計算 し・ そ の結 果 を 印 字 さ

せ る コマ ン ドで あ る 。

②

③

④

⑤

⑥

た だ ち に上 の 各算 術 式 が計 算 され,計 算 結果 が 印 字 され る 。

シ ス テ ムに保 持 させ てお い た情 報 を,す べ て抹 消 す る こ とを 指 示す る 。

右 辺 の式 をxと い う名前 で 呼 ぶ こ とを 定 義 して い る。

各変 数 に値 を与 え て,2次 方 程式 の根 を 求め て い る 。

格 納 コ マン ドで,あ とか らま とめて実 行 す る ときの ため に,シ ス テム に しま

ってお く。

⑦ ⑥ の プ ・グ ラムで未 定義 で あ った関 数fを 定 義 し,部 分 番 号1の 部 分 を実行

させ る。

⑧ 実 行 した結 果

2.5RUSH

RUSH(RemoteUsersofSharedHardware)は ・ ア レ ン バ ブ コ ッ

ク社 とIBMが 共 同 で 開 発 した 会 話 形PL/1言 語 で あ る 。BUSHは 科 学 技

術 計 算 と 事 務 計 算 の 両 方 の 利 用 を 目 的 と して い る ・9一 ザ はIBM2て41タ
　

イ プ ライ タ,IBM1050ま た は テ レ タ イ プ の い ず れ か を 用 い る 。 シ ス テ ム

と し てはIBMシ ス テ ム360/モ デ ル50Hが 使 用 さ れ,プ ロ セ ッサ 約120

の モ ジ ュ ー ル か ら な って い る 。RUSH言 語 は,IBMPL/IF－ レ ベ

ル と 互 換性 を も って い る 。 ま たRuSHタ ー ミナ ル か らIBMシ ス テ ム/360

の 制 御 下 に あ るFORTRANW,COBOL,PL/ .1,ア セ ン ブ ラ,そ

の 他 の も の も,REMOTEJOBENTRYシ ス テ ム(RJE)を 用 い

る こ と に ょ り使 用 で き る 。

特 徴

JOSSと 同 様,行 番 号 の 有 無 に よ って 格 納 ス テ ー トメ ン ト(RUSHで

はcollectstatementと 呼 ぶ)と 直 接 ス テ ー トメ ン トと が あ る 。 た だ し,

直 接 ス テ ー トメ ン トの頭 に は"%"を 付 け る 必 要 が あ る 。
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言 語 仕 様 は,ほ とん どPL/'1の 部分 集合 に な って い る。 とい って も,ブ

ロ ック の概 念 も構 造 の概 念 もな い(最 新 版 で は ブ ロ ックの概 念 が付 加 さ れ て

い る との こ とで あ る)。 さ らに,変 数 等 の属性 は 浮 動小 数 点 に,そ して 精度

は14桁 に限 られて い る。 そ の 他 の点 に関 して も,か な り制約 され て い る。

プ ロ グ ラ ム 例

/*

200

皇10

え20

皇30

皇40

呈50

皇60

三70

三80

FOUND

290

300

3100

%XEQ

GENERATIONOFPRIMENUMBERPAIRS*/

START:PRIME,PA工R=7;

DEL=2;

NEWC:IFDEL=2THEND肌=4;ELSEDEL=2;

PRIME
.=PRIME+DEL・

TEST:DOD=3BY2ToFLooR(sQRT(PRIME));

IFMOD(PRIME,D)=OTHENGOTONEWC;

ENDTEST;

IFPA]R=PRIME-2THENPUTIMAGE(PA工R,PRIME)(PDX};

PIX:IMAGE;

FIRSTIS,SECONDANOTHERPRIMEPAIR

PA凪=PRIME;

GOTONEWC;

STOP;

STARTTHRU...;

1

プ ログ ラム例 の説 明 、

シ ス テ ムは"一"を 印 字す るこ とに ょ って,使 用 者 が ス テー トメ ン トを 打 ち

込め る状態 に な った こ とを示 す 。

プ ・グ ラムi;h行 番 号280の ・MAGEの 機 能 はJOSSのF。 。m胴 じで
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あ る 。

2.4PLAN工T

SDO社 のQ-32タ イ ムシ ェ ア リング ・シ ステ ムに開発 され た 言語 シ ス テ

ム(PrograrrmingLANguageforInteractionandTeachingの 略)

で あ る。

シ ス テムは,

・教程 作 成

・編 集

・実 行

・計 算

とい う4種 のモ ー ドを もち,教 師は これ らす べ て の モ ー ドを使 用 で きるが,学

生 は 実行 と計算 の モ ー ドしか使 用 で きな い 。

作成 可 能 な問題 として は,学 生 に特定 の 解答 を 求め る もの,い くつ か の答 を

提 示 して お き学 生 に正 解 を選 ばせ る ものな ど各 種 の ものが あ る。

特 徴

'学 生 の解 答 を採 点 す る仕 方 も ,正 解 が 一 つ しかな い場 合 の 照合 は もち ろん

の こ と,次 の よ うな採 点 の仕 方 を 随 時採用 す る ことが で き る。

・ 綴 りが 間違 って い て も ,発 音 上 正 しけれ ば よい。

例PLAITお よ びPHONETICが 正 解 の と き,PLANETや

FONETICも 合 格 に す る こ とが で き る 。

・ 正 解 が 文 章 中 に 含 ま れ て い れ ば よい 。

例GEORGEWASHINGTONが 正 解 の と き,ITWAS

GEORGEWASHINGTONも 合 格 に す る こ とが で き る 。

・ 数 式 が答 の 場 合 に は,数 学 的 に 等 値 で あ る も の は す べ て 合 格 に す る 。

例(5/9)・ ・(F-32)が 正 解 の と き,5/9N(F-32),

(5ceF-160)/9,(-32ee(5)+5scF/9な ど を み な 合

格 にす る こ とが で き る 。

こ の他,学 生 の 解 答 に従 って 任 意 の 教 程 を 組 む こ と が で き る し,あ る 時 点
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まで の学 生 の正解 率 とか所 要 時 間 とか 誤答 率 に従 って,す なわ ち,こ の時 点

ま での学 生 の履 歴 に従 って,そ の先 の教 程 を決 め る こ と もで き る。

た だ し,1文 字で機 能 を指定 す る こ とか ら フ.ログ ラ ミン グ の仕方 には 難 点

が あ る。

プ ロ グ ラ ム 例

FRA]ME1.00LABEL=*HIST

2.SQ.

±?

2.

①

sPECIFYQUESTION.

②

,

*WHO

*

INVENTEDTHEELECTRIC LIGHT?一 一 ③

3. SA.

④

⑤
*A+THOMASEDISON

*BALEXANDERBELL

±

4. SAT.

*AF:THATSVERY

*BR:HEINVENTED

i-R:

ま－C:

±

GOODB:3

THETELEPHONE,'墾RY

`

AGAIN...

⑥

(下 線部 が シ ス テ ムか らの応答 で あ る。)

プ ログ ラム例 の説 明

①

②

③

④

⑤

この部 分(フ レー ム)に 名前 を つ け る。

使用者 力いtSQ?の 意 味が わ か らな いの で,完 全 な 文を 要 求 して い る。

出題 す べ き問 題 を作 成 じてい る。

問題 が で き
.てしま った ので,空 白を1字 打 って この項 の終 りを 告 げ てい る。

正 解(次 の行 のAの 後 のtt+"で 指 示)お よび 予想 され る解答 を用 意 す る項
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で,SPECIFYANSWERの 略

⑥ 学 生 の 解 答 に従 って 次 に と るべ き動 作 を 指 定 す る項 で ・SPECIFY

AGTIONStobeTAKENの 略

・ ・… に 続 くA
,Bは 上 の 解 答 の 先 頭 に 付 け た もの で,い わ ぽ レ ー ベ ル で あ

る 。 解 答 と同 じ レ ー ベ ル の と こ ろ に 指 示 した 動 作 を と る。 この と き,同 じ レ ー

ベ ル に対 す る 動 作 指 定 を い くつ も 書 い た とき には,上 か ら順 に 使 い す て られ る 。

"ee"に 続 くtt -"は
,解 答 の 項 で 与 え て お い た も の 以 外 の解 答 に 対 す る動 作

指 定 で あ る こ とを 示 す 。

F:,B:,R:,G:は コ マ ン ドで あ る。"F:"は 先 に進 む こ とを 指 示

す る。t・B:"は 分 岐 命 令 。"R:"は こ の 問題 に対 す る 解 を 持 つ こ とを ・ そ

し て ・C・ ・は ・THECORRECTANSWER'IS…e-ex－ と 印

刷 す る こ と を 指 示 す る(た だ し,*声 の と こ ろ は 正 解 を 印 字 す る)。

この プPグ ラ ムを 実行 させ た ときの動 きは 次 の様 で あ る。

解答 が 正解(A)の 場 合 には,"THATSVERYGOOD"と 応答

し,フ レ一一ム3に 進 む 。解答 がBの 場合 は,"HEINVENTEDTHE

TELEPHONE,TRYAGAIN..."と 応答 し,別 の解答 を待 つ.

解答 の項 で 与 え て お いた もの以 タトの 解答 の場 合 には ・最初 は ・CtWRONG・

TRYAGAIN"(R:の 後 の応 答 す べ き コ メ ン トが 指 定 され て'いない場

合 の応 答)と 応 答 し,別 の解答 を 待 つ 。 次の もの も この種 の 解答 だ った ときに

は,・ ・CORRECTANSWERISTHOMASEDISON"

と応 答 す る こ とに な る。

非 常 に 魅 力 の あ る 言 語 な ので,も う少 し複 雑 な 応答 をす る よ うに組 んだ

プ ログ ラム例 を次 に 示す 。 解答 に対 す る応 答 が 多少 変 化 する こ とにな る。変化

の具 合 は 省 略 す る。 た だ し,解 答 を用意 す る ところ でtt・・oFORMULAS

ON・ とあ るのは,前 述 の特 徴 の ところの 第3項 に述 べ た機 能 を働 らかす よ う 『

に指 示 す る もので あ る。

L



一3=3一

フ 。 P
ず

ク
ラ
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ム 例

'

FRAME2・00LAB肌=*M今TH

!

/2.SQ.

*LETSSEEWHATYOUREMEMBERABOUTTEMPERATURE.USINGFFdRDEGREES

*FAHRENHEiTANDcFoR ..DEGREEscENTIGRADEwRITETHEF6RMu1AFoR

*CONVERTINGFROMDEGREESFAHRENHEITTODEGREESCENTIGRADE.

*HINT:F=9*C/5+32CONVERTSFROMCENTIGRADETOFAHRENHEIT.

±

3≒ .S≧

*OFORMULASON

きA+C=(5/9)*(F-32)

*BF=9*C/5+32

±CC=(5/9)*F-32

亘

4.SA士.

*AF:B:7

±BR:YOURANSWERIS,.THESAMEASTHEONEI・GAVEYOU,TRY

*AF:NOWYOU7VEGOTrr .B:15

*BR:YOU'RESTILLCONVERTINGFROMCENTIGRADETOFAHRENHE皿 ・

*BCF:NOTETHEDIFFERENCE.C:B:OUT

*-R:

*-C:
、/

AGAIN...

TRYAGAIN.

'
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2.5HELP

HELPはSDS940タ イ ムシェ ア リング ・シス テ ムに.用意 され て い る質

疑応答 用 シ ス テムで,端 末 の使 用者 が,シ ス テムの使 い 方 等 につ いて 質問 を す

る と,そ れ に答 えた り,指 導 した り して くれ る。

特 徴

・HELPは 質 問 ・応 答 形 式 を と り,日 常 の言 語 で 質 問を 受 けつ けて ・そ れ

に対 す る適切 な答 を デ ー タ ・ベ ー スか ら と り出 して 使用 者 に応答 す る。

・HELPに よ って,SDS940タ イ ムシ ェ ア リン グの使 用 者 は シ ス テム

に関 す る予 備 知識 を も ってい な くて も使 え る。 使 用者 が何 か質 問 す る と,そ

れ に対 して親切 な応 答 を して くれ る ので,端 末 に指 導 員 がい る必 要 は ない 。

・HELPは 質 問 中の 必須 語 に ょ って質 問 の意 味 を解 釈 す る ので,質 問 の構

造や 文 法 に制 約 は ない 。 また,多 少 のつ づ りの誤 りが あ って も適 当 に解釈 し

て くれ る。

・FORTRANやALGOLな どの す ブシ ス テ ムを 使 って い る際 中 で も,

質 問 した い こ とが あ れ ぽHELPを 呼 び 出す こ とがで きる。 この ときHEL

Pは,使 用者 が 使 って い た サ ブシス テ ムが何 で あ るかを 考 慮 して,正 しい受

け答 えが で きる よ うにな って い る。

・HELPの デ ー タ ・ベ ー スに使 用 者が,随 時,デ ー タを追 加 す るこ .とが で

き る。
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フ 。 口 グ ラ ム 例

*HELP.

?WHAT田HELP?

1

HELPISTHEON-L】[NE】ZNFORMATIONSUBSYSTEMOFTHESDS940TIMESHARINGSYSTEM.

TYPEANYSPECIFICQUESTIONABOUTQEDANDHELPWII.L

ATTEMPTTOBE田i】1.PFUI.!USEONIＬYLETTERS,NUMBERS,

lANDSPACES.ENDEACHREQUESTmTH「 †.ttORTI?tt

ilFHELP・M田UNDERSTANDS・
,INTERRUPTI]Wlr]]HARUBOUT

REPHRASEYOURQUESTION.

②

③

プ ログ ラム例 の説 明

① この 例 は 使用 者 が テキス ト編 集 プ ・グ ラム.(QED)を 使 って いた ときのも

ので あ る。 使 用者 が打 った 部分 は下 線 を 引 い て示 す 。Hを 打 つ と・シ ス テ ムが 残

りの 文 字を 印字 して くれ,使 用者 は ピ リオ ッ ドを 打つ ことに よ って そ れが 正 し

い こ とを確認 す る。

②HELPは 質 問 を受 け入 れ られ る状 態 にあ る こ とを示す ため に"?"を 印字

し,質 問 を待 つ。 こ こで使 用 者 はHELPと は 何 か とい う質 問 を 出 して い る。

③' .そ の質 問 に対 して次 の よ うな答 が返 って きてい る。

HELPは オ ン ライ ン情・報 シ ス テ ムでSDS940タ イ ムシ モ ア リン グ ・シ

ス テ ムの サ ブ シス テ ムで あ る。QEDに 関 す る質問 な ら何 で もタ イ プす れ ば

'HELPが 何 とか お答 え します
・ 使 え る文 字 は英 字 と数字 とそ れ に空 白 で ・各

質問 は"・"か"?"で 終 って いな け れば な りませ ん。 、

:HELPが 質 問 を誤 解 した とき には,RUBOUTで 印字 を 中止 させ て,質

問 の 形式 を 変 え な さ い。
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3.会 話 形 プ ロセ ッサ

会 話形 プ ロセ ヅサは,前 述 の通 り,電 子 計算 機 との 交互 作 用(interaction)

に よ って プ ログ ラ ミングを で きる限 り効 率 よ く行 な え る よ うに し ょ うとい う哲 学

に も とつ い て開 発 さ れた もの であ り,現 在 も依然 と して開 発 され 続 け て い る。 現

在 で は,当 然 の こ となが ら,会 話 形 プ ロセ ッサ を 開 発 し ょ うとす る シス テ ム環 境

は 会話 形 タ イ ム シ コ ア㌧リ・ソ グ システ ムあ るいは 大型 汎 用 タイ ム シ ェア リング シ

ス テ ム とい うこ とに な る(残 念 な こ とに,大 型 汎 用 タ イム シ 控'ア リ・りング シ ステ

ムは 多 大 な努 カ ー もち ろ ん,経 費 も 一 が な され て い るに もか か わ らず 挫折 し

て い る状 態 にあ る)。 現在 さか ん に 会話 型 プ ロセ ッサ が開発 され続 け てい る理 由

は,電 子 計 算機 シス テ ムの発 展 の一 過 程 で あ り,遠 隔 システ ムお よび 会話形 タ イ

ム シ ェ ア・リ ン グ システ ム まで の発 展 過 程 に依 存 して い る。 事 実上,会 話形 プ ロ

セ ッサ は 会 話形 タ イ ム シ ェ ア・り.ン グ システ ム と一 体 であ る とみ なす こ とが で き

る・ そ こで,ま ず 会 話形 タ イ ム シ'ゴ.ア リ/シ グシス テ ムに至 る まで の電子 計 算 機

シス テ ムの発 展 過 程を 簡 単 にな がめ て み よ う。

電 子 計算 機 の性 能が 高 ま るに っれ て,主 要 な 開題 は そ の経 済性 で あ った。 初 期

の頃 には,使 用者 は電 子 計算 機 の 中央 操 作 卓の 前 に腰 を据 え,直 接 電子 計 算 機 を

操 作 しな が ら問題 を 解 い て いた 。 プ ログ ラムを部 分 的 に実行 させて は ,そ の結 果

を調 べ た り,と きには1命 令ず っ 実行 させ な が らそ の都 度 電子 計 算機 の各種 レ ジ

スタを 調 べ た りして プ ログ ラムを作 り上 げ て い った。 しか しなが ら,こ れ で は人

間 の動 作 時 間 あ るい は 思考 に要す る時 間 と電 子 計算 機 の作動 時 間 が極 端 に違 うこ

とか ら・ あ ま りに も不 経 済 で あ った。 そ こで ,人 間は だ ん だん と電 子 計算 機 か ら

隔 離 され る よ うにな って きた 。す なわ ち,電 子計 算 機 を 無駄 な く利 用す るた め に

は,で き る限 り人 間 の仲介 を最 少 にす る必 要 が あ った 。 そ こで ,ま ず電 子 計算 機

の 前 に腰 を 据 えて直 接 電子 計 算 機 を い じ りな が ら デ ィバ ッグ す る こ とは止 め に し

て・ プPグ ラ ムを 次 々 に処 理 して い くよ うに改 め られ た。 こ うす る と
,1つ の プ

ロ グ ラムの処 理が 終 った時 点 で;次 のプログラムを 用 意 するときにだ け人 間が 介入 し

さえす れ ば よい ・ と ころが,電 子 計算 機 の処 理装 置 自体 をみ てみ る と
,機 械 的動
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作 を伴 う入 出力 を行 な って い る間 は大方 遊 ん で い る。 そ こで,中 央 処理 装 置は デ

ー タ の処理 に専 念 させ ,入 出力 装 置 の制御 は廉 価 なハ ー ドウエ アで 処理 す る よ う

な 工夫 が な され,1950年 代 の終 り頃 にデ ー タ処 理 と入 出力操 作 が 非同 期 に行

な え る よ うな機 構 が 開発 され た。

並行 処理 が可 能 とな る と,1つ の プ ログ ラムの演 算 部分 と入 出力部分 とを 分 割

し,で き る限 り,・プログラム全体 に要 す る時 間を 最 少 にす る よ うに組 合 せ よ うとす

る努 力 が な さ れた が,た とえ最 適 な 組 み方 を と って も電 子 計算機 シス テ ムの構 成

要 素 を す べ て十 分 に使 用 す るこ とは 到 底無 理 な こ とで あ る。 そ こで1960年 頃

には 入 出プ制 約 の プ ・グ ラム と計 算 制 約 の プ ログ ラムを 組み 合 わせ る こ とに よ

り,総 体 的 な計 算 時 間だ け でな く,シ ステ ムの構 成 要素 の使用 効 率 を一 層 最適 化

す る よ うに な った。 こ うして 多重 プ ログラ ミン グが 始 ま った 。 ひ き続 き,こ の概

念 を発 展 さ せ,,多 数 の使用 者 の プ ログ ラム間 で 電子 計算 機 を分 割 して使 用 す るよ

うにな った 。

ところが,電 子 計算 機 の 利用 面 が 次第 に開発 さ れ て行 くに したが って使 用 者 の

数 が 増 し,電 子 計算 機 室 に依頼 して か ら結 果 が 手 元 に戻 って くる まで の時 間,す

なわ ち,応 答 時 間(turn-ar'oundtime)は のび る一方 で数 時 間か ら数 日か か

る よ うにな って きた 。 こ うして,人 間 と電 子 計 算 機 との密 接 さが 薄 くな って くる

と プ ロ グラ ムの作 成面 に悪 影 響 を与 え る よ うにな って きた 。何 日か隔 ってか らや

っと戻 って きた結 果 が 正解 の場合 は まだ し も,プ ロ グラ ミン グの誤 りが あ った と

きに は もはや 悲 劇 で あ る。 ところが プ ロ グ ラムは この悲 劇 を繰 り返す こ とに よ っ

て作 成 され る もので あ るか ら,ブ ・グ ラマの作 業 に与 え る打 撃は ひ どい もので あ

った 。 た るほ ど,ハ ー ドウエ アの進 歩 に よ り演算 速 度は速 くな った が,そ の結 果,

計 算 に要す る コス トが さが った の と相 ま って電 子 計算 機 使用 人 口が急 激 に増 加 し

て きた こ とか ら,速 度が はや くな って も応 答 時 間は短 か くな らず,密 接 さの欠 乏

か らか え って使 用 回数 が 増加 した ので,人 間を機 械 か ら隔離 す るこ とに ょ って得

る こ とが で きた 利 益 を か え って計 算 に要す る コス トで食 い つ ぶ して しま うこ とに

た った 。 さ らに・ 事務 計 算 な ど一 定 の 処理 プ ログ ラムを作 成 してお き・ デ ーーイタ

だ けを そ の都 度変 更 して使 用 す る よ うな 場 合 はさておき,大 学 とか企 業 の研 究 所 な

ど各種 の研 究 を行 な う機関 で は,問 題 を 解 く とい うよ りは,む しろ・ そ の 時 そ の
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時 に問題 を 定義 す る よ うな場 合 が そ の大部 分 で あ る よ うな所 では,次 に と るべ き

行 動 を決 め るの には,そ の前 の ス テ ップで の結果 を 必 要 とす る こ とか ら,こ の種

の問題 には 電子 計 算 機 は む か ない もの と思わ れ て いた 。

これ にか わ る方 法 とな る と,再 び直 接電 子計 算 機 を 操作 しな ければ な らない よ

うな こ とにな る。 こ うな る と折 角大 型化,高 速 化 され た 電 子計 算機 を ま っ'たく無

駄 に使 用 す る こ とにな る。 しか も,前 に もま して経 済 的 に も莫 大 な浪費 をす る こ

とにた る。 また,各 種 の デ ィバ ッグ用 ル ーチ ンが 用 意 され てい る とは い え,何 と

も機 能 的 では な い 。す な わ ち,効 果 的 な処理 を行 な うこ とがで きたい 。 した が っ

て,人 間 と電 子計 算 機 との連 絡 を助 け る複 雑 では あ るが 多方 面 にわた り面倒 をみ

る システ ム プ ログ ラ ムを つ くり,経 済 的 に も無 駄 な 浪費 をす る こ と もな く,か つ

交互 作用 が機 能 的 に で き る よ うにす る こ とが必 要 とな った ので あ る。

さ ら に,交 互作 用 の度合 を 高 め るだ けで な く,こ の よ うな 研究 機 関 では,必 要

とす る と きに,い っ で も容 易 に電 子計 算 機 を利 用 で き る ことが望 ま しい 。 しか も,

電 子計 算 機 が普 段 使 用 して い る鉛 筆 とか ノー ト,計 算 尺 な どの よ うに研 究 のた め

の有 益 た道 具 と して使 用 で き る こ とが望 ま しい 。

この様 な必 然 性,必 要性 と,こ の 時 まで に開発 され てい た ハー ドウエ ア と ソフ

トウエ アの 各種 技 法 とが 相 ま って 登場 した のが 会話 形 タ イ ム シ ェア リン グ シス テ

ムで あ る。

5・1会 話 形 の た め の必 要 条件

まず,タ イ ム シ ェア リング システ ム も 含め,遠 隔 情 報 処 理 システ ムを 設計 す

る際 に考 慮 しな けれ ば な らない 事柄 には次 の よ うな ものが あ る。

1遠 隔使 用 者 には プ ・グ ラ ミソグ の際 に協 力 して くれ た り,助 言を 与 えて く

れ る よ うな 専 門家 が近 くにい る とは限 らな い。

さ らに使 用 者 が 問題 を 問題 向 き言語 を使 って解 い て い る ときには ,入 力す

る要 求 事 項 とか,出 力 され るデー タ な どの表 示 形式 は,そ の プ ・グ ラ ミソグ

言語 で した い だ ろ う。

2遠 隔 使 用 者 の仕 事 は,完 全 に人 間 が介 在 す る こ とな しに処 理 され る こ とか

ら,使 用 者 は 自分 の希望 を機 械 操作 員 に連 絡す る こ とが で きない。 この こ と
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か ら,次 の よ うな こ とに関 して 考 慮す る必要 が あ る。

a.シ ス テ ムを統 制す るの に用 い る コマ ン ドは,採 用 す るプPtグ ラ ミソグ

言語 と形 式,内 容 共 に調和 してい る もの にす るこ と。

b.遠 隔使 用 者 は強 力 な コマ ン ド組 織 を要 求 す る。 た とえ ば,実 行 時 間,

仕 事 の状 態,エ ラー が生 じた と きの処理 手 続 き,あ るい は 出力 の形 式 と

い った よ うな事 柄 が記 述 で き る こ と。

c.会 話 形 シス テ ムの 遠隔 使 用 者 には 操作 卓上 にあ るボ タ ン とか ライ トと

か ス イ ッチ とい った機 械 操 作 員が使 用 で き るい ろ い ろな機 能 が使 え る よ

うにす る こ と。 さ ら に,た とえぽ 端末 に ラ イ トを用 意 し,こ れを 定 期的

に明 滅 させ る とい う よ うな具 合 で,"万 事 うま くい ってい'る"と い うこ

とを知 らせ て,使 用 者 を安 心 させ てや る よ うな 工 夫 も必 要 で あ ろ う。

d.い つ いか な る とき で も,ど こに も影 響 を 与 え るこ とな く"機 械"を 止

め るこ とがで き る よ うに して お くべきである。これ は,遠 隔 使 用 者が 人 間

で あ る とい う理 由 か ら と,こ うして お くと,印 刷 用紙 を取 り換 えた り,

入 力 カー ドを 読取 装 置 に追加 した り,あ るい は,仕 事 を 中断 した りす る

よ うな ち ょっ とした こ とがで き る よ うに な る。

3遠 隔 使用 者は 入 出力 の量 に 非常 に気 を つか うもので あ る。 そ こで,人 力 デ

ー タを 全部 伝送 し直 さな くで も,す て に入 力 済 みの デー タを 修 正 した り,尾

大 な 出力 フ ァイルを,随 時,部 分 的 に調 べた り,リ ス トを と った りす るこ と

が で きな けれ ば な らな い 。 この よ うな こ とか ら,'大 容 量乱 呼 び 出 し記 憶 装 置

に種 々の デー タが保 存 で き,修 正 とか 検査 とか 処理 な どが 迅 速 に しか も手 軽

に で きる よ うにす べ きで あ る。

4遠 隔 使用 者 には,使 用 者 は 自分 しかい ない で,す べ て 自分 が管理 してい る

んだ とい う印 象 を 与 え る よ うに す べ きで あ る。 さ らに,タ イ ム シ ェア リング

シ ス テ ム の も とでは,他 人 の破 壊 的な行 為 の恐 れが ま った くない よ うにす

べ きで あ る。理 想 的 には,端 末 で の計 算 お よび 応答 の速 度 は,他 の使 用 者達

の要求 のい か ん にか かわ らず,ま った く変 わ らない よ うにす べ きで あ る。

5最 後 に,使 用 者 は電 子 計 算 機 本体 か ら遠 く離 れ た と ころ にい る こoとか ら,

心 理 的 な面 には 十分 配 慮 して お く必 要 が あ る。
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と ころで,会 話形 タ イ ム シ ェ ァ リ'ン グ システ ム とい うものは,シ ス テ ムへ の

入 出力 デー タの量 が少 な く,デ ー タ処 理 の仕 事 自体 もそ れ程 多 くない もの に 向い

てお り,ま と ま った仕 事 を 端末 で実 行 す るた め には 遠 隔バ ッチ 処理 シス テ ムの方

が 適 してい る。 この こ とは 会話 形 プ ・セ ッサ につ い て も云 え る こ とで,プ ・グ ラ

ムを作 り上 げ,ち ょ っと した デ ー タを 用 い て デ ィバ ッグを行 な うと ころ まで が 会

話 形 プ ロセ ッサ の 守備 範 囲 で あ ろ うと思 わ れる。 そ こで,会 話 形プ ・セ ッサ の基

本 精神 とい うもの が必 然 的 に 定 ま る こ とにな る。

会話 形 プ ロセ ッサ の基 本 精神 と しては,次 の よ うな ものが 考 え られる 。 た だ し,

これ らの諸事 項 は,当 然 の こ とな が ら,そ の プ ・セ ッサ を開発 す る電 子 計算 機 シ"

ス テ ムに完全 に依存 す る。

1使 用 者 か ら入力 が あ った 時 点 でt'で き る限 りの診 断を行 な い,誤 りが あ った

ときには折 り返 え しその 旨を知 らせ る こ と。

2プ ログラムの修 正 が 簡 単 にで き る こと。

3処 理 時 間は で き るか ぎ り短 くす る こ と。

4プ ・グ ラムの実行 を途 中 で止 め て,プPtグ ラムの一 部 を修 正 した り,任 意 の

ところ か ら実 行 を 再 開 した りす る こ とが で き るな どプ 融通 性 の ある オ ペ レ』ヤシ

ョンが で きる こ と。

5プ ログ ラ ミング に必要 な情 報 は 即 座 に と り出せ るこ と。

6少 な く とも プ ログ ラ ミング言 語 芝 同 じ レベ ル の言語 で デ ィバ ッグがで き る こ と
。

7印 刷 の量は ・ 使用 者 の必 要 に応 じて・値 を 落す こ とな ぐ
,・随時,f自 由 にか え る

こ とがで き るこ と。

8言 語体 系は,少 な くともFORTRAN言 語 位 の程 度 で 容 易 に学 ぶ こ とが で き

叉.、る こ と
。

9プ ロセ ッサ を 開発tる 電 子計 算 機 システ ムの 精神 とソ フ トウエ アの精神 とが

合 致 して い る こ と。'

こ こで,次 の3種 類 の問題 が 生 じ る。 .、

○ 開発 し ょうと して い る シス テ ムの 精神 に も とづ くもの 。

例 会話 形 プ ロセ ッサ で の 処理 時 間を 苦 労 して短 縮 した と ころで,シ ス テ ム

の ハー ドウエ ア とか'オ ペ'レ ー ッ ■ン シス テ ムの設 計 に端 を 発す るオー バ
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一 へ'ッ ド が .問 題 としてい る処 理 時 間な ど とは 桁 違 い に大 きい よ うな場

合 。

○ 言語 仕 様 に も とつ くもの 。

例 会話 形 プ・セ ッサ で は,常 に宣 言文 のあ り方 が 問題 にな る。(こ の点 に関

して は"会 話 形 プ ロセ ッサ のあ り方"の とこ ろで詳 述 す る)。

○ 作成 者 の趣 味 に もとつ くもの。

この結 果,使 用 者 に対 しては,あ る 程 度 の 制約 が 生 じ る こ とにな るか も しれ ない

が,こ れ は止 むを 得 ない こ とであ ろ う。

3,2ハ ー ドウェ ア お よびOSと の 関係

会話 形 プ ロセ ッサ の効 率 お よび 機能 は,ま った くの ところ,そ の親 に 当 るシ

ス テ ムのハ ー ドウエ ア とOSに 依 存 してい る。 ハ ー ドウエ アは 電子 計算 機 本体

お よび そ の周辺 装 置 と,端 末 装 置 に大 き く別 け る こ とが で き る。 さ らに,電 子

計 算機 本 体 お よび そ の周 辺 装 置 の方 はOSと 一体 にな って い るこ とか ら,こ こ

ではOSに 含め て 扱 う。 いず れ にせ よ,電 子 計算 機 シス テ ムのハ ー ドウエ アは

ソ フ トヴエ アの精神 と合 致 しな けれ ば な らな い とい うこ とは 当然 の こ とで あ る。

会話形 プ ロセ ッサ で一 番 問題 とた る こ とは,シ ステ ムの 使 い 易 さ と応 答 時 間

で あ る。使 用 者が 生 身 の 人 間 であ ると ころか ら心 理学 的要 因 を十分 考 慮 しな け

れ ばな らたい 。 応 答 時 間に関 しては,以 前 ノミヅチ 処理 方 式 の シ ステ ムを 使 用 し

て いた 頃 には 往復 所 要 時 間 が4間 間位 だ と喜 々 と して いた 連 中が,会 話形 シス

テ ムでは数 秒 間で 応 答 しない とイ ライ ラしてや め て しま うとい う結 果 が,米 国

で の調 査 に ょ って 観 察 さ れ てい る。 その た め に,た とえば"WAI,T"と い う

よ うな簡 単 な応 答 で もして お く と,自 分 の端 末 は 稼 動状 態 に あ って,シ ス テ ム

とまだ っな が って お り,し か もシ ステ ムは 目下 自分 に対 す るサ ー ビスを してい

るん だ とい う安 心 感 を 多 くの使 用 者 に与 え る こ とが で き る との こ とで あ る。 と

ころ が,慶 応 義 塾 大 学 で の実 験 で は,こ の"WA 、IT"も 頻 繁 に 出す と,か え

って逆 効果 で あ り,応 答 時 間を 考 慮 した 上 で 出す よ うにす べ きで あ るとい う結

果 が で てい る。

そ こで 問題 に な るのがOSの オー一・一く一ヘ ッ ドで あ る。 プ ロセ ッサ の処理 速 度
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を 無 理 を し て 速 くし た と こ ろ で,OSの オ ー バ ー ヘ ッ ドが 非 常 に 大 き い と,無

理を した 甲斐 が な い.た とえ ば,IBM360/67のTSS/36d末 レ リ

ー ズ版(第58版)で は
,8端 末 で アセ ン ブ ラを 使 用 した と きの平 均応 答 時 間

は30秒 以 上 もか か る との こ とで あ る。 この最 大の 原 因は,ペ ー ジ操 りに要 す

るオ ー バー ヘ ッ ドで あ ると の こ とで あ る。応 答 時 間が これ 程 に もな る と会話 型

としては 不 適 当で あ り,OSそ の他 の点 に 関 して 改 良 しな け れば な らない(大

容 量 コァ記 憶 装 置を 導 入 し,上 の 平均応 答 時 間を0.1秒 程度 に改 良 した シス テ

ムth:PU"一'ネギー ・メ ロン大学 で 開発 され てい る)の は 当然 で あ るが ,OSの オ

ー バーヘ ッドを比べ 〆無視 で き る程 度 の時 間を プ ロセ ッサ の処 理 の方 に しわ よせ

す る必 要 は な いだ ろ う。

使 い易 ざ とい う点 に関 しては・ 主 として言語 仕 様 や 端末 装 置の方 で 問題 とな

るが,シ ステ ・ム コ マ ン ド の仕 様 や シス テ ムか らの応 答 に関 して も,当 然,熟

慮 して お か な けれ ば な らな い 。

さ らに,立 派 な 会話 型 プ ロセ ッサ が開 発 で き る よ うにOSは 機 能 的 に も完 備

され て い な けれ ぽ な らない し,融 通性 に富 んだ もので な けれ ば な らな い 。

端末 装 置の 設計 も大変 む ず か しい 。使 い 易 さ とい う面 か らす る とス イ ッチ と

か キー な どは人 間 工学 的 に無 理 の な い よ うに配 置 して おか な け れば な らない
。

一 旦
・ 端末 装 置が 設 置 され る と,そ の機能 か ら ソ フ トウエ アにい ろい ろな 影 響

を お よぼ す こ とにな るか ら,シ ステ ムに合 った ものを 作 る必 要 が あ る。 装 置 の

もつ機 能 以 上 の こ とを ソ フ トウエ ア に組み 込 み,使 用 者 にわ ず らわ しさを感 じ

させ る よ うな こ とはす べ きで は ない 。 した が って,作 成す る プ ・セ ッサ も,そ

の シス テ ムに合 った もの にす べ きで あ り,あ る程 度 の 制約 を受 け て もい た しか

た な い で あ ろ う。

こ うい った 事をす べ て考 慮 に入 れ ると,シ ス テ ムを開発 す る際 には
,そ の シ

ス テ ムの 守備 範 囲 を 定 めた システ ムの 憲法 を文 書化 し∫淀 めておくよ うにす べ き

で あ る。 この好例 として,JOSSRUBRICS(JOSSの 哲 学)が あ る
。

これ は・ 」OSSシ ステムの・"哲学 竺'を記 述 した もので あ り
,JOSSの よ うな シ

ス テ ムを作 成 す る とき,お よびJOSSと 他 の類 似 の シス テ ム とを比 較 す る と

きには注 意 しな けれ ば な らない事 項 を 羅列 した もので あ る。 全 部 で28項 目あ
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る。 そ の うち の幾 つか の もの を 次 に紹 介 してお く。

○ 電 子計 算 機 の ハー ドウエ ア とソ フ トウエ アは完 全 に"封 印"さ れ てい て,

使 用 者 は それ を 見 るこ とがで きな い 。JOSSは 施行 施 設 とは 独 立 して い る。

OJδSSで は 量ミュニ ケーショ.ソは`t'い つ も同 じ ソフ トウエ アに よ り同 様 に

解釈 さ れ る◇　

OJOSSの コマ ン ドは 自然 語 で かけ る よ うに な ってお り,思 考用 言語 とし

ての性 質 を もつ。

OJOSSは 完 全 な入 力を 要 求 し,出 力す る。2通 りの解釈 ができる よ うな も

のは な い。J6ssの コマ ン ドを つ くる規 則 は ・ きち ん とした 英 文 と一 列 に

数 式 を か くため の規 則 か らな ってい る。

OJOSSの 言語 は 可能 な限 り一 般 的 にっ くって あ る。例 外 を っ くらない た

め に,規 則 は単 純 にな って い る。

OJOSSの 規 則 の 適 用範 囲 は 明確 で,わ りと簡単 に解 釈 で き る よ うにな っ

てい る。

OJOSSを 説 明 した り,プ ロ グラ ム相談 等 のため に専門 家 は い らない 。

OJOSS言 語 は 上記 のす べ てを 考 慮 しな けれ ぽ な らた い ので,一 般 には そ

う簡 単 に拡 張で きない 。
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4.会 話 形 プ ロセ ッサ のあ り方

電 子 計算 機 シス テ ムを上 手 に利 用 で きるか ど うか は,そ の シス テ ム に関す る詳

細 や手続 きを どれ 位 知 って い るか に よ る。 また,そ れ程 重 要 で ない よ うな もの で

もオ ペ レー シ ョ ンを うま く行 な うため に は欠 くこ とので きな い よ うな問 題 が絶 え

ず 生 じる。 これ らの 問題 は,端 末 にい る使 用 者 に と って 非 常 に きび しい もの とな

る。 イ ライ ラ させ られ る よ うな問 題 とか,取 扱 い に困 る よ うな問 題 が生 じた場 合

には,端 末 にい る使 用 者 は た ち まち ま ごっい た り,失 敗 した り,と きに は シス テ

ムに対 して腹 を立 て るこ とさ えあ る。 した が って会話 形プ ロセ ッサは もち ろん の

こ と,一 般 に遠隔 情報 処 理 シス テ ムを開 発 す る場 合 に は ,使 用 者 に必 要 な援助 を

与 え る こ とが で き る機 能 を もた せ る特 別 な 考慮 を 払 わ な けれ ばな ら ない。 ここで

は ・ それ らの うち の代 表 的 な事 柄 に つい て論 じ る こ とにす る。

4.1言 語 仕 様

遠 隔端末 で使 用 す る言 語 は,プ ロセ ・サ の言 語 は もち ろ ん の こ とシス テ ム全

体 にわ た る コ マ ン ド ・シス テ ム まで,バ ッチ処 理方 式 の シス テ ムの と きよ りも

一 層 念 を入 れ て設 計 す る必 要 が あ る
。 会話 形 プ ロ セ ッサ の親 にあ た る会 話 形タ

イ ム シェア リング ・システ ムの 目的 の1つ は,プ ログ ラ ミン グ の専 門 家 で ない

人達 に電 子 計算 機 を どん どん 使 わ せ る よ うにす る こ とで あ る。 言語 の形式 ,構

文 法お よび そ の他 の 特 殊 用 語 な どは,電 子 計算 機 に な じみ の な い これ らの使 用

者 に と って 理解 しや す い も の にす べ きであ る。使 い やす い とい うこ とは ,覚 え

やす いか ど うか とい うこ と に結 び つ く。 したが って ,プ ロセ ッサ の開 発者 に と

って便 利だ か ら とい って,機 能 と縁 もゆ か りも ない 名前 とか 文 字を採 用す るこ

とは すべ きで は ない 。

SDS940タ イ ム シ ェア リ ング ・システ ム にDDTと い う言語 があ る。DDT

は 同 シス テ ムにあ るア セ ンブ ラ と密接 な関係 にあ る汎用 の オ ン ラ イ ン ・デ ィバ

ッギ ング ・パ ッケ ージ で あ る 。 この シス テ ムの うたい 文 句 に,使 用 者は 迅速 に

交 互 操作 を 行 な え る とあ るが,実 際 には,使 用者 は 約50個 も の動 詞 に つい て,
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次 に示す よ うな コ ー ドを記 憶 しな けれ ば な らない 。

!ブ レイ ク ポ イ ン ト

)パ ッチ の挿 入

;u実 行

は た して,こ れ で迅 速 な交 互操 作 が で きるだ ろ うか。

会話 形 プ ロセ ッサ では,特 に,わ か りやす い,し か も意 味 内容 と結 び つ い た

言 語 を 用 い るべ きで あ る。 こ うす る と言 語 に よ っては 相 当 ながい 言 葉 がで て く

る。初 心 者 に と って は好 都 合で あ るが,あ ま り長 い も のは,一 旦覚 え て しま う

とわ ず らわ し くな る。 そ こで,こ の種 の言 葉 に対 しては 略 語 も用 意 して お くこ

とを薦 め る。

た とえ ば,PL/1に は次 の よ うな略 語 が用 意 され てい る。

きめ られ た 語 略 語

CHARACTERCHAR

DECLAREDCL

DI】FINEDDEF

INITIALINIT

PICTUREPIC

PROCEDUREPROC

VARYING'VAR

また,SDS940タ イ ム シ ェア リ ング ・シス テ ムで は,使 用者 は シス テ ムを

使 用す るに あた って 自分 の な じみ具 合 を 宣言 す る よ うにな ってい る。 な じみ具

・合 は
,初 心 者(beginner),未 熟者(novice)・ 熟 練 者(expert)の3

-段階
にわ か れ てい る。初 心 者 の場 合,シ ステ ム ・コ マ ン ドは 完 全 な綴 りで使 用

しな け れば な らな い 。 た とえ ば,次 の よ うに完 全 な形 で 印 字す る。

DEFINEFILE

未 熟 者 や 熟 練 者 の 場 合 には,DEFと 印 字す る とシ ス テ ムが そ れを 認知 して残

りを 印 字 して くる。

DEFINEFILE'

・システ ムが残 りの 文 字 を 印 字 してい る ときに は
,未 熟者 の使 用 者 か らの入 力 は
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無 視 さ れ る 。 こ の 場 合,使 用 者 が 熟 練 者 で あ れ ば,シ ス テ ムか ら の 印 字 中 に 入

力 した 情 報 は バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ,コ マ ン ドを 印 字 した あ とで 処 理 す べ き入 力

とみ な さ れ る 。

次 に,大 部 分 の ス テ ー トメ ン トは,JOSS流 に い う と,直 接(direct)ス

テ ー トメ ン ト,格 納(storedま た はindirect.RUSHで はcollect)ス テ ー

トメ ン トの 両 方 に使 用 で き る よ うに す べ き で あ る。 直 接 ス テ ー トメ ン トとは,

入 力 と 同 時 に 実 行 さ れ る ス テ ー トメ ン トで あ り,格 納 ス テ ー トメ ン トとは,普

通 一 般 の も の と 同 じで,プ ロ グ ラ ム と し て 後 刻 の 実 行 に備 え 貯 蔵 さ れ る に す ぎ

な い ス デ ー トメ ン トで あ る 。JOSSで は,ス テ ー トメ ン ト(正 確 に は,JOSS

で は コ マ ン ドとい う)の 前 に番 号 を つ け るか 否 か で 区 別 し て い る 。

例 1.1Typex.

1.2Stop.

1.3Typex・e3.

Dopart1.

Ii】rroratstep1.1x???

x=2

Go.

x=2

StoPpedbystep1.2.

こ こで,番 号 が付 い てい る もの が格 納 ス テ ー トメ ン トで あ り,番 号 が 付い て

い ない ものが直 接 ス テ ー トメ ン トであ る。 便宜 上,シ ステ ムか らの 出力 には 下

線 が引 い て あ る。

この よ うに,直 接 ステ ー トメ ン トと格 納 ス テ ー トメ ン トを設 け る と,非 常 に

融 通 性 に 豊 んだ 言 語 が で き上 が る。 最 も素 朴 な会 話 型 プ ロセ ッサで あ るデ ス ク

・カ ル キ ュ レ 一夕 と呼 ばれ て い る ものは ,い わ ば,こ の直 接 ス テ ー トメ ン トだ

け か ら成 る システ ムで あ る ・初 期 値 の 変 更 とか プ ログ ラ ムの実 行 途 中 で変 数 の

値 を い ろ い ろ と変更 した りす る こ とな どはい と も容 易 にで き る こ とは もち ろ ん,

そ の場 限 りの計算 に関 して は 非 常 に便 利 にな る。

さら に・JOSSの よ うに部 分 番 号(partnumber)と ステ ップ番 号(step
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number)と を 採用 す る と,増 殖型 コ ンパ イ ラ(incrementalcomPile「)

と して の機 能 が加 わ り一 層機 能 的 に も融 通性 が 増す 。部分 番 号 とス テ ップ番号

の 機能 を 示 す 簡 単 な例 を次 に示す 。 ス テ ー トメ ン トの前 に付 け られ た番 号 が ス

テ ップ番 号 で あ り,そ の うち 小数 点 の左 側 が 部 分 番号 で あ る。

例 1.1

1.2

1.3

2.1

2.2

Do part

step1.1

Typettstep1.1".

Dopart2.

Type'tstep1.3".

Type"step2.1".

Type'tstep2.2".

1.

step2.1

step2.2

step1.3

Dostep2.1.

step2.1

Dopart2.

step2.1

step2.2

ス テ ー トメ ン トに 番 号 を つ け る と,別 に プ ロ グ ラ ム を 順 序 だ っ て 段 階 的 に 作

成 す る必 要 が な くな る 。 また,挿 入 や 削除 が 楽 に で き る。・こ の た め だ け に 番 号

付 け を 採 用 し た もの と して はBASICやRUSHが あ る 。

実 行 開 始 を 指 定 す る ス テ ー トメ ン ト(一 般 に は コ マ ン ドで あ る)は,い ろ い

ろ な もの を 取 り揃 え て お く と使 用 者 に対 し て 親 切 な もの が で き る。 し か し,同

じ よ うな 機 能 を も っ た もの が い ろ い ろ と あ る と か え っ て 煩 雑 に な り,使 い に く

い 面 もで て くる。 この実 行 開始 を 指 定す るス テ ー トメ ン トは例外 とレて 考 え る

べ き種 類 の も の で あ る。 た と え ば,KEIOTOSBACTSSのKEIOシ ス テ ム(会

話 形FORTRAN)で は 実 行 開 始 を 指 定 す る も の と し て は,STARTと い う コ マ

ン ドだ け で あ る。 た だ し,単 にSTARTと 指 定 す る と最 初 は プ ログ ラ ム の 先 頭
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か ら実 行 開始 す る こ とを 意 味 し,中 途 で 実行 を 中断 した と きには,そ の時 点か

ら実 行 を再 開 す る こ とを 意味 す る。STARTに 続 け て行 番 号 で 始 点 と終 点 の 両

方 あ るいは 一 方 だ けを指 定す る こ と もで き る。BASエCで はRUNと い うコマ ン

ドだけ で あ る。JOSSで は,DOとGOと が あ り,続 行 す る場 合 にGOを 用 い,

そ の他KEIOと 同 じ様 な こ とはDOで 行 な う。 ただ し,JOSSのDOは 単 に

実 行 の 開始 を指 定 す るだ け では な く,実 行 の仕 方 も指 定 す る こ とかで き る。

さ らに,こ の他 にデ ィバ ッグ用 の もの と本番 用 の もの を 用意 す べ きで あ ろ う。

UNIVAC1108の タ イム シェ ア リ ング ・システ ム にあ るCFOR(会 話 形FO-

RTRAN)に は,本 番 用 の もの と してBEGIN,デ ィバ ッグ用 の もの としてEX

と2様 の もの が用 意 され てい る。実 行 開 始 を指 定 す るス テ ー トメ ン トで 区別 し

な いで2様 の実 行 モ ー ドを 用 意す るこ と もで きる。 どち らにせ よ,こ の よ うに

区 別 してお くと,直 接 と格 納 の2種 の ス テ ー トメ ン トを採 用 した場 合 とか,

BASIC様 のDATAス テ ー トメ ン トを用 い る場合 には ,特 に,そ の便 利 さを発

揮 す る。

直 接 と格 納 の2種 の ス テ ー トメ ン トを設 け た場 合,そ の場 限 りの計算 を行 な

うの な ら ば別 だ が,後 で再 度 そ の プ ログ ラムを利 用 す る よ うな場 合 を 考 える と,

プ ログ ラ ミング の段 階 で随 時 実行 して み て完 成 品 に近 ず け るのが 普通 で あ る。

こ の とき,プ ロセ ・サ の作 り具 合,す なわ ち面倒 を どの程 度 ま でみ るか に よっ

て 異 な るが,た とえ ば,実 行 時 に未 だ 値 が代 入 され てい ない 変数 が 参照 され た

と きは,そ の変 数 名を 示 し一 担止 め るの が会 話 形 プ ロセ ッサ と して は普 通 で あ

る。 この と き,使 用 者 は 直 接 ス テ ー トメ ン ト(代 入 ス テ ー トメ ン ト)を 用 い て

この値 を 定 義 し,実 行 を続 け させ 最後 まで無事 に行 った とす る。 そ して ,新 た

め て本 番 の開 始 を指 示 した と き,こ の変 数 は どの よ うに処 理 さ れ るだ うか?面

倒 見の よ くな い プ ロ セ ッサだ と,そ の まま の姿 で実行 して し ま う。 結 果 は,当

然,正 しい とは思 え ない 。実行 の モ ー ドを 本番 とデ ィバ ッグ に 区別 して お くと,

この 様 な こ とは 避 け られ る。 ηつい うっか りして忘 れ た"と い うこ とは普 通 の

人 間 で あれ ば 日常茶 飯 事 あた りまえ の こ とであ る。 この程 度 の ことは,会 話 形

プ ロセ ッサ と呼ぶ 限 りは 面 倒 を見 るべ きでは な かろ うか 。

BASICのDATAス テ ー トメ ン トを 用い た場 合は ,別 の 意味 で も っ と切 実 に
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問題 が生 じ る。 このDATAス テ ー トメ ン トに か かれ た デ ータは,READス テ

ー トメ ン トが実 行 され る とな くな って しま うの で デdバ ッグ を行 な う度 毎 に,

再 度,DATAス テ ー トメ ン トで 定義 し直 さ な けれ ば な らな い とい う事 態 が生 じ

る。 こ うな る と,ヘ タ に こ の種 の ス テ ー トメ ン トは使 うこ とが で きな くな る。

そ こで,前 述 の場 合 よ りも さら に融通 性 を もた せ た2様 の 実 行 開始 指 定 ステ ー

トメ ン トを 用 意 すべ きで あ る。 これ は 会話 で あ るが故 に 考慮 しな けれ ば な ら

な い事 柄 の一例 で あ る。

さ らに,会 話 で あ るが 故 に,宣 言 ス テ ー トメ ン トは 実 行 ス テ ニ トメ ン トに

す べ きで あ る とい うこ とを 提 唱 した い 。 現実 に,既 存 の 言 語 を会 話 型 に しよ う

とす る と必 ず 問題 に な るの が宣 言 ステ ー トメ ン トで あ る 。理想 的 には,会 話 型

プ ロセ ・サ では 宣 言 は動 的 に で き るよ うにす べ きで あ る。 た とえば,JOSSで

は 配 列は 宣 言 しな い で も,添 字 を 付 け て使 用 す る と動 的 に配 列 と して処 理 され

る。1つ の プ ログ ラA .で同 じ名 前 が2次 元 の配 列 にな った り,3次 元 にな った

り,自 由 に 変 え る こ とが で き る(10次 元 まで の配 列 が許 され る。)

{ダUSeta(251)=3.

Irldexvaluemustbeintegerand1.index1≦250.

Seta(1,2,3,4,5,6,7,8,9,8,7)=5・

Pleaselimitnumberofindicesto10.

Seta(2,1)=5.

Seta(3,4)=10.

Typea .( .3・4)・

a(3,4)= 10

Typea・

a(2,1)= 5

a(3,4)一 10

Seta(3,2,1)=7.

Typea.

a(3,2,1)= 7

・(1)一=1
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Typea.

a(1)=1

a=3
i

Typea.

a=3

(注)代 入 文 はSet… ・…・.と い う形 式 で あ るが直 接 コマ ン ドと して用 い

る と きに限 りSetと 最 後 の ピリオ ドは な くて も よい。

PL/1の よ うに属 性 が た くさん あ る と,こ う簡 単 にす るこ とが で きな くな

る。 省 略 時解 釈 を存 分 に用 い た とこ ろで,や は り大 変 で あ る 。通 常,FORTR・ ・:一,

AN等 で の2重 宣言 の処 置は,会 話 形 で は踏 襲 す る方 が 自然 で あ ろ う。 とこ ろ

が,踏 襲 す る よ うに した と き,具 体 的 に どの よ うに処 理す べ きな の か?パ ッチ

処 理方 式 の シ ステ ム との 互換 性 を 考 えた と きの処 理 の方 法 は ど うすべ きなの か

?等 々 いろ い ろ と問題 が生 じ る。 そ もそ も会話 形 で あ るBASICで さ え こ の

わ ず らわ しさか ら逃 げ よ うとす る例 が あ る。 バー ジニ ア大 学 のB5500のBA-

SICで は,配 列 宣言 は 同時 に幾 つ もで きな い とい うよ うな制 約 を 設 け てい る。

しか し,ま だ 問 題 が残 る 。た とえ ば,次 の よ うな例 を 考 え る。

100DIMX(15)

200LETX(1) .=0

100DIM'X(15,2)

この と き行 番号200の ス テ ー トメ ン トは 明 らか に誤 りで あ る。 これは ど う

す べ き か?

宣 言 ス テ ー トメ ン トを 実 行 ス テ ー トメ ン トにす る と,こ の種 の 問題 は す べ て

解 決 す るが,文 法上 正 しい か ど うか の検 査 は直 ち に行 な うこ とがで きな い 。文

字 列 と して正 しい か ど うか の 検 査 しか で きない 。 ただ し,こ の種 の誤 りの検 出

は実 行 時 に行 な うこ と.がで き る。

さ らに,パ ッチ処 理方 式 の シス テ ム との 互換性 を 考 え る と,バ ッチ処 理方式

では 宣 言 は記 述 順 序 に従 って 宣言 す れ ば よい(JISFORTRANで は,ま ず は じ

め に宣 言 してお か な ければ な らない)が,宣 言 ス テ ー トメ ン トを 実 行 ス テ ー ト

メ ン トに した場 合 に は 多少 趣 を 異 にす る。 記述順 序 では な く,実 行順 序 に従 う
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こ と に な る か ら で あ る 。 こ の 点 に 関 し て は,宣 言 ス テ ー トメ ン トは,す べ て

JISFORTRA.Nの よ う に 前 に 置 く よ うに し さ え す れ ば よい 。 行 番 号 が 使 用 者 の

制御 下 に あ り さ え す れ ば,こ れ は 容 易 に で き る か ら問 題 な い 。 しか も,宣 言 ス

テ ー トメ ン トを 直 接 ス テ ー トメ ン トと し て も使 用 で き る よ うに して お く と一 層

使 い や す くな る 。 こ こで 強 調 して お か な け れ ば な らな い こ とは,あ く ま で 会 話

形 とい う点 に 重 点 を 置 い てい る と い う こ とで あ る。 もち ろ ん,バ ッチ 処 理 方 式

の シ ス テ ム と の 互 換 性 を 考 え る と,バ ッチ 処 理 の シス テ ム に か け る と き に は,

そ の よ うに 修 正 す る必 要 が あ る。

そ の 他,一 般 的 な 要 求 事 項 と し て は 次 の も の が 考 え ら れ る。

・ あ る 言 語 の 会 話 形 で あ る と名 乗 る と き に は,た と え ばPL/1の 場 合 に は

動 的 な 部 分 はOSに 依 存 す る か ら,致 し方 な い もの も あ る が,少 く と もブ ロ

ッ ク構 造 と か,IFス テ ー トメ ン トでDOグ ル ー プ の 使 用 を 許 す と か,あ る

い は 構 造 を 処 理 す る とか い った い わ ゆ る 言 語 の も つ 特 性 は 生 か して も らい た

い も の で あ る。

た と え ば,RUSHな ど は お・こ が ま し く もPI・/1の サ ブ セ ッ トで あ る と

名 乗 っ て い る が,サ ブ セ ッ トに は 違 い な い がPL/1と 名 乗 れ る 程 の もの で

は な い 。FORTRANと 何 ら変 る と こ ろ が な いo'

・JOSSのFormに 相 当す るス テ ー トメ ン トは 会話 形 プ ロ セ ッ サ で は 採 用

す べ き で あ ろ う(RUSHで はIMAGEと し て 採 用 して い る)。

例Form1:

x=12.356

Typex,x,xinform1.

1212.41.201

Typex・x・x・xinform1・

IhavetoOmanyvaluesfortheform.

す な わち,出 力 の仕 方 を絵 で表 現 で き る とい うと ころに 意 味 があ る。

この他,会 話 形 プ ロセ ッサで は,絵 で 表現 で きる ところ は で きる限 り絵 を

採 用 す べ きで あ る。 絵 は,眼 で 見 た だ けで直 ち に様 子 がわ か る とい う人間 に
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と って こ の上 ない 手段 で あ り道 具 だ か らで あ る。

会 話形 だ か ら とい って 自由 度 が 失 な わ れ てい るよ うな場 合 が 多 くみ うけ ら

れ るが・ 会 話形 だ か ら こそ,か え って 自 由度 を 増す よ うにす べ きであ る。

た とえ ば,RUSHで は1行 に1ス テ ー トメ ン トしか書 くことが で きな い
。

言 語 がPL/1(と い って も,前 述 の 通 りRUSHは 一見FORTRAN風 言 語 で

は あ るが)な のだ か ら,言 語 の性 質上,1行 に複 数 個 のス テー トメ ン トを 書

くこ ともで きれば,他 行 にわ た る ステ ー トメ ン トも書 け る よ うにす べ きで あ

ろ う。 この 点 に関 しては,QUIKTRANは 端 末 に カー ド読 取装 置を 置 くこ

ともで きる こ とか ら,1行 だ け 継続 行 を許 してい る。

ハ ー ドウ ェア に依 存 してい る例 を1つ 最後 に上 げ て お こ う
。 端末 の使 用 者

と して は,結 果 の印刷 の仕 方 が 自由 に で きれ ばで き る程有 難 いgそ こで,頁

が え とか行 が え とか が随 意 に指定 で きれ ば便 利 で あ る。 た だ し,こ の 程 度 の

と とは,使 用 者 にち ・。 と し儲i」約 を加 えれ ば ,ソ フ トウ 。ア で処 理 で きな

い こ と もな い がo

ザ

4.2シ ス テ ム の 応 答

遠 隔使 用 者 に対 す るシス テ ムか ら の応 答 の仕 方 は 非 常 に重 要 な問題 で あ る。

一 般 の パ ッチ処 理 方式 の プ ロセ ッサ で も,こ の点 に関 して問 題 は あ るの だ が ,

使 用者 は何 か わ か ら なけ れ ば,手 近 に居 る専 門家 に相 談 す れ ば 済む ので ,あ ま

り重 要 視 され てい な い よ うであ る。

バ ッチ処 理 方式 のFORTRANを 例 に と る と
,た とえば,COMMONス テ ー ト

メ ン ト中 の エ ラ ーに対 し,"こ ¢)00MMONス テ ー トメ ン トには文 法上 の誤 り

が あ る"と い った類 のエ ラ ー ・メ ッセ ージを 出す もの が 多い 。一 見 も っ とも ら

しいが,こ ん なエ ラ ー ・メ ッセ ー ジを 出す 位 な ら,エ ラー.メ ッセ_ジ は 〃こ

の ステ ー トメ ン トは文 法上 正 し くない",た だ1つ だ け で済 ませ た 方 が か え っ

て す っ き りす る。 また,バ ッチ処 理方 式 で は ,以 前 のス テ ー トメ ン トで のエ ラ

ーが後 々 まで 影 響 し,エ ラ ーがエ ラ ーを 呼 んで ま さに エ ラーの 花盛 り とい った

現 象 が し よつち ゆ う起 る。 どこか1ヵ 所 訂正 す る と,や ま程 あ ったエ ラ_.メ

t
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ッセ ー ジは姿 を 現わ さな くな る。 この よ うな後遺 症 的エ ラー ・メ ッセー ジは,

慣 れ て い な い とひ どい 目 にあ う。 と ころ が幸 い に して,バ ッチ処 理 で は専 門家

が 近 くに居 る か ら,何 とか解 決 され て い る。

遠 隔 端末 の使 用 者 に対 して は こ うは い か ない 。 システ ムの応 答 の仕 方 は,会

話 形 シス テ ムでは 最 重 要 視 しな けれ ば な らない もの の1つ な の で あ る。 とい う

のは,会 話 形 システ ム にお い て は,前 に も述べ た が,使 用者 の 多 くは しろ う と

であ る と考 えな けれ ばな らな い 。 もち ろん,こ の 点 に 関 して は シス テ ムを 開 発

す る環 境 に よ って異 るが,一 般 的 に は こ う考 え るべ きで あ る。 とい って,専 門

家 の面 倒 もみ な けれ ばな らない 。一 般 に,遠 隔使 用 者 は ひ と りぽ っち で あ る か

ら,理 想 的 な シス テ ム としては,こ れ ら ピンか ら キ リま での使 用 者 を そ れ ぞれ

満 足 させ るべ きで あ る。

初 め て誤 りを 犯 した ときには,シ ス テ ムが 詳 細 に誤 りを説 明 し訂 正 の仕 方 を

示 唆 す る よ うにす る と使 用者 は 感 動 す る。 しか し,同 じなが った ら しい メ ッセ

ー ジを 何 度 も 出さ れ る と使 用者 は イ ライ ラ し始 め る。

理想 的 には,応 答 の量 お よび そ の ス タ イルは使 用者 の そ の 時 の要 求 と一 致 さ

せ る こ とが 望 ま しい 。 しか しな が ら,実 際 には,使 用者 の経 験 の程 度 を シス テ

ム 自身 で 決 め る こ とはむ ず か しい 。 そ こで,シ ス テ ムに よ って は,シ ステ ムの

応 答 の 冗長 の程度 を い くつか 設 け て お い て,使 用 者 に 自分 で そ のい ず れ の もの

が 自分 に適 当 か とい うこ とを 指 定 させ る こ とに よ って,こ の 問題 を 解 決 しよ う

と して い る もの もあ る。前 述 のSDS940の 初 心 者,未 熟者,熟 練 者 とい う段

階 に わ けた の もこの 例 で あ る。

そ の他 の例 と して は,MaSsachusettsGeneralHospitalの 実 験 用 シ

ステ ムが あ る。 この シ ステ ムには,電 子 計算 機 か らの質 問,す な わ ち,使 用 者

ヘ デ ー タを 要求 す る とき,"長 文 モ ー ド"と"短 文 モ ー ド"の2つ の モ ー ドが

用 意 して あ る。 た とえば,患 者 名 を 要求 す る と き,長 文 モ ー ドの時 には"PA-

TIENTNAME"と 印 字す るが,短 文 モ ー ドの 時 には単 に"PN"と だ け 印 字

す る。 そ して,使 用者 は い つで も随意 にモ ー ドの切 りか えが で き る。

同様 に,処 方 プ ログ ラ ム(theMedicationOrderProgram)で は,

"教 育 モー ド"の と きには ,"処 方 した 薬 は肝 臓 の病 気 には使 用 して は い け な

/
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い"と い った こ とを使 用者 に 伝 え る。 使 用 者 が専 門家 で,こ の種 の コメ ン トは

い らない と云 うと きに は,こ の よ うな警 告 は除 くこ とが で きる。

また,教 育 用言 語PLANITで は,学 生 の正 解率 とか 誤 答 率 に も とつい て,

次 に進 む べ き教 程 を決 め る こ とがで きる。

こ うい った こ とを 考慮 に入 れ た二 で,た とえば,エ ラー ・メ ッセ ージ な どは

い ろい ろ と工 夫 す る必 要 が あ る。

会話 形 プ ロセ ッサの利 点 の1つ に,前 述 の エ ラーが エ ラ ーを 呼 び ま さ にエ ラ

ーの花盛 りとい った現 象 を排 除 す る こ とが で きるとい うこ とが あ る。 会 話形 プ

ロ セ ッサ では,使 用 者 の行 動 を 厳 重 に監視 して,使 用者 の手 続 き等 に誤 りが あ

った と きには,で き るだ け早 く,そ の 旨を使 用者 に知 らせ る よ うにす べ きであ

る。使 用 者 に対 す る応 答 は,完 全 で しか も解 り易い もの にす べ き であ る。 で き

る こ とな ら訂 正 の仕 方 も指 示 す る よ うにす る こ とが 望 ま しい 。バ ッチ処 理 の場

合 の よ うに"こ の ステ ー トメ ン トは 文 法 上 正 し くない"と い った 類 の メ ッセ ー

ジ は,会 話 形 プ ロセ ッサ で は 適 当で ない 。 シス テ ムに よ っては,会 話 形 で あ り

な が ら"?"と だ け応 答 す る もの もあ るが,こ れ は避 け るべ きで あ る。 誤 りの

検 出お よび 診断 に関 して は,現 在 の と こ ろ,JOSSが 最 も親 切 の よ うで あ る。

JOSSで は,

1印 字の仕 方 が正 し くない

2JOSSの 語 彙 に な い語 を使 用 してい る

3数 学 的 に書 き方 が 正 し くない

4関 数 名,公 式 名,あ るい は配 列 名 と右 カ ッコ との間 に 空 白が な い

5"1"の 代 りに"e"を,"ゼ ロ"の 代 りに"o"を,あ るい は"ド ッ

ト"の 代 りに"ピ リオ ド"を 用 い てい る

6Do以 外 の動 詞 にfor句 を 用 い て い る

7伝 送 中 にエ ラ ーが あ った

とい った もの に対 して は"Eh?"と 応 答 し,そ れ以 外 の 場合 に っい ては,い ま

まで のJOSSの 例 で も示 した が,ち ゃん とエ ラーの 内容 を 指 摘 す る よ うな メ ッ

セ ージで 応答 してい る。
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例

1.234567876543Se・tぷ=∋3.

PIeaselim・its.teplabClStogsignifiqant、dilgit.s】

Type1234.56789876.

Pleaselimitnumbeτstogs、ilgnifiC
,antd.igits..

Seta(2345)=-17.

Indexvaluemustbeintegerandlindex1≦9250.

DopartIO・x・77.

Partnumbermus・tbeintegerand1≦part<10※9.

1.1Typex.

1・2StOP.

1.3Type2es5.

Dopart1.

Erroratstep1.1:x???

x=3

Go.

X= 3

StoPPedbystep1.2.

Go.

x"e5= 15

Go.

Ihavenothingtodo・

Letf(a,b,c,d,e,f,g,h,i,j,k,1,m)=(a'b-c)xd+e.

Pleaselimitnulnberofparqmeterto・10.・

(注)下 線 の 部分 がJOSSか らの応 答

KEIO-TOSBACTSS.の 初 期 で は・,英 字 の小 文 字は シス テ ムか らの メ ッセ

ー.ジだ け に用 い,使 用者 は 用 い る こ とがで きな か った。 使 用 者 が 小文 字 を使 っ

た と きには,"小 文 字 を使 って は い け ませ ん よ"と い う意 味 の英 文 の メ ッセ ー

ジ が印 字 され る(日 本 人 と して残 念 な こ とは,あ る程 度 の英 語 を知 らない と電
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子 計 算 機 が使 えない とい うこ とで あ る。 ロ ーマ 字 を使 用す る と,か え って始 末

が 悪 い 。 しか も,さ らに悪 い こと には,シ ステ ムに よ って は ,何 と,ま とも な

英 語 を知 って い るだ けでは 何が 何 だ か さ っぱ りわ か らない もの が あ る)。 と こ

ろ が・ 毎度 この長 った ら しい メ ッセ ージ を 出♪して い た ら,使 用 者 か ら苦情 が で

た の で・ 初 回 だ けは ち ゃん と 出す が,2度 目以降 は"Eh?"と だ け印 字 す る様

に して あ る 。

遠 隔情 報処 理 システ ムでは,使 用 者 が 途 中で 何 かわ か ら ない こ とが生 じた ら ,

随 時・ シス テ ムに相 談 で きる よ うに して 赴 くと非 常 に便 利 で あ る。相 談 す る相

手 が専 門家 で あ って も よい 。 理想 的 に は,こ の両 方 を用 意 してお くべ き であ る。

前 者 の例 と しては,SDS940タ イ ム シ ェア リング ・シス テ ムにあ るHELP

があ る。

4.5.心 理 学 的要 因

い ま まで に述 べ た 事柄 も,そ の大 部 分 のものは 心 理学 的 な もの に も とつ い てい

る。 何分,処 理 してい る と ころを 実 際 に 見 て い ない ので ,一 寸 で も応 答 が遅 れ

る と心 配 に な る もので あ る。 そ こで,"WAIT"を 出 して ,多 少 な り と も,安

心 さ せ て い る シス テ ムが 多 い 。 シス テ ムに よって は ,"確 か に万 事 うま くや っ

て論 ります"と 次 の 出力 まで,端 末 で低 い 音を 出 さぜ る もの もあ る。 また,実

際 に・ そ の使 用 者 の仕 事 を 処 理 してい ると きだ け ,そ の端末 にあ る ラ イ トを 点

灯 させ る もの もあ る。GeneralMotorsResearchLaboratoryのDAC -

1シ ステ ムで は・ 使 用 者 の仕 事 とか要 求 を処 理 してい る こ とを 低 い 音 を 出 し

て知 らせ る と共 に,シ ス テ ムで現 在処 理 してい る ス テ ー トメ ン トのス テ ー トメ

ン ト番 号 を デ ィス プ レイ装 置 に表 示 す る こ と まで してい る
。

i'WAIIT"の 状 態を 解 除
して使 用 者 に入 力 が可 能 に な った こ とを 知 らせ る際

の メ ッセ ー ジ と しては,通 常 ,"READY"と い う言 葉'が使 われ てい る。 この よ

うな 頻 繁 に使 用 され る言葉 は,端 末 の ほ とん どは テ レタ イプ とか 電 動 タ イプ と

い った 出力 速 度 が 遅 い もの な の で,で き るだ け簡 単 にす る ことが 望 ま しい 。 マ

サ チ ュセ ッソ工科 大 学 のMAC計 画 で は ,初 期 の頃 は た とえば"WAIT"と か

"READY"と か"TIME"
と全 綴 りを 印 字 してい た が,途 中 か ら,〃W〃 〃R;'



一62-

"T"と しか 印 字 しない よ うに改 め られ た
。RUSHで は"_",PLANITで は

"""で
,入 力 が 可能 に な った こ とを 示 す 。 また,JOSSで は"緑 色 の ライ ト"

を 点 灯 して,こ の状 態を 表 示す る。

とに か く,端 末 に居 るの は生 身 の人 間だ か ら,い つ気 が 変わ らな い と も限 ら

な い し,本 当 に 何を しで かす か予 想 す る こ とが で きない 。 そ こで,ハ ー ドウ エ

ア お よび 伝送 施 設 に完 全 に依 存 す る こ とで あ るが,会 話 形 シス テ ムで は,い つ

い か な る と きで も使 用者 が主 導権 を 握 れ る よ うに して澄 くべ きで あ る。

端末 で仕 事 中,ち ょっ とだけ 離 れ る積 りで 席を 立 ち,そ の ま ま しば ら くか え

って来 ない場 合 の使 用 者 の処 置 な ども問 題 に な る。 ダ ー トマ ス大 学 のBASIC

シ ステ ムで は,20分 た って も使 用 者 か らの応 答 が なけ れ ば,シ ス テ ムでそ の

回 線 を 切 って しま う。 ・

ま た,会 話 形 シス テ ムの作 成 者 は,あ り とあ らゆ る点 に気 を 配 る必 要 があ る。

会 話 形 シス テ ム の開 発 と もな る と,必 然 的 に人 海 作 戦 とい うこ とにな るが,プ

ロ セ ッサを 実 際 に作成 す る段 階 で は,よ ほ ど文 書 化 を し っか り してお き連絡 を

密 に しな い と,"舟 頭 多 くして 舟 沈む"と い うこ とにな りか ね ない 。 しか し,

設 計段 階 で は,で きるだ け 多 くの 人 の 意 見 を 聞 くよ うに 努め るべ きであ る。 ま

た,実 際 に作 成 に か か って か ら もい ろ い ろ と改 良 さ れ るだ ろ うが,こ れだ け で

は まだ十 分 とは い え ない 。 とい うの は,作 成 者 は シス テ ムの 中味 とか装 置の ク

セ な どは,す べ て承 知 して い るので,デ ィバ ッグ時 に で きる限 りの こ とを して

み た積 りで も,あ る程 度 の 常識 の上 に立 っ て行 な ってい るの で,"思 い も よ ら

な い"こ とは まさ し く思 い も よ らない か ら であ る。

4.4処 理 方 式

そ の場 限 りの計 算 を対 象 にす る もの は捌 と して,一 般 に,会 話 形プ ロセ ッサ

は プ ロ グ ラムを 作 り上 げ,ち ょ っ とした デ ー タを用 い てデ ィバ ッグ を 行 な う と

ころ まで が守 備 範 囲 であ ろ うと思わ れ る。 実 際 の実 行 は,バ ック グ ラ ウ ン ドと

して 存 在す る同一 言 語 のパ ・チ処 理 方式 の シス テ ムで行 な うので あ る。 もち ろ

ん,出 力 量 が少 い場 合 は 端末 で実 行 さ せ る場 合 もあ る。 現 在 のバ ッチ処 理 で は・

何 で もかで も,と にか く出力 して しま うとい う傾 向 が あ るが,実 際 に必 要 とす
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るものは 案 外 少 い もの で あ る。 端末 で実 行 させ る場 合 も コマ ン ドを 用 い てバ ッ

クグ ラ ウ ン ドで 実 行 す る よ う指 示 で き る こ とが 望 ま しい(端 末 は 無 人 運 転 とい

うこ とに な る場 合 もあ る)。 コンパ イル に要 す る時間 と通 訳 等 に要 す る時間 の

関係 に よ って・ 正 確 には どち らで 実 行 させ た 方 が よい か とい う"判 断"が 必

要だ が,か な りの面 倒 を み る会 話 形の プ ロセ ッサ と効 率 の よいバ ッチ形 の プ ロ

セ ッサ とを,い ず れ に せ よ用 意 す るべ きであ ろ う。

通 常,会 話 形 プ ロセ ・サ とひ と くち にい って も,処 理方 式 は千 差 万 別 で あ る。

会話 形 プ ロセ ッサ を作 成 す るに あ た って,ま ず 問題 に な るのが 処 理 方式 であ る。

実 行 方式 を取 り上 げ て み て も,ソ ース ・イメ ー ジを直 接通 訳実 行 す る もの(例

:RUSH)か ら,機 械 語 の オブ ジ ェ ク ト・プ ログ ラ ムを実 行 す る もの(例:

BASIO)ま で様 々で あ る。 そ して,ソ ース ・イメ ー ジの文 法 チ ェ ック も含 め ,

綜 合 的 な処 理 方 式 とな る とます ます 数 が ふ え る・

た と えば,BASICの 場 合は 会 話 形 とは い うもの の,ソ ース ・イメ ー ジを 入

力 して い る段 階 で は 何 の処 理 も行 な わず,実 行 を 開始 させ て初 め て コ ンパ イル

が始 ま り,文 法 チ ェ ックが行 なわ れ る と共 に機械 語 の オ ブ ジ ェク ト・プ ログ ラ

'
ムが生 成 され る。 した が って,パ ッチ処 理 方式 の プ ロセ ッサ と会 話 形の 編集 用

ル ーチ ン(エ デ ィタ ー)が 用 意 され てい るもの と思 え ば よい。

JOSSで 格 納 コマ ン ドを 用 い て プ ログ ラムを作 成 してい る場 合 もBASIC同

'様 単 に格 納 さ
れ て い くにす ぎな い 。実 行 を 指 示 して 初 め て 文法 チ ェ ックが行 な

わ れ る のだ が,JOSSで は 機械 語 に落 され る こ とは な く,通 訳 実 行 とい う形 を

と る。

QUIKT㎜ やKEIOで は,ソ ース ・イメ ージは入 力 と同 時 に文 法 チ ェ ック

が 行 な われ,中 間 言 語 に変換 され る。 この段 階 で文 法 的 な誤 りを検 出 した と き

には,折 り返 しそ の 旨を使 用者 に知 らせ,正 しい入 力 を 待 つ 。実 行 を指 示す る

と,こ の 中間 言 語 を 通訳 実行 す る とい う形 を と ってい る。 一、

この他 に も,入 力 と同時 に ソ ース ・イメ ー ジの文 法 チ ェ ックは 行 な う.が 中間

語 は 生成 せず,ソ ース ・イ メ ー ジを その ま ま保 存 してお き,実 行 に 際 して機械

語 に変 換 す る もの とか,同 様 に ソース ・イメ ー ジを保 存 してお き,実 行 は ソ ー

ス ・イ メ ージを 通 訳 実 行 す る もの とか い ろい ろ な もの が あ る。
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会 話 形 プ ロセ 。サ で は,当 然,ソ ー ス ・プ ログ ラ ムを修 正 した り,ソ ース ・

プ ログ ラ ムの リス トを と った りす るので,プ ログ ラ ムの保 存 の仕 方 も重 要 で あ

る。BASICやJOSSやRUSHで は,ソ ース ・イ メー ジを そ の ま ま保 存 してい ・

るが,QUIKTRANやKEIOは 中間言 語 だ けを保 存 してk"き,ソ ース ・イ メー

ジは 中間言 語 生成 と同 時 に破 棄 して し ま う。使 用 者 か ら ソ ース ・プ ログ ,ラムの

リス トの要 求 があ る と,中 間 言 語 か ら ソ ース ・イメ ー ジを再 生 す る とい う方法

を と ってい る 。 この方 法で は 定 数 の形 が ソース ・イ メ ー ジ とは異 な る場 合 が あ

る し,Doの 増分 が 省 略 さ れて い る よ うな と きに もソ ース ・イメ ージ とは異 な

って し ま うとい う欠 点 が あ る。 しか し;補 助記 憶 装 置に制 約 が あ る ときな どに

は,非 常 に有 効 で あ る。 さ ら に,KEIOは 主 記 憶 装 置の容 量 が小 さい(16K

語)こ と,お よび オ ーバ ー ヘ ッ ドを で き るだ け小 さ くし よ うとす る意 図 か ら,

プ ロセ ッサ は 純手 続(pure-procedureま た はre-entrant)に してあ る。

さ らに,ス テ ー トメ ン トの修 正 等 の場 合 に関 しては,応 答 を で き るだ け早 く

行 な う必 要 が あ る こ とか ら,ソ ース ・プ ログ ラムの保 持 の仕 方 は よほ ど工夫 し

て おか な けれ ば な らない 。BASICと かRUSHの よ うに ソ ー ス ・イ メ ー ジを そ

の ま ま保 存 してお く場 合 に は,た とえ ば ソ ー トな ど何 ら かの 方 法 を 採用 す る こ

と もあ るだ ろ う。 もち ろ ん,QUIKTRANと かKEIOの よ うに リス ト構 造 を 用

い るの が普 通 であ る。 リス ト構 造 を 用 い た場 合 に は,リ ス トを手 繰 った り,何

らか の 意 味で の"ゴ ミ集 め〃 を 行 な う必 要 があ る。応 答速 度 を一 定 の範 囲 内に

収 め よ うとす る と,こ れ らの こ とが 迅速 に行 な え る よ うな手 法 を 導入 しな けれ

ば な らない(KEIOで は この ため にい ろ い ろな手 立 てを 編 み 込 ん でい る)。

応 答 速 度 に焦点 を 合す と,使 用 者 の 側 に あ る程度 の制 約 を加 え る必 要 が生 れ

て くる。会 話 形FORTRANを 例 に と る と,こ の 点 に 関 して プ ロセ ッサ作 成 に影

響 をお よぼす ものは きま ってい る。DIMENSION,FUNCTIONお よびSUB-

ROUTINEス テ ー トメ ン ト,ス テ ー トメ ン ト関 数 定義 式 お よびDo関 係 が これ

で あ る。 す べ て,応 答 速 度 を 考 慮 した上 での こ とで あ り,プ ロセ ッサ で どこ ま

で 面倒 を み るか とい う問 題 であ る。1

た とえば,DIMENSIONス テ ー トメ ン トが 削除 され た り挿 入 され た りした と

きを考 えて み よ う。 まず,削 除 され た と きには どん な問題 が生 じ るだ ろ うか 。
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そ の配 列 名 が まだ1度 も プ ロ グ ラム で使 用 され て い なけれ ば問 題 は ない 。1回

で もそ の配 列 名 が使 用 され て い た と きには,そ の名 前 の処 置が 問題 に な る。 そ

の 時点 で プ ロ グ ラム全 体 を 見渡 せ ば,そ の名 前 は 関数 名 に変 じた こ とに な った

り,場 合 に よ って は変 数 名 に変 じた こ とにな った りす る。 だ か ら とい って,そ

の どち ら か一 方 に,そ の 名 前 の もつ特 性 を 変更 す るのは大 仕 事 で あ る上 に,そ

もそ も適切 で あ る とは 思 え ない 。 大 方 の 場 合,配 列 宣言 し直す と判 断 す る方 が

適 切 であ ろ う。 次 に,挿 入 され た 場 合 には どん な問題 が生 じ るだ ろ うか。 この

場 合 も,未 だ1度 もプ ログ ラ ムで使 用 され て い ない ものが 宣言 さ れ た の な ら何

も問 題 は ない 。以 前 に配 列 と して宣 言 され てい た もの で,一 握 そ の 宣 言 ステ ー

トメ ン トが 削除 され て未 定 義 にな って いた と きには,記 憶場 所 の 割 り付 け等 に

問 題 が生 じ る。 さ らに,次 元 数 まで 変更 され た ら どうす べ きか 。 ま た,他 の特

性 を もつ もの と して使 用 され てい る もの が配 列 と して宣 言 され た と き には ど う

す べ きか 。 とい った具 合 に,ど こで,ど の程 度 まで面 倒 を み るべ きか とい う大

問 題 が生 じ る。 こ うい った問 題 を 解決 す るた め に宣 言 ス テ ー トメ ン トは,す べ

て会話 形 プ ロ セ ッサ の場 合 に限 り,実 行 ス テ ー トメ ン トに して しま え とい うこ

とに関 して は前 に述べ た。

以上,会 話 形 プ ロセ ・サ とは ど うい った ものな のか,ま た作 成 す る と きには

ど うい った点 に注意 しな け れ ば な らな いか,あ るい は,ど うい った 事 が 問題 に

な るのか とい う事 柄 につい て述 べ た が,こ の他 に もまだ まだ 数 多 くの 問題 があ

る。 さ ら に,こ こでは主 と して使 用 者 の 立場 か ら見 た会 話 形プ ロセ ッサ 観を 述

べ た に す ぎ ない 。プ ロセ ッサ作 成 者 の立場 か ら見 た ,い わ ば ミク ロ的 な会話 形

プ ロ セ ッサ 観 も,そ ろ そ ろ話 題 と して取 り上 げ て も よい 頃か と も思 う。 しか し,

会 話 形 プ ロセ ッサ では 外科 的 な 問題 よ りも,む しろ精 神科 的 あ るい は 内科 的 な

問 題 の方 が よ り重 要 なの で あ る。

もっ と も,姿,形 は 内部 処 理 と無 関 係 とい うわ けには い か な い 。具 体 的 に実

現 可 能 なの か とい うこ とが い つ で もつ い て まわ るか ら であ る。 しか も,現 実 に

は,様 々な制 約 の も とで 実 現 させ なけ れ ば な ら ない こ とか ら,あ る意 味 で は,

外 科 的 な問題 の方 がむ しろ重 要 で あ る とい え ない ことは ない 。

しか し,常 に人間 を相 手 に,し か も面 と向 い 合 って面 倒 を 見 なけれ ば な ら な
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い の だ か ら,会 話 形 プ ロ セ ッサ で は,ち ょ っ と し た こ とが 大 問 題 と な る こ とが 多

いo

た とえ ば,使 用 者 が1字 打 ち 憤 った場 合,そ の ま まに してお い て,わ か り き っ

たエ ラーを さそ い だ す か,場 合 に よ っては後 か らそ の ス テ ー トメ ン トを 削除す れ

ば よい 。 コ マ ン ドとか直 接 ス テ ー トメ ン トだ と,強 引 に実 行 させ エ ラーを さそい

だす 以 外 に ない 。 これ は 無駄 であ る。 そ こで ・1 .ステ ー トメ ン トを 無効 にす る こ

とが で き る よ うな機 能 が ど うして も必要 に な る。 とこ ろが,こ れ だ と長 い ス テ ー

トメ ン トの終 りの方 で打 ち 損 った ら悲劇 で あ る。 人 に よ った ら,1日 が か りで1
0

ステ ー トメ ン トや っ と入 力 で きた とい った こ とに もな りか ね ない 。そ こで,1字

抹 消 とい う機能 は ど うして もほ しい 。 と こ ろで,1ス テ ー トメ ン ト無 効 とか1字

抹 消は どの段 階 で処 理す べ きか,こ うい った 当 り前 の こ とが,誇 張 して 云 え ばか

な りの問 題 にな りか ね ない ので あ る。 まず,編 集 用 ル ー チ ンで 準備 す る よ うな と

ころ では 問 題 は ない の だ が…・・…。 方法 論 とな る と さ らに大 問 題 。 ど うい った や り

方 が一 番 い い のか わ か らない か ら であ る。1字 抹 消 の例 を と る と,BASICで は

"←"
,TOSBAC-KEIOTSSで は"#"を"伏 字"に して お き,直 前の1文 字抹

消 とい う特殊 機 能 を与 えてい る。 何 文 字か 消 した い 場 合 には,そ の文 字数 だ け こ

の伏 字 を 印 字す る。 あ る程度 打 って か ら,中 程 に打 ち 損 い が あ る ことが わか った

とき には,結 局 そ こま で抹 消 して,新 た め て そ こか ら打 ち 直 すか,場 合 に よって

は1ス テ ー トメ ン ト抹 消 しな け れ ば な らな い 。J6SSで は,こ の点 を 重 要視 して,

ス テ_ト メシ ト中任 意 の場 所 まで 戻 り"か さね 打 ち"に よ って,随 時,修 正 が で

きる よ うに な ってい る。 しか し,か さね 打 ち を す る と本 当 に正 し く打 った のか ど

うか 印 字 され た 文 字 を み て判 読 す る こ とがむ ず か しい 。

以上 の よ うに,一 見 つ ま らない よ うな こ と,簡 単 に思 え る よ うな こ とが,何 と

な く問題 に な るのが 会 話 形 プ ロセ ・サ の もつ宿 命 とで もい うこ とが で き るだ ろ う。

こ うい った こ とは,こ れか ら,数 多 くの 経験 を積 む に従 って,段 々 と改善 してい

か なけ れ ば な らない 。経 験 を積 む に従 って,ま た,各 種 の技 法 が 開発 され 多 くの

問題 は 解 決 され るこ とは 間違 い ない が,会 話 形 プ ロセ ッサ故 に特 に問 題 とな り,
サエ ノノ

絶対 に何 とか しな けれ ば な らな い大 問 題 が あ る。 それ は,"我 々は 日本 人 で あ る

頬 顯 襯 隠 煕 す る.こ・がで きるよ うに し,紺 れば妨 ない"と"う こと

で あ る。
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5.会 話 形PL/1の 開 発

現 在 米 国 の商 業 用TSSで 使 用 され てい る会 話形 言 語 の うち,58%はFORT-

RAN,32%はBASIC,残 り10%が20も の 違 った言 語 にわ け られ てい る。

TSSの 利 用範 囲 は技 術 計算 的 な もの が多 い こ と と,バ ッチ(batCh)用 との

互 換 性 とい う意味 でFORTRANが 圧倒 的 に多 い 。

会 話 形言 語 は そ の 目的か ら して,言 語 仕様 のあ ま り複 雑 な機 能 は要 求 されな い

し,ま た ビ ジネス 用言 語,例 え ばCOBOLな どは,会 話 形 には不 向 きな 言語 で あ

る とい うのが一 般 的 な 通説 で あ る。 しか し,時 代 の 趨勢 か らす る と,事 務 計算 や

一般 のデ ー タ処 理 も
,や は りTSS的 に処 理 した い とい う要 求 は 当然 強 くな る で

あ ろ うし,ま た バ ッチ処 理 と同 じ よ うに,FORTRANかCOBOLか,ど ちらか一

方 では 不 便 だ とい う仕 事 を,TSSの も とで行 な うこ と も当然 で て くる と思わ れ

るの で,こ の 際,思 い き ってPL/1の 会 話 形 プ ロセ ッサを 開発 す る こ とに踏み

切 った わ け であ る 。

会 話 形 のPL/1と し て は,現 在Allen-BabcookのRUSHが 有 名 で あ る。

そ の ほ かIBMのCPSや,Stanford大 学 のACMEコ ン パ イ ラ な ど もあ る 。 ・

いず れ もPL/1と して は,か な り言 語 仕様 を しぼ った サ ブセ ッ ト(Subset)で

あ り,と くに技術 計 算 用の機 能 に主 体 を置 いて い る傾 向 があ る。

このCPLも 勿 論 サ ブセ ッ トであ るが,目 的 か らい って技 術 用,事 務 用 どち ら

の仕 事 も出来 る よ うな サ ブセ ッ トを え らび,特 にPL/1の 大 きな特 長 の一 つ と

され てい る ビ ッ ト処 理 の機 能 は 完 全 に含 ませ た 。
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6.プ ロ セ ・ サ の 設 計 目 標

会 話 形言 語 へ の一 般 的 な要 求 と して は次 の様 な項 目が あげ られ てい る。

(11プ ログ ラ ムの作 成,変 更,デ ィバ ッグ,1部 の演算 実行 な どが随 時,

任 意 に き りか え られ る こ と。

② 仕 事 を 中断 して も,そ こ まで の フ ァイル が 保管 さ れて お り,後 刻 そ の 先 が続

け られ る こ と。

(3)言 語仕 様,コ マ ン ド仕 様 と も初 心 者 に も容 易 に使用 で き,ガ イ ダ ンスの機 能

もあ る こ と。

(4)ま た 経 験者 や 熟練 者 に も満 足 のゆ く シス テ ムであ る事が望 ま しい ので,初 心

者 用 には,あ る限 られ た範 囲 内 の仕様 で 充分 仕 事が で き,そ れ以 上 の も っと凝

った複 雑 な機 能 も使 え る様 に な って い る事 が望 ま しい。

,⑤ エ ラ ー メ ッセ ー ジ や シス テ ム との 応答 は,バ ッチ に く らべ て か な りイ ンタ

"ラ ク テ ィブで あ る事が 必 要 で あ る。 エ ラー メ ッセ ー ジ も初 め の うち は,か な り

丁 寧 に 出 て来 て欲 しいカ㍉ 熟練 者相 手 の場 合は省 略形 で もよ い。彼 等 に と って

は,丁 寧 に長 々 とメ ッセ ー ジが打 ち 出 され る よ り,相 互 のや りと りの 迅速 性 を

よ り尊ぶ であ ろ うか ら,で きれ ば メ ッセ ー ジの タ イ プを使 用 者 が セ レク トで き

る と よい。

㈲ ダ イ レ ク ト ス テー トメ ン ト,デ ィバ ッグス テー トメ ン トな ど,会 話 形 の特

長 を 生 か した ものが利 用 で きる と よい 。

⑥ 現 在 会 話 形 に使 われ てい る端末 の 多 くは,タ イ プ ライ タ程 度 の もので あ る

か ら,か な りデ ィフ ォー ル ト(default)の 機 能 を生 か して,最 少 限 の入力 で

も よい様 に して お きた い 。

(7)端 末 操作 の 不 なれ か ら くる人 間 の ミスが処理 に影 響 しな い様 な シス テ ムでな
,

け れ ば な らな い 。

(8)入 力 デ ータ の入 れ かた,出 カ プ リン トの フ ォーマ ットの指 定 の しか た な ど,

端末 の入 出力 機 能 を よ くわ き まえ て 設 計す べ きで あ る。 また デー タ の入 力 ス テ

ー トメ ン トが 幾 つか あ る場 合 ,タ イ プ イ ンを 要求 す るデ ー タは どの ス テー トメ



一76一

ン トに対 応 す る もので ある か とい う事 は 知 らせ て くれ な い と困 る。

これ らの要 求 以 外 に も,実 は 会話 形 プ ロセ ッサ のみ に関す る問題 では な くて,

本質 的 には,オ ペ レー テ ィング シス テ ム,あ るい は そ のタ イ ム シ ェア リング シ

ステ ム全般 に対 す る要 求,例 えばiハー ド,ソ フ トを含 め た シス テ ム全体 の 安定

性,応 答 の迅 速 性 な どが密 接 にか らん で来 る。

さて 以 上 の様 な一 般 的 要 求 の他 に.こ のCPLシ ス テムで 留意 した諸 点 は 次 の

様 な もの で あ る。

(1)バ ッチ用PL/1と の互換性を もたせ た。

前 述 の よ うに こ のCPLはFACOM230-60のMONITOR-Vシ
,,

ス テ ム の 下 で 働 か せ る こ と に な つて い る・ そ こで ・ ・ミ・チ 用 のPL/・ ・ ンパ
,

'イ'ラ と互 換 性 を 持k'せ
,フ ォア グ ラ ン ド(fOrground)で 作 成 し たPL/1の

ソー ス プ ログ ラ ムフ ァイル(Sourceprogramfile)を,そ の まSバ 〉クグ

ラ ンド(background)の バ ッチ用PL/lrン パ イ ラに 引 き渡 して、 コン

パ イル させ る事 もで きる よ うに して あ る。 ・

会話 形 プ ロセ ッサ は やは りイ ンタ プ リタ処 理 が 比 較 的多 い ので,実 行 時 間が

や ふか ふる こ と,ま た 会話 形 では大 きな フ ァイル は あ ま り扱 い易 くな い の で,

比較 的 大 きな プ ・グ ラ ムや,デ ー タ の多 い ものは,プ ・グ ラムデ ィ・ミッグや テ

ス トランを フ ォアグ ラ ン ドで行 い,デ ィバ ッグ済 み の プ ログ ラムは,バ ックグ

ラ ウン ドのバ ッチ用 コ ンパ イ ラで リコン パ イル(reCOmpile)し,完 全 な オ ブ

ジ ェク トの形 に作 り直 して 本 番の 実 行を させ る方 が 能率 が よい。

(2),コ マ ン ドや エ ラー メ ッセ ー ジに 日本 語 を採 用

会話 形 とい うか らには,・で きれ ば 日常 語 とほ ぶ同 じニ ュア ンス で会話 を した

い わ けだ が,残 念 な が らコ ン ピ ュー タ語 の 習慣 か ら,今 まで は 英語 系 の言 葉が

も っぱ ら使 わ れ て来 た。

基 本 的 には 日本人 向 きの 会話系 言 語 は ど うあ るべ きか とい う事 が も っと検 討

さ れね ば な らな い のだ が,従 来 の 言語 との互 換性,漢 字 を含 め た 日本 語 の扱 い

の困 難 性 な どの 理 由 か ら簡単 には いか な い 。

この シス テ ムでは コマ ン ドは 英語 と 日本語 の 両方 が使 え るよ うに した 。
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エ ラー ヌ ッ七 一 ジは ,名 詞 や慣 用 的 にな って い る言 葉 は 英文 を 使 うが,テ ニ

オ ハや 文体 は 日本 語 に統一 した 。

(3)演 算 ス ピー ドの 向上

一般 に 会話 形 プ ロ セ
ッサ は インタ プ リタ形式 で 演算 実行 す る ものが 多 い が,

概 して か な り時 間が か ふる。 か とい ってバ ッチ用 の プ ロセ ッサ の よ うに完 全 に

コ ンパ イル して オ ブ ジ ェク トを作 って しま うと,会 話 形 の特 長 で あ る プ ログ ラ

ムの変 更,修 正,中 断,継 続 とい う様 なか な り不 規 則 な要 求 に対 し,臨 機 応変

に処理 す るのが むつ か し くな る。

さ きに開 発 したFORTRANの 会話 形 プ ロセ ッサ は殆 ん ど イ ン タ プ リ タ

形式を と った が・ か な り実行 速度 が お そ い の略 この シス テ ムで 隅 コ ンパ イル 形

式 と イ ンタ プ リタ 形式 の 中 間をね ら う事 と した。 ス テー トメ ン トに よ っては入

力 の段 階で,か な りオ ブ ジ ェク トに近 い形 に落 して しま う もの もあ る。 プPグ

ラムの変 更や 修 正ヵ㍉ デ ク ラ レ_シ 白ン ス テ_ト メ・ン トや ブロ ック構 造 に

関係 の あ る場 合は,チ ェイ ンを た ど って関 連 す る部 分 を 一1つ1つ あ た って ゆ く

よ りは,思 い き って リコ ンパ イル(recompile)す る方 が 早 い と思 わ れ る の

で,そ うい った点 で,バ ッチ処 理 の コ ンパ イル方式 の よさを 充分 活 用 す る こ と

と した 。

(4)PL/1をPL/1で 書 く試 み

このCPLの 約70%はPLD(PL/IforSystemDescription)

言 語 で 書い て あ る。PLDはFACOM230-60用 の シス テ ム記 述 用

PL/1サ ブセ ットで あ り,こ のCPLの 開発 に先 だ って ま ずバ ッチ用 の
,

PLDコ ンパ イ ラを 作 り,そ の言 語 で 会話 形 のCPLを 書 く とい う2段 構 え と

した。 勿 論 このPLDは 今 後,他 の シス テ ムの作成 に も有 効 な もの と考 えて い

る。

(5)汎 用 の 目的

PL/1の 言 語 の ね らいは,も と もと技術 用 ,事 務 用 を とわ ず,何 で もで き
ふ

る とい う事 であ るが・ こ のCPLで もそ の精神 は充分 生 か した。 そ の上 ,ビ ッ

トオ ペ レ ー シ ・ンを は じめ 機 械 語 的機 能 を 生 か し,シ ステ ム記述 用 の 目的 に

も使 え る よ うに考 え て い る。
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7 プ ロ セ ・ サ の 概 要

Z1プ ロセ ッサ の構 成

会 話 形言 語 プPセ ッサCPLは,マ ク ・コマン ド,コ ンパ イ ラ,エ グ ゼ キ ュ

ー タ,オ ブ ジ ェク トプ ログ ラ ム,イ ン タ プ リタ,ダ イ レ ク トス テー トメ ン ト処

理,割 込 み処 理 よ り成 る。

マ ク ロ コマ ン ドは計 算機 利 用者 の資格 検 査や ジ ・ブ,ジ ・ブ ス チ ップに必 要

な情 報 を 計算 機利 用 者 との応 答 に よ って,作 成 し(各 情 報 は1つ1つ 応 答 せず

パ ラ メー タ形 式 で 一括 して .与え る こ とも出来 る。),ジ 。ブ ォー ブナ,ジ ョブ

ス テ ップオー プ ナ,ジ ョブス テ ップク ローザ,ジ ョブ クP－ ザ等 に よ ってCP

LプPセ ッサ の実行 開始,終 了 を制 御 す る もの で あ る。

コンパ イ ラは 計算 機利 用者 が端末 装 置 よ りイ ンプ ッ トす る ソー ス プ ・グ ラム

を翻 訳 し,オ ブ ジ ェク トプログ ラムを作 成 す る もので あ る。CPLで は ,オ ブジ

ェク トプ ・グ ラ ムの実行 を 速 め るた め 出来 る限 り機械 語 の オ ブ ジ ェク トを作 成

してい る。 またlineNo.を 計算 機利 用者 が イ ン プ ッ トす る こ とvaよ って ,

ス テー トメ ン トの挿 入,削 除,交 換等 が 自由 に出来 るが コ ンパ イ ラは これ らに

関 す る処 置 もしてい る。 ダイ レク トス テー トメ ン トが イ ンプ ッ トされ た 場 合 は,

その ステー トメ ン トの翻 訳 が終 了す る と直あ にエ グ ゼ キ ュ一 夕に制 御 を移 し,そ

のス テー トメ ン トを実 行 す る。

エ グ ゼキ ュー タは コ ンパ イ ラに よ って作 成 され た オ ブ ジ ェク トの 実 行 を制 御

す る ものであ る。 これは 前 述 の よ うに オ ブ ジ ェク トプログ ラムは出 来 る限 り機

械 語 に変換 され て は い るが・直 接オブジェク トプ ・グ ラムに 制御 を移 す こ とが出

来 な いか らで あ る。

また・CPLで はIineNo・ を指 定 す る こ とに よ りあ る特 定 の ステ_ト

メン トだけ を実 行 させ た り,あ る範 囲 を 実行 させ た りす る こ とが 出来 るので

lineNo・ の監 視 が必 要 で あ る。 そ の他,次 に実行 す べ き ステ ー トメ ン ト

が な い場 合や 未 定義 の ラベ ル,コ ンパ イル時 に エ ラー の あ った ス テー トメ ン ト

を実行 し よ うと した 場 合 な どには その 旨 メ ッセー ジを 出 し,利 用 者 の 指示 を待
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つo

オ ブ ジ ェク トプ ログ ラムは コンパ イ ラに よ って ソー ス プ ログ ラム が翻 訳 され て

作 成 された もので あ る。

イ ン タ プ リタは入 出 力関係,あ るいは 代 入 ス テー トメ ン トの1部 な ど完 全 に コ

ンパ イル しオ ブジ ェク トを つ く りに くい ス テー トメン トを 中間 言語 にお ζ してお

きそれ を 実行 時 に翻 訳 実 行 す る もので あ る。

ダイ レク トス テー トメ ン ト(directstatement)処 理 は%RUN,%L

IST,%SAVE等 の ダイ レク トステ ー トメ ン トを実 行 す る もの であ る。

割込 み処 理 は オ ブ ジ ェク トプPグ ラム及 び イ ン タ プ リタ実 行 中 に(演 算 結 果 等

に よ り)割 込 み条 件 が発 生 した場 合 そ の処 置 を す る もの で あ る。

これ らの関 係 を 図 示す る と次 の よ うに な る。

③

ステー トメン ト処 理

ぐ======は 制御 の流れ

は デー タの入 力

　 一ーーーー一 は デ ー タの 出力 を示す 。
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① マ ク ・コマ ン ドは端末 タ イ プ ライ タか らの マ ク ・コマ ン ド呼 び 出 し指 令 に

よ って,マ ク ロ コマ ン ドライブ ラ リか ら呼 び 出 され,こ こへ 制 御 が移 る。 ジ

・ブ スチ ップの 開設 に 必要 な情 報 を 端末 利 用 者 との応 答 に よ って作 成 した あ

と ジ ・ブス テ ップオー プナを動 作 させ る。 また,ジ ・ブ ステ ップ ク ロー ザ

(CPLの 場 合 は,STOPス テー トメ ン トを実行 す る こ とに よ って ジ ョブ

ス テ ップ ク ・一ザ を動 作 させ る)の 動 作 に よら て,こ の ジ ョブス テ ップオー

プナを 動作 させた ステー トメン トの次 へ 制御 が戻 る。

② マ ク ・ コマ ン ドの ジ ・ブ ス チ ップ=オー プナの動 作 に よ って,こ こに制 御 が

移 る。 端末 タイ プ ライ タか らイ ンプ ッ トされ た もの が ダ イ レク トス テー トメ

ン トにの み指 定 で きる ス テー トメ ン トで あれ ば,.ダ イレク トス テー トメ ン ト処

理 へ 制御 を移 し,そ うで な けれ ば オ ブ ジ ェク トプ ・グ ラムを 作成 す る。 ダイ

レ ク トス テー トメ ン トであ れば,す ぐエグゼキュ一 夕へ制御 を移 す が,そ うで

な け れば 入 力待 ち状態 とな る。 な お,イ ン プ ッ トされた ソー ス プ ログ ラムに

誤 りがあ れ ば・直 ち にそ の旨 メッセージ を 出 し入 力待 ち状態 とな る。

③ コ ンパ イ ラで処 理 出来 な い ダイ レク トス テ=ト メン トが入 力 さ れ た時,こ こ

に制 御 が移 る。そ のス テー トメ ン トを実 行後 入力待 ち状態 とな る。 な お,ス

テー トメ ン トに誤 りが あれ ば,直 ち に メッセージを 出 し入 力待 ち状 態 とな る。

④ コ ンパ イ ラ,あ るいは ダ イ レ ク トステー トメ ン ト処 理 か らこ こへ 制 御 が移

る。 指 定 され た範 囲 の実 行 が終 れ ば コンパ イ ラへ制御 を移 す(入 力待 ち状 態

とな る)。 そ う'でな け れば次 の オ ブ ジ ェク トプ ・グ ラムを実行 す る。 次 に実

行 す る ス テー トメ ン トが な い場 合 や,エ ラー ステー トメ ン トを実 行 し よ うと

した場 合 は メ ッセー ジを 出 し入 力待 ち状 態 に な る。

⑤ オ ブ ジ ェク トプ ・グ ラムは間 接 的 に エ グ ゼキ ュー タに呼 ば れ る。 この オ ブ

ジ ェ ク トプ ・グ ラムを実行 中 演算 に よ る割込 み が発生すれば,割 込 み処 理へ 制

御 が移 り,イ ン タ プ リタが 必要 で あ れば イ ン タ プ リタへ制 御 が移 る。1ス テ

ー トメン トの実 行 が終 れ ば エ グ ゼキ ュ一 夕へ 制御 を戻 す
。

⑥ オ ブ ジ ェク トプ ログ ラムの実行 に よ って イ ン タプ リタが必要 な 場 合,こ こに

制 御 が移 る。 イ ンタ プ リタ実 行 中割込 み 条件 が発 生す れ ば 割込 処 理 へ制 御 を

移 す 。 また1ス テー トメン トの実行 が終 れ ば エ グ ゼキ ュ一 夕へ制 御 を戻 す 。
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エ ラー ス テー トメン トを 実行 し よ うと した 場合 は メ ッセー ジを 出 し,コンパ イ

ラへ 制御 を戻 し入 力待 ち状態 とな る。

⑦ オ ブ ジ ェク トプ ・グ ラム また は イ ンタ プ リタ よ りこ こに制 御 が移 る。 ソー

ス プ ログ ラ ムにONユ ニ ット指 定が あ れば,そ こヘ ー担 制御 を移 す た め に エ グ

ゼ キ ュー タへ 制御 を戻 す。 指 定 が な け れば コ ンパ イ ラへ制御 を戻 し入 力待 ち

状 態 とす る。

Z1.1オ ペ レー テ ィン グ シ ス テ ム と の 関 連

(1)マ ク ロ コ マ ン ド

FACOM230-60MONITOR-Vシ ス テ ム の 下 で デ マ ン ド ジ ・ブ を

行 な うに は,デ マ ン ドジ ・ブ の 開 始,終 了 を 宣 言 す る マ ク ・ コ マ ン ドが 必 要

で あ る 。

マ ク ロ コ マ ン ドは ジ ョ ブ制 御 定 義 文,直 接 作 用 文 で 作 成 され,マ クPコ マ

ン ドラ イ ブ ラ リに登 録 さ れ る。

CPLに は マ ク ロ コ マ ン ド"CPL"とttBYE"の 二 つ が あ る 。 詳 細 は

外 部 仕 様 書(コ マ ン ドの 種 類 と機 能),内 部 仕 様 書(コ マ ン ド処 理)を 参 照 。

`

(2)シ ス テ ム制御 コマ ン ド

MONITOR-Vに 直 接作 用 し,MONITOR-Vの 状 態 の変 更,表 示等

を行 な うシ ステ ム制御 コ マ ン ドが あ る。 これ はCPLに 限 らず すべ て のデ マ

ン ドジ ・ブに 共通 な コマ ン ドで あ る。(TSSコ マ ン ド外 部仕 様 書 参 照)

(3)端 末 装 置 との 通信

端 末装 置(タ イ プ ライ タ)と の通 信 にはデ マ ン ド用 サ ー ビス マ ク ・

⑦REQTID

④WTU

②WTUR

◎RFU

等 を使 用 して い る。(デ マ ン ド用 サ ー ビス マ ク ・参照)

(4)作 業 領域 と記憶 保護

CPLは,リ エ ン トラ ン ト(Reenterable)で あ る こ とを 前提 と してい
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る。

そ のた め作 業用 領域 はCPLの 実行 時 に必 要 に応 じて,MONITOR-V

に 要 求 してい る。

作 業用 領 域 の 要求,返 却 は マ クP命 令

GETDM(getdomain)

RETDM(returndomain)

を使 用す る。

GETDMマ ク ・命 令 は,主 記憶 上 に作 業領 域(ブ ・ ックの整数 倍)を 開設

す る。(1ブ ロ ックは1024語)

制御 プ ログ ラ ム(MONITOR-v)は 指定 された大 き さの領域 を 主 記憶

上 に と り,指 定 された ベ ー ス レジス タ,Gレ ジス タに開 設 した 領域 の先頭 番

地,記 憶 保 護 の た めの 領域 番号 等 を セ ッ トす る。

RETDMマ ク ロ命 令 は,主 記憶 上 の指 定 した領域(GETDMマ ク ・命 令で

開 設 され た もの)を 解 放 す る。 解放 され た 領域 は,空 領 域 とな り,必 要 に応

じて他 の 目的 に使 用 され る。

FACOM-230-60の 記憶 保護 はGレ ジス タで行 な わ れ る。Gレ ジ スタ

はHCM(高 速磁 心 記 憶)上 で はG1,G2,G3レ ジス タの3個 が使 用 可

能 で あ る。

Gl・G2レ ジス タに 設定 され てい る領域 は,そ れ だ け では読 み書 き可 能

(即 ち,そ の 領域 に 記憶 され た もの を命 令 として実行 す るこ とは 出来 ない。),

G3レ ジス タに 設定 され てい る領 域 は そ れだ け では 読 み実行 可能(即 ち
,そ

の領域 に 書 き込 む ことは 出来 ない 。)で あ る。G、,G,レ ジス タに 設定 さ

、 れた 領域 とG3レ ジス タに 設定 され て い る領域 が同 じであ れ ば読 み 書 き実行

可 能 とな る。

CPLで は 上 記条 件 に よ って,実 行 時に 要求 す る作 業 用 領域(読 み 書 き可

能)を2個 開設 す る こ と とした 。(領 域1,2と 呼ぶ こ とにす る。)

そ の使 用 目的は,

①Sourceプ ・グ ラム とObjectプ ・グ ラムを記 憶 す るた め の もの 。

②Compiler,Interpreterに 必 要 な作 業 エ リア,Compileす るた
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め に必要 な情報(テ ー ブ ル)やSourceプ ログ ラムの変 数 名 に対 す るエ

リア等 を含 めた もの。

とす る。

領 域1

①

口

2048語

`

②

③

④

領 域2

領 域1:

① 各 種 レジス タの一 時保 存 や 情報 転 送 の際 の パ ラ メー ク交 換 部

② 作 業 用 エ リア

③ 各 種 テ ー ブル及 びSTATICス トレ ジ割 り付 け エ リア

④AUTOMATICス トレジ割 り付 け1エ リア

領域2:

⑤ ① と全 く同 じ

⑥Sourceプ ロa;・ラム,Objectプ ログ ラム用 エ リア

な お,③ の領域 が不 足す れ ば④ の 部分 をず らす,ま た 領域1,2と も最 初 は'

2Block(2048語)で あ るが,実 行 中に エ リア が不 足 す れば 新 しい 領域 を 開設

し,旧 領域 の 内容 を 転写 し・ そ の后 旧 領 域 を返 却 す る。 これは 前 述 の ご と くあ

る時点 で はGレ ジス タが3個 の た めCPL側 か ら参照 出来 る領 域 は 最高2個 迄

で あ る。 それ以 上参 照 す るに は,ベ ー ス レジス タやG、,G2レ ジス タを 絶 え

ず交 換 しな け れば な らな い。 これ で はObjectProgramを 出 来 るだ け機 械語
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に変 換 す る意 味 が な くな る し,実 行 時 間 も遅 くな る。

また,AUTOMATIC属 性 を もつ変 数 は,そ れを 含 む ブ ロ ックが始 動 され

た 時 に ス トレジが 割 り付 け られ るので 関 接 ア ドレ ス指 定 を 用 い る。

領域1の 参 照 に は必 ず ベ ー ス レ ジス タ1を 用い な け れば な らな い 。割込 み 等

が発 生 した 場合 は,SBORG,XCHBマ ク ・命令等 に よ ってベ ー ス レジス タ

を管理 す る必要 が あ る。、

(5)ObjectProgramの 実 行

CPLで はObjectProgramの 実 行 時間 をな るべ く速 くす るた め に,出 来

るだ け機械 語 のObjectを 作成 す る よ うに してい る。

しか し作 業 用領 域 の項 で述 べ た よ うに,Objectの 出力 エ リアはRW領 域 で

あ るの でObjectを 直 接 実行 す る こ とは 出来 ない 。 その た めRX領 域(CPL

側)に あ るExecute命 令 で 実行 させ る よ うに してい る。

機 械語 のObjectを 出 力 す る こ とがむ ず か しい もの につ い て はlnterpreter

へ のJump命 令 とパ ラ メー一夕ig出 力 す る ことに した 。

これ らの関係 を 図示 す る と

一 一 「

一_」

CPL側 のEXEC命 令 の ア ドレス部 に よ って領域2の 機械 語 命 令 が指定 さ

れ,そ の命 令が さ もそ こに あ った よ うに(EXEC命 令の 所 に)実 行 され る。

この時 領域2の 機械 語 命 令 の ア ドレス 部 に よ って領 域1の"変 数 に対 して割 り

当 て られ た番 地"が 参 照 され る。 また 領域2の 機械 語 命 令 の ア ドレス部 が 関接
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指定 であ れば ア ドレス部 の示 す ア ドレス の 内容 が実効 ア ドレス とな る。

AはEXEC命 令 の ア ドレス部 で実 行 す べ き命 令 の入 ってい る ア ドレス を示

す 。

Bは,EXEC命 令 に よ って実 行 され る命 令部 であ る。

Cは,参 照 す べ きア ドレスを示 す 。

Dは,Cに 関 接 指定 の ない 場 合 の実効 ア ドレス で あ る。

Eは,Cが 関 接 ア ドレス指 定 の場 合 の 実効 ア ドレスで あ り,そ の 場合 は,C

がDを 指 し,DがEを 指 す こ とに な る。

⊥ObＬect⊥

→

'

EXEC命 令

EXEC命 令 のア ド

レス部 変更

→
次 の ステ ー トメン ト

のObjectを 実行す

るため の処 理

、

Interpreter
・

1

丁

「

∫

ス テ ー トメ ン トエ ン ド

ド ヨ
マ 　 　 　 へ 　

(Interpreterの 処 理 が 必 要 な と き)

ア ドレス部 の変 更 はCPLが リエ ン トラ ン トで あ るた め直 接EXEC命 令 の

ア ドレス部 へ 書 き込 む こ とが 出来 ない の でlndexの 内容 を変 更 して行 な う。
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通 常 は1加 え るだ け で あ る。

Z1.2コ ン パ イラ

会話 形の コ ンパ イ ラ と普 通 の 一括 処 理(batch)の コ ンパ イ ラ と比 較す る

と会話 形で は次 の点 が特 徴 とされ て い る。

r

2

3

4

5

コ ンパ イ ル,実 行 が 随時 交互 に 切 換 え られ る こ と

プ ログ ラム のエ ラー が即 時 に検 出で きる こ と

プ ログ ラム の修 正 お よび 編 集 が任 意 に行 え る こ と

任 意 のス テー トメ ン トを実行 させ る こ とが 自由 に で き る こ と

ソー ス'ス テー トメ ン トを タ イ プ ・イ ンす る と同 時 に実 行 す る直 接 文 が

使 用 で き る こ と

6.プ ログ ラムを 自動 的 に保 存 す る(SAVE)こ とが で き,い つ で も,呼

び 出 して使 用で き る こ と

(LOAD)

7.あ る プ ・グ ラムか ら他 の プ ログ ラム(保 存 され てい る プ ログ ラ ム
.であ っ

て も)を 呼 ぶ こ とが で き る こ と

これ らの 性質 を 考 慮 し,こ の コンパ イ ラでは 次 の よ うな処 理 方 針 を と った。

1・ ソー ス ・プPグ ラムの一 部 の修 正,変 更 が オ ブ ジ ェク ト・プ ログ ラム全

体 に及 ぼ さな い よ うな オブ ジ ェク ト ・プ ・グ ラムに す る。

2・ プ ・グ ラムが完 成 しない うち に入 力 され てい る プPグ ラ ムがい つ で も実

行 で きな けれ ば な らな い ので 逐次 翻訳 をす る。

3.オ ブ ジェク ト・プ ログ ラムの 実行 時 に お け る実行 時 間を短 か くす るた め に

は イ ンタ プ リタで処 理 してい ては駄 目で あ る。 か とい って,PL/1で は

言 語体 系 上,完 全 な機 械 語 の オ ブ ジ ェク トを 作成 す る こ とは 無理 であ る。

だ か ら,出 来 るだ け機 械 語 の オ ブ ジ ェク トを 出 す よ うに して ,実 行 速度

を上 げ るよ うに し て い る。

4・ ソー ス ・プ ログ ラ ムの リス トの要求 に応 じられ る よ うに ソー ス ・イ メー

ジもそ の ま ま保存 してお く

5.文 法 的 な エ ラー は 出 来 る限 り検 出 し,わ か りや す い適 切 な メ ッセー ジを
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出す 。

PL/1プPグ ラムの エラー には,記 述 の 誤 りの よ うな そ の ス テー トメ ン

ト自身 を翻 訳 中に検 出で きる もの と,ブ ロ ックが閉 じな い と(ENDス テ

ー トメン トが 出現 した 時)検 出で きな い もの と,実 行 中に しか検 出で きな

い もの とが あ る。

実 行 中 のエ ラー にっ い ては エ グゼ キ ュー ト ・ヌ ェィズ で解 説 す る。

必 要が あ れば

コン デ シ ョン お よび

ラ ベルの処 理

各CPLス テ ー ト

メ ン トの 処 理

ダ イ レ ク ト 　ス テ 　 トメ ン トは

こ 託 実 行 を し て し ま う。 〕一 ー ー 一 一 〔
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コ ン パ イ ル の 流 れ の 説 明

① コ ン パ イ ラが 呼 ば れ る と,CPLス テ ー トメ ン トを処 理 す る の に 必 要 な ポ

イ ン タ お よび カ ウ ン タ類 を セ ッ ト,お よ び リセ ッ トす る 。

② も し,す べ て の ブPッ ク が 閉 じ て い れ ば そ の プ ・グ ラ ム は 完 成 し た もの で

あ るか ら コ ンパ イ ル を 終 了 す る。

③ ス テ ー トメ ン トの 最 初 が%で あ れ ば,ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン トで あ

り%以 外 で あ れ ば イ ン ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン トで あ る。

④ も し ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン トで あ れ ば ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン トで

あ る こ とを 示 す ス イ ッチ を オ ン に す る 。

これ は,PL/1ス テ ー トメ ン トの グ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン トが コ ン パ

イ ル し た 後,た だ ち に 実 行 しな け れ ば な ら な い の で ,そ の 解 の 処 理 に 用 い る。

⑤ 必 要 が あ れ ば コ ン デ ィ シ ・ン お よ び ラベ ル の処 理 を す る。 必 要 が あ れ ば と

い う意 味 は,コ ン デ ィ シ ・ン 接 頭 語 お よび ラベ ル 接 頭 語 が 用 い られ て い れ ぽ

とい う こ とで あ る 。

ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン トに は ラベ ル 接 頭 語 を付 け て も 意 味 が な い
。 ま

た,ラ イ ン番 号 に つ い て も 同 様 で あ る 。

⑥ こ こで は 各CPLス テ ー トメ ン トの 処 理 を行 う。

CPLス テ ー トメ ン トに は イ ン ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン トと ダ イ レ ク ト

・ス テ ー トメ ン トが あ る
。

⑦ 一⑨PL/1ス テー トメ ン トで あ って,ダ イ レク ト・ス テ ー トメ ン トであ

れ ば 直 ち に実行 させ な けれ ばな らな い。

実行 させ るに は エ グゼ キ ュ一 夕を呼 んで 部分 実行 させれ ば よい。

こ こで・ 部 分 実行 とは1つ の ス テー トメ ン トか複 数 ス テー トメ ン トを 部分

的 に実 行 させ る こ とをい う。

⑩ 外 部手 続 きが 閉 じない と,処 理 す る こ とので きない ラベ ルの未 定 義 な どの

誤 りの検 出に 関 す る処理 また,実 行 す るた め に必 要 な処 理 等を 行 う。

また,ダ イ レ ク ト ・ス テー トメ ン トのPL/1ス テー トメ ン トを 実行 した

場 合 は その オ ブ ジ ェク ト ・プ ログ ラムは実行 後 不 要 な ので オ ブ ジ ェク ト ・プ

Pグ ラムの 中か ら と りさ って しま う
。
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この作 業 は ポイ ンタを下 げ るだ け で 良い と思わ れ る。

各種 テ ー ブ ル類 に登 録 された 情報 は そ の ま まに して お く もの とす る。

Z1.5エ グ ゼ キ ュ一 夕

こ こ で は,コ ン パ イ ラに よ って 作 成 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ・ グ ラ ム を 実 行

す る 。

1つ の ソ ー ス ・ス テ ー トメ ン トは イ ン デ ッ ク ス,オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ロ グ ラ ム

お よび ソー ス ・プ ログ ラ ム に 分 解 さ れ て い る の で こ の イ ンデ ッ ク スを た ぐ りな

が ら オ ブ ジ ェク ト ・プ ロ グ ラ ム をExecute命 令 に よ って 実 行 さ せ る 。

オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ログ ラ ム に は 完 全 な 機 械 語 に な っ て い る も の と,イ ン タ プ

リタ で 実 行 を す る 通 訳 語 か ら 成 って い る もの とが あ る。

機 械 語 は そ の ま まExeCute命 令 で 実 行 で き る が 通 訳 語 は そ の ま ま 実 行 で き

な い の で イ ン タ ー プ リー トす る こ とに よ り実 行 させ る 。

通 訳 語 は 次 の 形 式 を と る。

Jイ ン タ プ リタ処 理 系 番 号

パ ラ メー タ1

パ ラ メー タ2

パ ラ メ ー タn

こ こで

イ ン タ プ リタ処 理 系 番 号 とは,エ グ ゼ キ ュー ト'フ ェイ ス で

イ ン タ プ リー トす る こ とに よ り,処 理 し な け れ ば な らな い 処 理 系 の 通 し

番 号 で,こ の 番 号 に よ り,し か るべ き 処 理 系 に 制 御 を 渡 して や るた め の

もの で あ る。

パ ラ メ ー タに は ア ドレ ス か また は,そ れ 以 外 の 情 報 が 記 憶 され る 。

ア ドレ ス に はIDtableの そ の 情 報 の 入 って い る場 所,Constantの

情 報 の 入 っ て い る場 所,お よ びWorkingstorageの 情
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報 の入 って い る場 所 を 示 す も の 等 が あ る。

ア ド レ ス以 外 の 情 報 とは 例 え ば,パ ラ メ ー タ の 個 数,属 性

等 で あ る 。

C-PLの ス テ ー トメ ン トの 中 には 完 全 に機 械 語 に な って し ま う も の,す べ て

が 通 訳 語 の 形 を と る も の,ま た は 両 方 ミ ックス し た 形 に な る も の の3通 りが あ

る が,い つ れ に せ よ,各 ス テ ー トメ ン トの オ ブ ジ ェク ト ・プ ロ グ ラ ム の 最 後 に

は,特 定 の 命 令 が 出 力 さ れ,・ エ グ ゼ キ ュ 一 夕 に 戻 る様 に な っ て い る 。

通 訳 語 の 形 を と る ス テ ー トメ ン トは,'

属 性 が 混 合 した 場 合 の 代 入 ス テ ー トメ ン トとGET,PUT,READ,W-

RITEな ど の 入 出 力 ス テ ー トメ ン トで あ る。

エ グゼ キ ュ 一 夕の 流 れ

各 ステートメン ト の

インデックス の 処 理

コンディション 含 む

Exeaile命

令 に よ り実 一

次の命令実
の為の処理

(アトレス修飾)

⑥ 特定な命令
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エ グゼ キ ュ一 夕の 流 れ の説 明

① 各 種 初期 手続 きを行 う。

② 次 に実 行 す る ス テー トメン トを イ ンデ ックスに よ りた ぐる 。 また この とき

コンデ ィシ ョン接 頭語 が指 定 され て い れば,そ れ に関 す る処 理 を行 う。

次 に実 行 す べ き ス テー トメ ン トがPROCEDUREス テー トメ ン トで あ る

ときは,そ のPROCEDUREブ ロ ックリ次 の ステ ー トメ ン トを実 行 す る。

③ オ ブ ジ ェク ト ・プPグ ラムをExecute命 令llCよ り.実行 す る。

こ こでExecut・e命 令 とはHardwareで 持 ってい る命 令 で ア ドレス部

で示 す 命 令 が あ た か もExecute命 令 の ところ にあ った と同 じ よ うに実行 す

る こ とが で き る命 令 であ る。

④ 一⑤ も し機械 語 で あれ ば,そ の命 令 を 実行 した後 次 の命 令 の実行 に 関す る

ア ドレス修飾 な どの処 理後,③ へ行 き,く り返 す。

⑥ 一⑦ も し通訳 語 で あれ ば,そ の通訳 語 の イ ン タ プ リタ処理 系番 号 に よ り,

そ れ ぞ れ の イ ン タ プ リタ に制 御 を 渡 し,イ ン タ プ リー トした後⑤ へ 行 く。

⑧ 一⑨ オ ブ ジ ェク ト ・プ ・グ ラ ムの最 后 に特 定 な命 令 があ り,そ れを 実行 し

た場 合 ⑧ へ くる。

も し指 定 され た ス テー トメ ン トを すべ て実 行 して い れぱ後 処 理 を して 実行

を 終 了 す る。

また指 定 され た ス テー トメ ン トで未 実 行 の ス テー トメ ン トがあ れば② へ行

き,く り返 す 。

エ グゼ キ ュー タは,ダ イ レク ト ・ス テー トメ ン トでPL/1ス テー トメ ン ト

を指定 した場 合 と%RUNで 実行 を指 定 した 場 合 に 呼 ば れ る。 .

前 者 は そ の ス テー トメン トの み実行 すれ ば コ ンパ イ ラに制御 が渡 され る。

後 者 は実 行 指 定 され た すべ ての ス テー トメ ン トが 実行 された後,前 の状 態 に

戻 る。

エ グ ゼキ ュ一 夕設 計上,次 の よ うな 問題 点 が あ る。

(1)pROCEDUREブ 戸 ックを呼 ぶ ときはPROCEDUREブPッ ク か ら戻

って きた と きに実 行 す るオ ブ ジ ェク ト ・プ ・グ ラムに 関 す る情 報 をStackし

てお く必要 が あ る。
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CALLス テ ー トメ ン トで サ ブ ル ー チ ン呼 び 出 し の 場 合 は 次 の ス テー トメ

ン トだ が 式 中 か ら関 数 呼 び 出 し の 場 合 は,今 実 行 中 の イ ン デ ッ ク ス と そ の 相

対 ア ドレス が 必 要 とな る 。

す な わ ち,い ず れ も イ ン デ ッ ク ス とオ ブ ジ ェ ク ト ・プ 』グ ラ ムの 次 に 実 行

す べ き命 令 の 相 対 ア ドレ ス をStackす れ ぽ よい 。

但 し,サ ー ブ ル ー チ ン呼 び 出 し の とき は 相 対 ア ドレス はzeroと な る。

② 各 種 割 込 み 処 理

CPLで 制 御 す る 割 込 み とそ の他 の 割 込 み に 分 け る こ と が で き る
。

CPLで 制 御 す る 割 込 み と はCHECK ,SIZE',CONVERSION,

SUBSCRIPTRANGE,FIXEDOVERFLOW
,UNDERFLOW,

OVERFLOWお よ びZERODIVIDE'で あ る
。

そ の 他 の 割 込 み と は こ の8つ 以 外 の も の で,Hardwareで 発 生 す る メ モ リ

ー の パ リテ ィエ ラー 等 と各 種 ス イ
ッチ等 ユ ーザ が 発 生 さ せ た もの と が あ る 。

割 込 み 処 理 の 流 れ を 次 に 示 す 。
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割 込 み 処 理

割込んだとト
うに制御を

たす。

!
割 込 み に は ソ フ ト ・ウ ェ ア で 検 出 で き

る もの と ハ ー ド ・ ウ ェ ア で 検 出 で き る

もの と が あ る。

ONス テー トメン ト

で ユ ー ザ が 指 定

し た 処 理

⑥(万 。百で 制 御 が

戻 ら な い 。'⑦

ユ ー ザ の 指 定

し た ステー トメン

トを 実 行 す る

説 明

① こ こでは 割込 み をお こす か ど うかを し らべ る。

SIZE,SUBSCRIPTRANGEお よびCHECKに っ い ては ユー ザが

割 込 み を指 定 しな け れば割 込 まな い 。 ま たそ の他 の コン デ ィシ ・ン も前 にNo

を付 けた コン デ ィシ ・ン接 頭 語 を指 定 す れ ば割込 み が起 って も,何 の処 理 も

行 なわ ない 。

② 一③ ユーザ が割 込 み の処 理 を 指定 してい なけ れば,標 準 の処 理 を行 う。

た とえば,OVERFL6wで あ れ ば最大 の値 を 代入 して続行 す る。 この と

き,こ の主 旨を示 す メ ッセ ー ジは 出力 す る。

④ 割 込 ん だ ところ に制御 を 戻 す 。

す なわ ち,割 込 み の原 因 に な った命 令 は 割込 み終 了後 実 行 され ない で,そ

の次 の命令 か ら実行 さ れ る。
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⑤ 一⑦ONス テ ー トメン トで ユー ザが 割込 み処 理 を指 定 してい れば そ れ を実

行 す る。

も し,GoToス テ ー トメン トで 制御 が戻 らない場 合 は 割込 ん だ ス テr

トメン トの実 行 は 中断 され っぱな しに な るので そ の ス テ ー トメン トの実 行結

果 は信 頼す る こ とが で きな い 。

制御 が戻 る場 合 は④ へ 行 く。

割 込 み で注 意 し なけ れ ば な らない のは,ユ ーザ の プ ログ ラム で割込 んだ もの

と,処 理 系 で 割込 ん だ もの と区別 しなけ れば な らない こ とで あ る
。

処 理系 で 割込 ん だ もの は無 視 して や らなけ れ ば な らない 。

C3)GoToス テ ー トメン トで未 定 義 ラベ ルの実 行 処 理

CPLで は プ ロ グ ラムが完 成 してい な くて も,ま た,プ ロ グ ラム中に ま だ

エ ラーが あ って も プ ロ グ ラ ムを実 行 させ る こ とがで き る
。

だ か らGoToス テ ー トメン トの ラベ ノレが 未定 義 の まま実行 され て し ま

う場 合 が あ る 。

そ こで,ラ ベル の定 義 す べ き と ころに特 定 な相 対 ア ドレス か または 番号 を

入 れ て,未 定義 ラベ ルを 実 行 した ときの処 理 をす る処 理系 に 制御 を渡 す よ う

にす る。

(4)続 行 不可 能 な状 態 の 処理

演算 の続行不可能 な場 合は適 当な ・・セ⇒ を 出 し,一 ザの入力を待

つ。例 えば 次 の よ うな場 合 が あ る。

○ 次 に実 行 す べ き ス テ ≡ トメン トが ま だ入 力 され て い ない
。

○ 不適 当 な ア=ギ ュメン トとパ ラメー タの受渡 し

アー ギ ュメン トとパ ラ メ胃 タの個 数お よび属 性 な どが 正 し く対 応 して
い

るかを チ ェ ック し,も し誤 りが あれ ば メ ッセ ー ジを 出す
。

○ 関 数呼 び ζみ で 関 数 値 が設 定 され なか った
。

式 中 よ り関 数手 続 き を呼 び ζみ,そ の関 数 の関 数 値 が与 え られ なか った

と き メ ッセ=ジ を 出す 。

○ ポ イン タ修 飾 した ポ イ ン タ変 数 の値 がNullで あ った。

ス カ ラポ イン タ変 数 一 〉基底 付 き変 数 で ス カ ラポ イ ン タ変 数 に ポ イシ タ
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値が 与 え られ てい ない場 合

○ デー タ ・リス トとそ れ と対 応 す る書式 リス トが適 当 で ない 。

書式 リス トとそれ と対 応す るデ ー タが適 当 で ない 。

デー タ ・リス トとそ れ と対 応 す るデ ー タが適 当 で ない 。

等,入 出力 に 関 す る誤 り。

7.2プ ロ グ ラ ム フ ァ イ ル の 形 式

こ の コ ン パ イ ラで は ス テ ー トメ ン ト単 位 に 挿 入(Insert),削 除(Delete)

お よ び 置 換 え(Replace)が 出 来 る機 能 を も っ て い る の で,ス テ ー トメ ン ト単

位 にChainedSequenciallこfileし て い る 。

各 ス テ ー トメ ン トに はChainの 情 報 とそ の ス テ ー トメ ン トに 関 す る 情 報

とを も って い る 。

前 者 をINDEX(指 標)と 呼 ぶ こ とに す るp

後 者 はSourceProgramとObjectProgramか ら 成 って い る 。

INDEXは 次 に 示 す5つ の 情 報 か ら 成 っ て い る 。

1,次 の ス テ ー トメ ン トのINDEXの 場 所

2.前 の.ス テ ー トメ ン トのINDEXの 場 所

3.こ の ス テ ー トメ ン トの ソ ー ス プ ロ グ ラ ム の 場 所

4.ス テ ー トメ ン ト シ ー ケ ン ス 番 号(各 ス テ ー トメン ト毎 に付 い て い る

番 号)

'5 .コ ン デ ィシ ョン に 関 す る 情報

1,2はPL/1ス テ ー トメ ン トの オ ブ ジZト がCh・i・ ・dS・q…ci・1

に な っ て い る為 に 次 の ス テ ー トメ ン トの オ ブ ジ ェク トの 場 所,お よび 前 の ス テ

ー トメ ン トの オ ブ ジ ェク トの 場 所 を 示 す た め の もの で あ る 。

1は エ グ ゼ キ ュ一一 ト ・フ ェイ ズ で ス テ ー トメ ン トを 実 行 す る と き に 必 要 で あ

る。

1お よび2は 修 正 な ど編 集 を す る ときに必 要 であ る 。

3は,こ の ス テ ー トメン トの ソー ス プロ グ ラムの入 ってい る場 所 を示 す ため

に必要 であ る。
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オ ブ ジ ェク ト'プ ロ グ ラ ムはINDEXの 直 後 か ら入 り,そ の 場 所 は 固 定 し て

い る の で 場 所 に 関 す る 情 報 は 必 要 な い 。

4は,ユ ー ザが 各 ス テ ー トメ ン ト毎 に タ イ プ イ ン す る番 号 で0～999.99

ま で 使 用 す る こ とが 出 来 る 。

5は,コ ン デ ィシ ・ン接 頭 語 を 処 理 す る た め の 情 報 で あ る。

これ らを 図 示 す る と次 の よ うに成 る 。

1つ の ス テ ー トメ ン トの ソー ス'

最 初のINDEXの 場 所 プ ロ グ ラ ム お よび オ ブ ジ
ェク ト ・プ

1

2

3

4

b

●'

オ フ シ ェク ト

プ ログ ラ ム

ソー ス

・

プ ログ ラ ム

＼

/

ノ

1

,'

'/

//

〆/

1

2

3
4

5

オ ブ ジ ェク ト

⑳

プ ログ ラム

ソ ース

プ ロ グ ラム

コンパイラの出力形式

ロ グ ラムの量 は可 変 であ る。

1つ の領域 にオ ブジ ェク ト ・プ ロ

グ ラム と ソース ・プ ロ グ ラムが混 っ

て入 って良い な らば 語単 位 に 出 力す

る こ とが で き るが,オ ブジェク ト ・プ

ログ ラムは機械 語 になo'て い る部 分

が 多い ため に全 部 ま とま ってい る必
領域

要 が あ る。

したが って一 般 に記 憶 す る情 報 の

少 い方 を他方 が全 部 出 力 さ れ る まで

たあてお き,他 方 の 出 力 がす べ て終 っ

た時 に,た め てお い た情 報 を 出 力 す

る。

PL/1で は ソース ・プ ログ ラ ム

よ りそ のオ ブジ ェク ト・プ ロ グラ ム

の方 が しめ る語 数 が 大 であるから,ソ

ー ス ・プ ロ グ ラ ムを た め て お い て オ ブ ジ
ェク ト ・プ ・ グ ラ ムが 全 て 出 力 さ れ た

後,ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム を そ の 後 に 出 力 す る。

た だ し,こ れ は 各 ス テ ー トメ ン ト単 位 で あ る 。

また,配 列式 や 構 造体 式 な どの よ うに1つ の式 がい くつか の ス テ ー トメ ン ト

に分 解 され る よ うなものは,そ れ ぞ れ の処 理 系 で説 明す る もの とす る
。
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7.5モ ジ ュー ル構 造

この処 理系 は モ ジ ュール構 造を 成 して い る。

こ こで モ ジ ュー ル構造 を 次 の よ うに定義 してお こ う。

モ ジ ュー ル構 造 とは,処 理 系 に対 して あ る種 の 変 更 が あ っても全 体 に影響 を

お よぼ さ ない よ うに くふ うされ,一 部 を変 更 す れ ば よい よ うに な ってい る サ ブ

・プ ログラ ムを 云 う。

この種 の処 理 系(シ ス テ ム ・プ ・グ ラム)を 製 作 す る と応 々に して初 期 の 設

計 思想 か ら,い ろい ろ と変 更 しな けれ ば な らない こ とが しば しば生 じる。

また,完 成 してか らで も機能 の追 加,削 除 等 と変 更 しなけ れ ば な らない 場合

が あ る。

この よ うな と きに 処 理系 全 体 に影響 を お よぼ し,全 べ てを コー デ ィン グしな

おす の で は手 間が か か って大 変 で あ る。 従 って,こ の よ うな ときに最 小限 に と

どめ る よ うに考 え てお く必 要 が あ る。

た とえ ばNametableの 情報 の記 憶 形式 を 変 更 す る よ うな こ とが生 じて も

Nametableに 情 報 を登 録 す るル ー チンや 参 照 す る ルー チ ン等 を ま とめ てお

けば,そ のモ ジ ュー ルだ けを 変 更す れば 良 い 。

これ は大 規 模 な処 理 系 を作 成 す る と きに 大切 な こ とで あ る。

Z4リ ェ ン^トラン ト ・プ ログラ ム

リエ ン トラン トな プ ・グ ラム とは,2つ 以 上 の プ ・グ ラムか ら同時 に利 用 す

る こ とが 可能 な プロ グ ラムを 云 う。

た とえば,同 時 に 複数 個 の プ ロ グ ラムか ら呼 ば れ た ときに,そ の数 だ け の プ

ロ グ ラムを ロ≡ デ ィン グす るの は時 間 的 に も メモ リーの 関係 か ら も無 駄 が 多 く

あ ま り好 ま し くない 。 これを 避 け る ため に リエ ン トラン トな プ ロ グ ラムにす る

わ けで あ るが,リ エ ン トラン トな プ ログ ラム とは,そ の プ ログ ラ ム自身 を書 き

換 えて は い け ない 。

す な わ ち,RX(読 み,実 行)で なけ れば な らな い 。 だ か ら,リ エ ン トラ ン

トの プ ログ ラムを呼 ん だ プ・ グ ラ ム側 の プ ロ グ ラム領 域 に作 業領 域 を と らなけ

れ ば な らない 。 ζの よ うな リエ ン トラン トの プ ロ グラ ムは使 用 頻 度 が高 い プ ロ
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グ ラムに対 して特 に 有効 で あ る。

この様 子 を 図示 す る と次 の様 に な る。

JobA

CALL、SUB

CALL`SUB

JobAの

SUB用 の

領 域

こ こ でSUBは リエ ン ト ラ ン ト ・ プ ロ グ ラ ム

JobBの

SUB用 の

領 域

プ ログ ラ ムAとBか らSUBを 呼 んでい る ことを示 してい る。

プ ・グ ラムAもBも 共 に 自身 の領域 にSUBの 為 の作業 領域 を 確 保 してい る。

Z5編 集

CPLシ ス テ ム で は ス テ ー トメ ン トご と の 挿 入,削 除 お よび 置 換 え が で き る6

編 集 は ラ イ ン番 号 に よ り行 わ れ る 。

も し,以 前 に タ イ プ ィ ン し た も の と同 じ ラ ィ シ番 号 を 後 か ら タ イ プ ィ ン す れ

ば,前 の ステー トメ、ン トの か わ りに 後 の ス テ ー トメ ン ドが 置 換 え('Repiace)

ら れ る 。

ま た,以 前 に タ イ プ ィン し た ラ イ ン 番 号 で な い も の を 指 定 す れ ば 挿 入

(lnsert)さ れ る 。

ま た,以 前 に タ イ プ イ ン し た ス テ ー トメ ン トを 削 除 し た け れ ば

%ERASE(lineno.〔THRUlineno.〕);

で 削 除 し て も よい し,1ス テ ー トメ ン トな らn・ullス テ ー トメ ン トで 置 換 え て

し ま って も よい で あ ろ う。

例 挿 入lnsert

lGETLIST(X,Y);
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2Z-X+Y;

1.1PUTLIST(X,Y);

結 果 ↓1・ ・e・t

lGETL、ST(X,Y)1

1.1PUTLIST(X,Y);

2Z-X+Y;

こ れ は,ラ イ ン 番 号1と2の 間 に ラ イ ン番 号1.1のPUTス テ ー トメ ン ト

を 挿 入 し た 様 子 を 示 し て い る 。

削 除Delete

1・GETLIST(X・Y)・

2t・UTLIST(X,Y);

3.Z-X+Y;

%ERASE(2);

結果 ↓D・i・t・

1.GETLIST(X,Y);
■

3.Z-X十Y;

こ れ は,ラ イ ン 番 号2のPUTス テ ー ト メ ン .ト を 削 除 し た 様 子 を 示 し て い

る 。

置 換 え ・Replace

1.G]i】TLIS[1](X,Y);

2.Z-A十B;

3・
,PUTLIST(Z);

2Z-X+Y;

結 果 ・ ↓R・place

lGETLIST(X,Y);

2
.Z=X+Y;

3PUTLIST(Z);

こ れ は,ラ イ ン番 号2の 代 入 文Z-A+BをZ-X+Yに 置 換 え た 様 子 を

Ptし て い る 。
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オ ブジ ェク ト ・プ ロ グ ラ ム をChainedSequencia1に し た訳 は 挿 入,削

除 お よび 置 換 え を 簡 単 に す る た め で あ る 。

以 下,そ れ ぞ れ の 様 子 を 図 示 す る 。

各 ス テ ー トメ ン トの オ ブ ジ ェク ト ・プ ロ グ ラ ム のINDEXに は 前 後 の ス テ

ー トメ ン トの オ ブ ジ ェク ト ・プ ログ ラム が ど こ に あ る か の 情 報(Address

key)を 持 って い る 。

こ のINDEXに よ りス テ ー トメ ン トが 順 に 連 続 し て結 ば れ てい る こ と に な

る 。

こ の 特 徴 は 連 続 し た 一 連 の 領 域 を 必 要 とせ ず,ま た ス テ ー トメ ン トの 挿 入,

削 除 お よ び置 換 え の と き も そ の 前 の ス テ ー トメン トのINDEXの 内 容 を 変 更

す る だ け で,他 の 位 置 に オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ・ グ ラ ム を 移 動 す る必 要 が な い 。

ス テ ー トメ ン トの 削除,挿 入 は 次 ペ ー ジ の 如 く行 う。

ス テ ー トメ ン トの 置 換 え の 場 合 は 削 除 し た後 挿 入 す れ ば よい の で 説 明 を 省 略

す る 。

記 号 の 説 明

ST.: .ス テ ー5メ ン トの 順 番 を 示 す 。

tt-1、:そ の ス テ.,・一 ト.メン トのINDEX 、を 示 ず 。 ・

.Ox・.:,〃iObject'を 示 す ・

'M:

.'〃 ・ ・-MachineLanguageを 示 す

・S
.:'〃SourceStatement〃

一・x:次 に 続 くス テ ー トメ ン トのINDEXの ア ドレ ス を 示 す

○::前 の.
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8.使 用 機 器 構 成 と 記 憶 装 置 の 割 り 当 て

使 用 機 器構 成'

図1に 示 す ・

記 憶 装 置 の 割 り当 て

主 記 憶装 置

MONITOR-V80K語

CPL20K語

外 部 記 憶装 置

デ ィス ク パ ックMONITOR-V専 用

デ ィス ク パ ックCPLプ ロセ ッサ(基 本 関 数,SAVEに よる

プ ログ ラムの保 存)

デ ィス ク パ ック 使 用者 フ ァイル用 、

磁 気 テ ー プ 使 用 者 フ ァ イ ル用

磁 気 ドラ ム ・CPLプ ロ セ ッサ お よび 使 用 者 シ ァ イ ル 用



.、

図1FACOM230-60機 器 構 成

操 作

F2640

中央処理装置
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`チ
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セ レクチ'ヤネ ル
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ア ーフ
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ざ
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R
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怒物6 ⑳

80(レ/556RPI

7ト ラ ック
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制御装置
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…
×

…
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9.コ マ ン ド の 種i類 と 機 能

9.1マ ク ロコマ ン ド

CPLに よる作 業 を 開始 ま たは 終 了す るた め には 端末装 置 を コマン ド待 ち状

態(端 末 タ イ プ ライ タ に"¥"を 印字 す る こ とに よって解 る)に して,ジ ョブ

の 開始,終 了を 宣 言 す る マク ロ コマン ドを呼 び 出さ な ければ な らない 。

マク ・コ マン ドは ジ ョブ制御 定 義文,直 接作 用文 等 で作 成 さ れ,マ ク ・ コマ

ン ドライ ブラ リに登 録 され てお り,そ れ を 呼 び出す には コ マン ド待 ち状 態 で マ

ク ・コマン ドに付 け られ た名 前 を 打鍵す れ ば よい。

マク ロ コマン ドは マ ク ロ コマ ン ド会 話 形 トラン ス レー タ(MCCT)に よ っ

て イン タ プ リテ ィブに実 行 され,計 算 機 利用 者 の資 格 検査 や ジ ョブ及 び ジ ョ ブ

ス テ ップに必 要 な 情報 を計 算 機 利用 者 との会 話 に よ って作 成 す る。 それ ゆ え,

計算 機 利用 者 はMCCTの 要 求 に答 えな け れば な ら ない。

CPLに は 次 の二 つ の マ ク ロコマ ン ドが あ るの で それ らに つい て 説 明す る。

①CPL△ 〔利 用者 名,登 録番 号,ジ ・ブ名 〕 〔,端 末 番 号 〕 〔,FILE-

・〕@

②BYE△ 〔AccbUNT〕@

利用 者 名: .利用 者 の名 前で,英 字 で始 ま る26文 字 以 内 の文 字 列。

登 録番 号:利 用 者 が 登 録 した番号 で,4文 字 か らな る文字 列。

ジョブ 名:ジ ョブの 名 前 で,12文 字以 内の文字 列。

MONITOR-Vの 関 係上 同 時 に 同 じ番 号 を もつ ジ ョブが

あ っては な らないの で,ジ ・ブ番号 は,端 末 名+利 用者 の整

理番 号 とい うよ うな形 式 が望 ま しい。

n:端 末 タイ プ ライ タ以 外 に入 出 力 フ ァイル を扱 う場 合 ,そ の

フ ァイル の個 数 を10進 整 数 で指 定 す る。

端 末 番 号:各 端 末 に つけ られ た固有 の番 号

ACCOUNT:計 算 機 の使 用時 間 を プ リン トす る。
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① が打 鍵 され た=場合 マク ・コ マン ドとの応 答は 次 の よ うにな る。(下 線 の部

分はTSSモ ニ タ また はMCCTの 出力 であ る)

9CPL△ 〔利 用 著 名,登 録 番 号,ジ ョブ番号 〕 〔,端 末 名 〕 〔,FILE-

・ 〕 ⑱ ,

n:1∵:㍍ ∴ ∵∴三@]鷲 竺 号が省略

UNREG・STEREDNAME「 利 用 君 名 と登 録 番 号 が一 致

呈 ..巨 な か ・た場合 ・エ ノ

:

・ δUR・6・NAM・==× × ×…・・・…@]ジ ・ブaseig省 略 ・ た ・ き ・

FDSTATEMENT1=¥FD× × ×⑳FILE=nの 指 定 が あ っ た

'・ と き のFD文 の 作 成 。

・
.FD文 中 の フ ・ イ ル 定 義 名

・
.はENVIRONMENT属 性

・ の オ プ シ ョン リス ト中の

.
,'FDNAME=7・iル 定 義

FDSTATEMENT
.n-¥FD× ×××@一 名q・ ・イ ・レ定 義 名 と一 致

＼

ば けぱ 妨 ない・

JOB× × × ・… ×・OPENEDATyyyy.mm.ddhh.-mm.ss

…'"}

i

ソー ス プ ロ グ ラ ム イ ン プ ッ ト可 能 状 態

(プ ロ セ ッサ と の 会 話)

・

,「.馳

.

・'

L

・

:
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② が打鍵 され た と き

茎BYE△ 〔ACCOUNT〕(㊥

〔CPUUSEDmm.ss〕

e

AccbUNTが 指 定 さ れ た と き。

CPLコ マ ン ドとBYEコ マ ン ド迄 の 遷 移 は,

＼

CPLコ マ ン ド と の 会 話

＼∨

CPLプ ロセ ッサ本 体 との 会話
ご

'

JOB× × ×… ×FINISHED

BYE 、

←STOPス テー トメン

トが 実 行 さ れ る と'"

プ リン ト さ れ る 、δ

、

し

9.2シ ス テ ム 制 御 コ マ ン ド'1

シ ス テ ム 制御 コ マン ドとはMONIToR-v`に 直 接 作 用 す る もの で あ る
。 シ

ス テ ム 制 御 コ マ ン ド と4 .1で 述 べ 光cP・Lに 対 す る コ マ ン ドと の 関 係 を 図 で 示

す と 次 の よ うに な る で あ ろ う6ttt∴ ・

《

.
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ワ
MONITOR-V

①

＼

＼
＼

＼
＼
、

CPL

②疫

端 末 装 置

①:シ ス テ ム制御 コマン ド

②:シ ス テ ム制御 コマン ドに対 す る返

答

③:CPLに 対す るコ マン ド

④:CPLか らの返 答 あ るい は問 合 せ

図か ら も解 る よ うに シ ス テ ム制 御 コマ ン ドとは あ る意 味 ではCPLと 関係 の

ない もの と言 え る。 そ れはCPLを 経 由 しな い で 直接MONITOR-Vと 交 信

す る訳 け で あ るが,CPLの 使 用 者 で あ って'もそ れを 使 用 す る こ とが 出来 る し,

使 用者 に とって も有効 な機 能を も ってい る。な お こ こでい うシス テ ム とは

MONITOR-Vを 指 す。 シス テ ム制御 コ マン ドに つい て補 足す れ ば,そ れ は

コ マン ド待 ち状 態(茎 が 印字 され た状 態)で 実行 され ・ シ ス テ ムの状 態を 変 更

した り表示 した りす る もの で あ る;な お シス テ ム制御 コ マン ドと呼 ば れ る もの

には 次 の よ うな ものが あ る。(詳 細 はFACOM230-60TSSコ マ ン ド外 部

仕 様 書参 照)

①COMMENT△ 文 字 列@(省 略 形C△ 文 字 列@)

文 字 列を タ イ プ ラ イタ に印字 す るだ けで,他 に何 ら影響 を 与 えない 。

②DISPLAY△T⑱(省 略形D△T@)

打鍵 した時 の計 算 機 内部 の 日付 け と時 刻 を 次 の よ うな形 式 で印 刷す る。

yyyy.mm.ddhh.mm.ss

年 月 日 時 分 秒.

③KILL@

現 在実 行 中 の デ マ ン ドジ 。ブス チ ップ とマク ロ コマン ドを 強制 的 に終 了 さ

せ る。その 後,こ のシステム制 御 コ マン ドを発 した端 末 に対 す る シス テ ムの状

態 は コマ ン ド待 ち状 態 とな る。 この ま ま ジ ョブを 終 了 す るには ジ ・プ終結 コ
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マ ン ド(CPLの 場 合 は"BYE")を 打鍵 す る。

④OFF⑱

この端 末 に対 す るシス テ ムの状 態を オ フ ライン 状 態に す る。 オ フ ライ ンの

状 態 とは そ の端末 がMONITOR-Vと 切 り離 され る ことで,利 用 者が 再 び

そ の端 末 を 使 用 す る ときは呼 び出 しボ タンを 押 してMONITOR-Vと 接 続

し てか ら でな けれ ばな らない 。

⑤REQUEST⑱(省 略形RQ⑳)

実 行 中の デ マン ドジ ・ブス チ ップに割 り込 む ため の コ マン ドで あ る。

この シ ス テ ム制御 コマン ドは,こ の 端末 に対 す るシス テ ムの 状 態 が プ ロブ

レ ム プ ロ グ ラム実 行 中で あ る ときに のみ使 用 出来 る。

CPLの 場合,こ のREQUESTが 打 鍵 さ れ る と実 行 中のス テー トメン ト

の処 理 は 中断 され ス テー トメン ト(ダ イレ ク トス テー トメン トも含 む)の イ

ン プ ッ ト可能 状 態 とな る。

⑥ △ ⑱

割込 み 釦 を 間違 って押 した場 合 に,直 前 の状 態 に戻す ため の コマ ン ドで あ

る。

以 上① ～⑥ は 特 にCPLと 関係 のあ る コマン ドで あ り,そ の 他 に も使 用 出来

る コマン ドが あ るが そ れ らは 前述 の よ うにMONITOR-VTSSコ マン ド外

部仕 様 書を 参 照 され たい 。

また,コ マ ン ドの打 鍵 法 やCPLの 使 用 法等 は 上 記外 部 仕様 書 及 びCPLの

使用 法(第5章)を 参 照 され たい 。
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10.PL/1サ ブ セ ッ ト

10.1サ ブセ ッ トの 基本 目標

す で に発 表 され て い るPL/1サ ブ セ ッ トには,例 え ば,ECMAサ ブセ ット,

IBMの サ ブ セ ッ ト,電 子協 のMINIMUMサ ブ セ ッ ト な どが あ る。

本来,PL/1言 語 の大 きな 特長 は次 の4点 にあ るといわ れ る。

(1}技 術 用,事 務 用 を 問わ ぬ 汎 用 言語 で あ る。

② ビ ッ トや キ ャラ クタ の ハ ン ドリ ング が 自由 にで き,機 械 向 き言 語 と同 じ

様 な 能 力 を持 つ 。

⑧ マル チタ ス クの コ ン トロー ル機 能 が あ る。

(4)プ リコ ンパ イ ル(precompile)で ソ ー スス テ ー トメ ン トを一 部 アレ ン

ジす る事 が で き る。

上記 の い くつか の サ ブ セ ッ トは,い つ れ もPL/1本 来 の言 語 の特 長 を な る

べ く生 かす よ う工 夫 してい る よ うだ が,(3)(4)の 機能 は,大 て い の サ ブ セ ッ トで

は除 い て い る。 また少 し方 向を か えた もの と しては(2)の 機 械 向 き 言 語 的 な 機

能 を 強調 し,特 に ンステ ム プ ログ ラム記 述 用 の サ ブ セ ッ トを作 る試 み も各 所 で

行 わ れ て い る。

当 セ ンタ ーでは す でにFORTRAN,COBOLの 両会 話 形 プ ロ セ ッサが 使 用

可能 で あ るが,こ のCPLで は この両者 の機 能 を統 一 した もの と してのPL/1

機 能 と,一 方 システ ムプ ロ グ ラム作 製 の機 会 が か な り多 い ので,そ の 目的 のた

め に もこれ を利 用 し よ うと考 え て い る。

た だ 残念 な こ とに会 話 形 プ ロ セ ッサ として は,少 し機 能 を欲 張 り過 ぎてい る

とい う批 判 もた しか に あ る。

このあ た りは実 用 試 験 の結 果,徐 々 に改 め て ゆ きた い と思 って い る。

会 話形 プ ロセ ッサは,実 際 には オペ レー テ イ ング ンス テ ムの影 響 を モ ロに受

け る。 この ンス テム は 既 製 のTSSモ ーニタ の下 で働 かせ るた め,(3)の 機 能,

す なわ ち 言語 本来 の マル チ タ ス ク処 理 は 不 可能 で あ る。 また④ の プ リコ ンパ イ

ラ に代 る もの と して ダ イ レク トステ ー トメ ン トを 許 した。

●
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PL/1の 言 語 仕 様 か ら除 い た,ま た は 制 限 した 機 能 は 次 の よ うな も の で あ

る。

1.多 重 タ ス ク

2.コ ン パ イ ル 時 の機 能 の 代 り に ダ イ レ ク トス テ ー トメ ン ト(direct

statement)を 許 し,コ ンパ イ ル 時 に 実 行 さ せ る。

3.構 造 体 の 配 列

4.配 列 の 断 面

5.添 字 つ き の 修 飾 さ れ た 名 前

6.虚 数 定 数

7.属 性 と して は デ ー タ 属 性,次 元 属 性,ENTRY属 性,ス ト レ ジ ク ラ ス 属

性,フ ァイ ル 属 性,リ ス ト処 理 属 性 の み 許 す

8.BEGINブ ロ ック

9.再 帰 的 手 続 、

10.ABNORMAL性 とIRREDUCIBLE性

ILポ イ ンタ な しのCONTROLLED変 数

CPLの 言 語 仕 様 は 別 冊rCPLの 言 語 仕 様 」を 参 照 さ れ たL)。 な お

次 第 酪 ス テ ー トメ ン トの 二 覧 表 を の せ る ・

■



10.2 ステ ー トメ ン トの種 類 と そ の制 限事 項 の概要

ス テ ー ト メ ン ト ス テ ー ト メ ン ト の 一 般 形 制 限 事 項

AI、1、OCATE ALLOCATE基 底 つ き変 数 名標SET(ポ イ ンタ変 数)

ス テ ー ト メ ン ト 〔,基 底 つ き変 数 名標SET(ポ イ ンタ変 数)〕 …;

〔%〕代 入 ス テ ー トメ ン ト オ プ シ ョ ン1(ス カ ラ代 入)

'一

(assignment)
、

巨 カラ変釧
～ ㌧

遮 変 数!
＼.1

'

/
'ス カ ラ変 数]

… 一 ス カ ラ式;

,.・擬 変 数 ノーL

オ プ ン 。 ン2(配 列 代 入)

〆 ＼

1配 列 式;{
配 列 〔,配 列 〕 …=1㌧ '

1ス カ ラ式;1
,「

オ ブ ン ヨン3(構 造 体 代入)

構造 体 〔,構 造 体 〕 …=構 造 体 式;

オ プ ン ヨ ン4(ス テ ー トメ ン トラ ベ ル 代 入)

、

rラ ベ ノレ 定 数;}
スカララー 〔'スカララ⑭ 数〕'"=レ

カラ… 変∋

オ プ ン 。 ン5(ポ イ ンタ 代 入)

ポ イ ンタ 数 〔,ポ イ ンタ 変 数 〕 …=ポ イ ンタ 式;

CALLス テ ー ト メ ン ト CALL入 口 名 〔(ア ー ギ ュ メ ン ト 〔
,ア ー ギ ュ メ ン ト〕 …)〕

一

1

ー

－
N

－
一



ス テ ー ト メ ン ト ス テ ー ト メ ン ト の 一 般 形 制 限 事 項

CLOSEス テ ー トメ ン ト CLOSEオ プ ン ヨ ン群 〔,オ プ シ ョ ン群 〕 …;

"オ プ ン
ヨ ン群"の 形 式FILE(フ ァ イ ル 名)

DECLARE

ス テ ー トメ ン ト

DECLARE〔 レ ベ ル〕 名 前 〔属 性 〕 …

〔,〔 レ ベ ル 〕 名 前 〔属 性 〕 … 〕 …;

〔%〕DISPLAY

ス テ ー ト メ ン ト

オ プ シ ョ ン1DISPLAY(ス カ ラ式);

オ プ ン ヨ ン2DISPLAY(ス カ ラ式)REPLY(文 字 変 数);

DOス テ ー トメ ン ト オ プ ン ヨ ン1DO;

DOWHILE(ス カ ラ式);

オ プ シ 。 ン3DO変 数=指 定;

指 定 の 形 式 式 、 〔TO式 ・ 〔8Y式 ・ 〕 〕

〔WHILE(式4)〕
一 一'一'

ENDス テ ー トメ ン ト END〔 ラ ベ ル 〕;

FORMATス テ ー トメ ン ト ラ ベ ル1〔 ラ ベ ル:〕 …FORMAT書 式 リ ス ト;

FREEス テー トメ ン ト FREE〔 ポイ ンタ .変数 一〉 〕 基底 つ き変 数 名標

〔,〔 ポイ ンタ 変 数 一〉 〕 基底 つ き変 数 名標 〕 …;

〔司GETス テー トメ ン ト
GET〔FILE(フ ァ イ ル 名)lSTRING(文 字 ス トリ ン グ

名)〕 デ ータ 指 定

ー

戸
N

N
ー



e

、 デ ータ指 定 の形式 は 次 の いず れか で あ る
.

LISTデ ー タ リス ト

DATAデ ー タ リス ト

EDITデ ー タ リス ト 書 式 リ ス ト

〔データ リス ト 書 式 リス ト〕 …

GOTOス テ ー トメ ン ト

{ll。:o}ぼ 竺 噸 ・
・ 、

IFス テ ー ト メ ン ト IFス カ ラ式THENユ ニ ッ ト1〔ELSEユ ニ ッ ト2〕 各 々 の ユ ニ ッ トは ラ ベ ル

ノ 各 々 の"ユ ニ ッ ト"は 単 純 ス テ ー トメ ン トで あ り セ ミ コ ロ ゾ を持 つ こ とが で き ない。

` で終 る

空(null)ス テ_ト メソ ト 〔ラ ベ ル:〕 …;

ONス テ ー ト メ ン ト

一

オ プ シ ョ ン10Nコ ン デ ィ ン ヨ ンONユ ニ ッ ト

オ プ ン ヨ ン20Nコ ン デ ィ シ ョ ンSYSTEM;
、

OPENス テ ー トメ ン ト OPENオ プ ン ヨ ン群 〔,オ プ シ ョ ン群 〕 …;

"オ プ ン
ヨ'ソ 群"の 形 式 は 次 の 通 り

FILE(フ ァイル名)〔INPUTIOUTPUT〕 〔STREAMl

RECORD〕 〔SEQUENTIAL〕 〔BUFFERED〕 〔PRIN7〕

〔LINESI・ZE(式)〕 〔PAGESIZE(式)〕
.…

ー

－
N
ω
ー



c

$

ス テ ー ト メ ン ト ス テ ー ト メ ン ト の 一 般 形 制 限 事 項

PROCEDURE

ス テ ー トメ ン ト

入 口 名:〔 入 口 名:〕 …PROCEDURE〔(パ ラ メ ー タ 〔,パ ラ

メ ー タ 〕 …)〕

.∠

〔OPTIONS(オ プ シ ョ ン リ ス ト)〕

.〔デ ー タ 属 性 〕;

〔%〕PUTス テ ー トメ ン ト PUT〔FILE(フ ・ イ ・鴎)ISTRING(文 字 ス トリ ン グ 名)〕

〔デ ー タ 指 定 〕 〔PAGE〕 〔SKIP〔(式)〕 〕';

〔%〕READス テ ー トメ ン ト

－

READFI・E(フ ・イル名)1二llO
(㌘ ㌫)、 〕

RETURNス テートメント オ プ シ ョ ン1RETURN;

オ プ シ ョ ン2RETURN(式);

SIGNAI、 ステー トメ ン ト SIGNALコ ン デ ィ シ ョ ン;

STOPス テ ー トメン ト STOP;

〔%〕WRITEス テ ー トメ ン ト
WRITEFILE(フ ァ イ ル 名)FROM(変 数);

備 考kテ ー トメ ン トに〔O/・)の書 か れ た も の は ダ イ レ ク ト ス テ ー トメ ン トを 示 す 。

一

－
N
』
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10・ ろ ダ イ レ ク ト ス テ ー トメ ン ト

ス デ ー トメ ン トに は ダ イ レ ク ト ス テ ー トメ ン ト(directstatement)

と,イ ン ダ イ レ ク ト ス テ ー トメ ン ト(indirectstatement
,ま た は

collectstatement)の 』2通 りが あ り,ダ イ レ ク ト ス テ ー トメ ン トは,そ

れ が 入 力 さ れ る と直 ち に 実 行 さ れ,オ ブ ジ ェ ク ト プ ロ グ ラ ム の 形 で あ と に は

残 ら な い 。 そ れ に 対 し,イ ン ダ イ レ ク ト ス テ ー トメ ン トは,い わ ゆ る普 通 の

ス テ ー トメ ン トで・ コ ン パ イ ラ に よ っ て ,オ ブ ジ ェ ク ト プ ロ グ ラ ム が 作 ら れ,

%RUNの 実 行 指 令 に ょ り,エ グ ゼ キ ュ 一 夕 で 実 行 さ れ る も の で あ る
。

ダ イ レ ク ト ステー トメ ン トの 一 覧 表 を 次 に 示 す 。 こ の 一 般 形 は 各 ステ_ト メ ン

トの 頭 に%を つ け る 。 こ の うち,代 入,DISPLAY,GET,PUT,READ ,

WRITEの 各 ス テ ー トメ ン トは .ス テrト メ ン ト自 身 の 働 きは,普 通 の イ ン

ダ イ レ ク ト ス テ ー トメ ン トと全 く同 じ で あ る 。

使 用 目 的 と して は,初 期 値 の 設 定,デ ー タ の 臨 時 の 人 力,あ る い は デ ィバ フ

グ 用 の 出 力 な ど に 便 利 で あ る.

そ れ 以 外 の%RUN,%SAVEな ど1ま,ダ イ レ ク ト ス テ ー トメ ン ト特 有

の もの で ジ ・ブ制御 ステ ー トメ ン トと も呼 び ・ それぞ れ の 目的 で シス テム を制

御 す る働 きをす る 。

ダイ レ ク ト ス テ ー トメ ン トの処理 は,そ の ため の特 別 な 処 理 ル ーチ ンを 特

つわ けで は な く,コ ンパ イ ル後 ,た だち に エ グゼキ ュ一 夕 に渡 して実 行 させ,

実 行 後は 一時 的 にで きた オ ブ ジ ェク トを 消 して い る。 具 体的 に は ,ポ イ ンタの

指示 位 置 を変 え るだ けで あ る。



ス テ ー トメ ン ト ス テ ー トメ ン トの 一 般 形 機'能
＼

備 考

%RUNス テートメ ン ト 〔Ln〕%RUN〔1」n1〔,Ln2〕 〕;

(ジ ツ コ ウ)

イ ンプ ッ トした プ ロ グ ラム の実行 開 始 を 指

令 す る

%LISTス テー トメ ソ.ト 〔Ln〕%1、IST;(リ ス ト)
,

イ ン プ ッ トさ れ た ソ ー ス プ ロ グ ラム の リ ス

トを と る

%ERASE'

ス テ ー ト メ ン ト

〔Ln〕%ERASE

Ln、 〔,Ln2〕;

(シ ョ ウ キ;)

イ ンプ ッ ト した プ ロ グ ラム をLineNOに

ょ って 削 除 す る

宣 言 ス テ ー トメ ン トが 削

除 さ れ る と そ の 時 点 で イ

ン プ ッ トさ れ て い る プ ロ

グ ラ ム はRecompileさ

れ る
一 ・'

%RESEQ

ス テ ー トメ ン ト

〔Ln〕%RESEQ;

(ギ ョウバ ンゴ ウツケナオ シ)

StatementSequenceNO(UneNO)

の つ け直 し を す る 。LineNOは10.00か

ら10き ざ み で つ け 直 し さ れ る

端 末 装 置 が タイ プ ライ タ
ーの場合 は そ の結果 が 印

刷 され る
‥

%SAVE

ス テ ー トメ ソ ト

|

〔Ln〕%SAVE

name〔,KEY〕;

(ホ ゾ ン)

イ ンプ ッ トされ た プ ロ グ ラム(ソ ース プ ロ

グ ラム及 び オ ブ ジ ェ ク トプ ロ グ ラム)を 大

記 憶 に転 写 す る

SAVEさ れ た プ ロ グラ

ム は%LOADあ るい は

CALLス テ ー トメ ン ト

で 再使 用 可能 で あ る

%LOAD

ス テ ー トメ ン ト

〔Ln〕%LOAD

name〔,KEY〕;

(ト リ ダ ン)

%SAVEス テ ー ト メ ン トに ょ つて大 記憶

に保 存 され て い る プ ロ グ ラ ムを主 記憶 ヘ ロ
ー ドす る

この ス テ ー トメ ン ト以 外

の ス テ ー トメ ン トが イ ン

プ ッ トさ れ た 後 で イ ン プ

ッ トさ れ ては な ら な い

%PURGE

ス.テ ー ト メ ン ト

〔Ln〕%PURGE

name〔,KEY〕;

(ト リ ケ シ)

%SAVEス テ ー1メ ン トに よ り大 記憶 に

保 存 さ れて い る プ ロ グ ラムを登 録 簿 か ら取

り消 す,

ー

－
N
ひ
ー



%NAMELIST 〔Ln〕%NAMELIST USERがSAVEし て い るProgram

ス テ ー ト メ ン ト nameの 一 覧 表 を プ リ ン トす る

〔PUBLICLIBRARY〕 ・

optionでPUBLICと 指 定 す れ ば ・

publicなprogramnameの 一 覧 表 を

、

LIBRARYと 指 定 す れ ばlibrary

(ホ ゾ ン リス ト) programのnameの 一 覧 表 を プ リ ン トす

る

%ENDCPL 〔Ln〕%ENDCPL; こ の ス テ ー トメ ン トが 読 ま れ る と た だ ち に

「'

ス テ ー ト メ ン ト (オ ワ リ) コ マ ン ド待 ち の 状 態 と な る。

(STOPス テ ー トメ ン トの実 行 を 待 た ず
.に コ マ ン ド待 ち に し てBYEを す る こ と

が 出来 る)

%代 入 ステー トメン ト こ れ ら の ス テ ー トメ ン トに つ い て は,102ス テ ー トメ ン トの 種 類 とそ の 制 限 事 項 を 参 照 の こ と

%DISPLAY ス テ ー トメ ン トの 一般 形機 能 そ の他 全 く同 じ であ る。
ス テ ー ト メ ン ト

%GETス テー トメ ン ト

%PUTヌ テートメ ント

%READ

ス テ ー ト メ ン ト

%WRITE

ス テ ー ト メ ン ト

注1.上 図 でLn,Ln、,Ln,e:Linenumberをnameはprogramnameを 示 す 。

注2・ ス テ ー トメ ン トの 一般 形 の 欄 に カ ッ コ で か こ まれ た カ ナ文 字 は ダ イ レ ク トス テ ー トメ ン ト名 標 と し て 英 文 字 の か

わ りに 使 う こ と が 許 さ れ る こ と を 示 す 。

1

－
N

↓
ー
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11.プ ロ セ ッ サ ー の 使 用 法

11・1プ ロ セ ッ サ の ロ ーデ ィ ング と オ ペ レ ー シ ョン

(1)ロ ー デ ィ ング

計 算 機 利 用 者 が こ のCPLプ ・ セ ッ サ を 使 用 す る場 合,最 初 に 一 連 の 端

末 操 作(次 の11:2節 で 説 明 さ れ る)を 行 な う こ とに よ り ン ス テ ム は コ マ ン ド

待 ち 状 態 で あ る文 字¥を 印 字 す る 。 そ の 時,計 算 機 利 用 者 がCPLと 打 鍵 し,

そ れ に 必 要 な 情 報 を ンス テ ム に 送 る こ と に よ りCPLプ ロ セ ッ サ が ロ ー デ

ィ ン グ さ れ 計 算 機 利 用 者 とCPLプ ロ セ ッ サ と の 会 話 が 可 能 な 状 態(ン ス

テ ム よ りJOB× × ×… ×OPENEDATyyyy.mm.ddhh .mm.

ssと 印 刷 さ れ る 。)と な り,こ の こ と を 入 力 待 ち 状 態 とい う
。

(2)オ ペ レー ン.ヨ ン

CPLプ ・ セ ッ サ が ロー デ ィ ングされ 入 力 待ち 状態 に あ る とき計算 機 利

用者 はCPI・ 言語 の ソ ー ス プ ロ グ ラ ムを入 力 で ぎる 。lineNOと ソ ー ス プ

ロ グ ラムの入 力 は次 の よ うな 形式 で 打 鍵 す る .

、

〔 〔ス テ ー ト メ ン ト 名 標 〕 ス テ ー ・ト メ ン ト本 体 〕;CRfl'

(注)lineNOの 形 式 は × × × × 〔・x× 〕 △(こ こで × は数 字0～9で あ り,△ は

ブ ラ ン ク で あ る。)で あ り1.0か ら9999 .99ま で 表 現 で き る。 またline

NOは ス テ ー トメ ン ト単 位 に つ け る もの と し,1っ の ス テ ー トメ ン トが 複 数 行 に な

る 場 合,2行 目以 降 は プ ロ セ ッ サ よ りlineN6の 部 分 に ブ ラ ン クが 送 られ る
。

ダ イ レ ク トス テ ー トメ ン トや コ メ ン トにっ け ら れ たlineNOは 無 視 さ れ る。

この よ うな方 法 で プ ロ グ ラムを 打 鍵 し てゆ き,計 算 機 利 用者 が今 まで入 力

した プ ロ グ ラムを実 行 す る場 合 には%RUNの ダイ レク トス テ ー トメ ン トを

打 鍵 す れ ば よい。 そ してそ の プ ロ グ ラム の実行 中 デ ータを要 求 す る ステ ー ト
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メ ン トに来 た と き には 米 工NPUTDATALINENO× ××× 〔t× ×〕

変 数 名Nが 印 字 されるので必 要 な デ ー タ を打 鍵 し な け れ ば な ら な い 。 また

STOPス テ_ト メ ン トが 実 行 さ れ る とJOBJOBNUMBERFINISHED

と 印 字 さ れ る 。

そ の他 プ ロ グ ラ ム に 誤 りが あ れ ば 直 ち に そ の 旨 メ ッ セ ー ジ が 印 字 さ れ るが

そ の方 法 や 形 式 に つ い て は エ ラー メ ッセ ー ジ の 項 を 参 照 の こ と。

次 にCPLプ ロ セ ッサ と の会 話 に よ る プ ログ ラ ム例 を 示 す 。



¥CPL

YOURNAME=K.Y

TOROKU-BANGO=1005

YOURJOBNAME=MAX

JOBMAXOPENED,AT1969.03.2014.30.10

10EX1:

20

30

40

50

60L50:

70

801、20:

90LIO':

100L30:

110

1201、40:

130

140

PROCEDUREOPTIONS(MAIN);

DEC工.AREDDECIMALFIXED(5,1),

XDECIMA]二FIXED(5,1),

YDECIMALFLOAT(8),

SMAXDECIMALFLOAT(8);

X=0.0;

S㎜=-1.0;

GETLIST(D);

Y=S工N(X);

IF(Y-SMAX)<=OTHENGOTOLIO;

SMAX=Y;

IF(X-5.0)〉=OTHENGOTOI、40;

X=X+D;

GOTOL50;

PUT]LIST(X,SMAX);

STOP;

ENDEX1;

150%RUN

*工NPUTDATALINENO50D

0.1

3.1 0.9995736E+00

JOBMAXFINISHED

¥BYEACCOUNT

CPUUSED1.05

一133一
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説 明

1.タ ー ミナ ル はCPLか らBYEま で の 間 が ア ク テ ィ ブ で あ る。

2.ア ン ダ ー ライ ンの あ る語 は プ ロセ ッサ に よ る プ リ ン トで あ り,特 に 二 本 線

の も の は ユ ー ザ の 何 等 か の 入 力 ま た は 答 を 要 求 す る も の で あ る。

3.プ ロ グ ラ ム エ ラ ーは 各 ス テ ー トメ ン トの 直 後 に'メ ッ セ ー ジ が プ リ ン トさ れ

る。

4.BYEの 直 後 に オ プシ ョ ンのACCOUNTを 打 鍵 す る とC ,PLか らBYEま

で の 計 算 機 使 用 時 間 を プ リ ン トす るb

1i.2'タ ー ミ ナ ル の 使 用 法

11.2.1端 末 操 作(各 端 末 で 仕 事 を 要 求 す る 手 順)

1.タ イ プ ラ イ タ ー の 操 作 卓 のPOWER釦 を'押 す 。(POWERラ ン プが 点

灯.)

2.CLEARREADY釦 を 押 す 。(CLEARREADYラ ン プ とMANUAL

ラ ン プ点 灯) 、

3.AUTOMANUAL釦 を 押 す 。(MANUALか らAUTOラ ン プ に点 灯 が

移 る)

4.REQUEST釦 を 押 す 。(シ ス テ ム か ら¥が 印 字 さ れ コ マ ン ド待 ち 状 態

と な る)

5.ENTERラ ン プ と け ん盤 可 ラ ンプ が 点 灯 した ら6(CPLと 打 鍵)

こ こ で 説 明 した 各 釦 や ラ ンプ に つ い て は 図1を 参 照 の こ と。

◆

11.2.2コ マ ン ドの打 鍵 法

(1)ン ス テ ム の呼 出 し と割 込 み

計 算機 利 用 者 が 端末 経 由計 算機 を利 用 す る場 合 には,ま ず端 末 装 置 に電

源 を 入れ る。 この 時 この端 末 に対 す る計 算 機 ンス テムの 状 態は オ フ ライ ン

状 態 に あ る。 この 状 態 か ら コ マ ン ド待 ち状 態 に ンス テ ム の状 態 を 移 す た め

には 端 末 上 のREQUEST釦(呼 出 し)を 押 す 。 ンステ ムが この端 末 に対

して コ マ ン ド待 ち状 態 に な った こ とを示 すた め,ン ステ ムか ら端末 に文字

¥が 送 られ 印 刷 され.る。 この 状 態 の時,計 算機 利 用者 は マ クロ コ マ ン ド呼



コ ン ト

ロ ー ル 「]
ブ

トツ

タ

セ

'

～

タ ブ.

ク リ ア

口口 圏口囲 周 囲圏 ・-]口[]口 固
(DC'1・)(ETB)(ENQ)(DC2)(DC4)(NAK)

、ふ 口 口 〔コ口 口 口 口 ロ 、b。口 〔ヨ口 回 固
(SOH)(DC3)(EPT)(ACK)(BEL)

葦〔][〕ロ ロ ロ[〕[/口[[〕[)[]黎
(sTx)〈.§YN).(ETX)

罐〕〔三■]口[〕 口[】 口 ㌻ 二;ノ[][〕
TAB (SPACE)

端 末 タ イ プ ラ イ タ ー 操 作 ボ タ ン

-

0

5

0

2

0

6

0

3

0

7

0

4

0

8

0

AU?0 ENTER

'

⑮ODEIN

'

、

MANUAL EBけOR

REQUEST RELEASE CANCEL

'

KP

CLEAR

READY

POWER

CPU-READY

(図 4)
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出 し指 令 または ンス テ ム制御 コ マ ン ドを打鍵 す る こ とが で き る。

また端 末 に対 す る ンス テ ム の状 態 が オ フ ライ ン以 外 の状 態 に あ る と き,

ンス テムを コマ ン ド待 ち 状 態 にす るため にはや は り端 末 上 のREQUEST

釦(割 込 み 一・…呼 出 し と兼 用)を 押 す 。

マ ク ロ コ マ ン ド(CPLま た はBYE)実 行 中 に新 ら しい マ ク ロ コ ヤ ン ド

を打 鍵 す る こ とは で きな い 。 あ とか ら打 鍵 さ れた マ クロ コ マ ン ドは 無 視 さ

れ る。 しか し,こ の状 態 の時 シス テム制御 コ マ ン ド(REQUEST,OFF,』

KILL等)を 割 込 ませ る こ とは 可能 であ る。 この時,直 前 の状 態 は ス タ

ッ クされ,こ の シス テ ム制御 コ マ ンドの実行 が 完 了す る と,中 断 さ れ た点

に戻 る。 ンステ ム制御 コ マ ン ドのKILLとOFFは マ クロ コ マ ン ドを 強制

終 了 状 態 とし,従 って ス タ ックされ た状 態 も消去 され る。 その他 ンステ ム

制御 コ マ ン ド実 行 中 に シ ステ ム制 御 コ マ ン ドを 割込 ませ る こ とは で きな い。

これは 割込 み信 号 が作 用 しな いか ら であ る。

② コ マ ン ドの入 力

'
コ マ ン ド待 ち状 態 に お け る コ マ ン ドの入 力 は この状 態 に ン ス テム が あ る

こ とを 表示 す るため に,ン ス テ ムは文 字¥を 印字 す るゆ え,計 算 機 利 用者

は この¥に 続 け て マ ク ロ コ マ ン ド呼 出 し指 令又 は ンステ ム制御 コ マ ン ドを

打 鍵 し,そ の最 後 にキ ャ リジ リタ ー ン(CR)を 打 鍵す る。 た だ し次 の行

に継 続 させ る必 要 のあ る場 合 には ハ イ フ ン(一)に 続 け て キ ャリ ジ リタ ー

ン(CR)を 打鍵 すれ ば よい。

(注)ハ イフン(一)キ ャリジリターン(CR)の 組合せは計算機内部では無視される。

応答文中のスペースおよびタブは記号列中を除きすべて無視される。

⑧ 誤 字,誤 文 の訂 正

① 誤字 の訂 正

誤字 の 訂正は バ ック スペ ー ス(例 ではBSと 略 記 す る)で 行 う。

ただ しバ ックスペ ー スを 行 い,そ の上 に新 しい 文字 を 打 鍵 す ると読 み に

く くな るので,エ ラー(例 で は ⑧ と略記 す る)を 打 鍵 して も よい 。

ただ し打 鍵 した バ ック ス ペ ー スの 数 よ り多 ぐ ⑧ 記 号 を 打 鍵す る と,

この行 中 この⑧ よ り前 にあ る全 文 字 が消 され て し ま うか ら注 意 す る こ と。
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三
(注)こ こでエ ラー記号 ・はF791・ の 了 なる鍵 のことであ り

(CAN)

EBCDICコ ー ド(01010000)に 対 応 し タ イ プ ライ タ ー上 に は ×

印 が 印 字 され る。

鍵

字

口

打

印

伊

ム

鍵

字

ム

テ

テ

ス

:

ス

.
:

シ

叩

打

印

シ

梛

鍵

字

ムテス

打

印

ン

EXl

EXl

EX1

PUT

PUT

PUT

ンへ
PROCGBS⑧EDURE;餌 ■、^ン

PROCGEDURE;

・R・CEDURE・ ㊥

LEBSIST(・)㊥

L巫ST(×);

LIST(・);⑳

DIS⑱ ⑧ ⑧SP・AY(・)・ ⑳

DI8×SPI、AY(A);

SPLAY(・)・ ㊥

この例 の と き ⑯ の数 よ り⑧ の打鍵 の数 が 多 い と 今 まで

打鍵 された文字はすべて消去 され る。

② 行 の訂正

行 の訂正 には前に説 明 した⑧ を使 用す る。

⑧ が複数 個打鍵 された場合は最初 の⑧ によりそ の行 が消去 され2つ 目

以降の⑧ は無視され る。

例1:

打 鍵A・ ・CATE⑧A…CATEV・ ・UESET(・)◎

F.ll字ALOOATExALLOGATEVALUE『SET(P);

シ ス テ ムA…CATEVA・U・ ・ET(・)・ ㊥
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例2:

打eeRETURN・ ⑧ ⑪RETURNCA米 ・)・(et.]

印 字RETURN;× ×RETURN(A米B);

ンステ ム ・ETURN(・ 米・)・ ⑪

例3:

打eeGE・ ⑧ ㊥ ⑯ ⑳ ⑧@)⑧ ⑤ ・UTLIST

(s);㊥

印 字8E9×PUTLIST(S);

ンス テ ムPUTLIST(S);⑳

③ コ マ ン ドの 訂正

マク ロ コ マ ン ド呼 出 し指令 お よびMCCTと の会 話 中の状 態でMCCT

か らの 問 合 せ に対 す る応 答 が2行 以 上 に わ た り,か つ最 後 の キ ヤ リ ジ リ

タ ー ン(CR)を 打 鍵す る前 に誤 りに気 が つい た と きは@⑳1(ア

ッ ド マ ー ク と キ ャ リ ジ リ タ ー ソ と の組 合 せ)に よ り,現 在 打 鍵 中 の コ マ

ン ドを 取 消 す こ と が で き る。

例1:

YOURNAME・-TAR・ ・-YAMADA@㊥

YOURNAME-TAR・ ・'YAMADA⑳

こ の 場 合 ⑧ を 用 い て 訂 正 して も よ い 。

YOURNAME-=TAR・ ・-YAMAD⑧TAR…YAMADA⑱

例2:

¥BYEACOUNT@6惑 ＼'

ンへ

BYEACCOUNT「c
-W

こ の 例 の よ うに マ ク ロ コ マ ン ド呼 出 し指 令 の 場 合 ,訂 正 し て も]ζ は 印

字 さ れ な い 。

(4)打 鍵 の 時 期

　ム 　

別記 の よ りに コ マ ン ドの打 鍵 は ンステム よ り文 字¥又 は 問合 せ の メッセー

ジが 送 出 さ れ ・ それ が端 末 上 に印 刷 され た ら直 ち に打 鍵 を 開始 して よ い。
ノ

また プ ロ グ ラ ム の 打 鍵 は プ ・ セ・・ッ サ よ り入 力 待 ち 状 態(1つ ま りENTER
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ラ ンプ とけ ん盤 可 ラ ンプが 点 灯 して い ると き)な らい つで も打 鍵 で き る。

(5)割 込み(QUIT)信 号 に つ いて

計算 機 利 用者 は プ ロ グ ラ ムの打鍵 中 や実行 中,強 制 的 にそれらを 打切 りた

い場 合が 生 ず る。 その 時 に はREQUEST釦(割 込 み一 ・…呼出 し と兼 用)

を押 す ことに よ りンス テ ムは¥を 印 字 しコ マ ン ド待 ち状 態 に移 る。

11.5プ 〔ロ セ ッ サ 使 用 上 の 注 意 事 項

1.F791A端 末 タ イ プ ラ イ タ ー は 鍵 盤 が4段 ソ フ トな の で 各 文 字 の 打 鍵 で

は そ の シ フ トの こ とを 十 分 注 意 す る必 要 が あ る 。

2.lineNOは 必 ず ユ ー ザ が 打 鍵 しな け れ ば な ら な い 。

3.す で にSAVEさ れ て い る プ ロ グ ラ ム がCALLス テ ー トメ ン トや 関 数 呼

出 し等 で 使 用 さ れ る と そ の プ ロ グ ラム は 外 部 ブ ロ ッ ク に 包 含 さ れ る よ うに 処 ・

理 さ れ,そ の プ ロ グ ラ ム に対 し て は 改 め てlineNOが プ ロ セ ッ サ で つ け

直 さ れ る の で 外 部 ブ ロ ッ ク のENDス テ ー トメ ン トのlineNO』 の 変 更 を

ユ ーザ に 要 求す る。

4.こ のCPLプ ロ セ ッ サ ー で は1行 に1ス テ ー トメ ン トが 原 則 と な つて い る

(1ス テ ー トメ ン トが 何 行 に も な る場 合 は 除 く)がIFス テ ー トメ ン トに 限

り1行 に2ス テ ー トメ ン トに な る こ と もあ る。

,例:

501FA・=OTHENGOTOEND;ELSED=C十E;CR

ま たELSEが2行 目 に 打 鍵 さ れ,し か もそ の 前 にline・NOが つ け ら れ た

と き に は そ のlineNOを 無 視 す る とい うメ ッ セ ー ジが 印 字 され る の で,後

で 改 め て プ ロ グ ラ ム の 変 更 等 を す る と きに 注 意 す る 必 要 が あ る。

例:

6…A>BTH・NG・T・ ・1・ ◎

70ELSED-C+E;⑳

W× × ××LINENO70オ ム シ ス ル

、
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11.4エ ラ ー メ ッセ ー ジ

Compilerphaseで は ,エ ラ ー の あ った ス テ ー トメ ン トの す ぐ次 の行 に,

次 の よ うな 形 式 で エ ラ ニ メ ッ セ ー ジ が プ リ ン トさ れ る。

****ERRORNOメ ッ セ ー ジ****

ま た ・ プ ロ グ ラム の修 正 や 変 更 で リコンパイル を 行 な った 時 やEND処 理 を 行

な わ な い と検 出 で き な い エ ラ ー,あ るい は,実 行 時 の エ ラ ー等 は ,lineNO

も 必 要 と な る の で次 の よ うな .形式 で プ リ ン トす る。

****1、INENOERRORメ ッ セ ー ジ****

例:

****0102ALLOCATESTATEMENTノ キ ジ ュッ ノ ァヤマ リ****

な お,こ の 例 に 示 す よ うに,ス テ ー トメ ン ト名標,名 詞,慣 用 語 等 に は 英 語 を

使 い,用 語 や テ ニ オ ハ はEl本 語(カ ナ文 字)を 使 っ た 。

以 下 にSTATEMENT毎 にERRORNOと そ の メ ッセ ー ジの`覧 表 を 示 す
。

」



ス テ ー ト メ ン ト メ ッ セージ盃 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ 備 考
一-

ALI.OCATE 0100 BASEDVARIABLE=CON7「ROI.LEDSTORAGECI、ASSガ セ ンゲ ソ

ス テ ー ト メ ン ト サ レテ イ ナイ

0101 BASEDVAR.IABI.EがSCALARIVARIABIＬE,ARRAYマ タ ハMAJOR

STRUCTUREノ イ ズ レ デ モ ナ イ

0102 A工LOCATESTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

ASSIGN 0200 ASSIGMENTSTATEMENTガ ナ ガ ス ギル

ス テ ー ト メ ン ト 0201 STRUCTUREEXPRESSIONノ ソ ウ タイ テ キ コ ウゾ ウガ コ トナ ル

0202 SUBSCRIPTEXPRESSIONノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

0203 ARRAYNAMEガ セ ンゲ ン サ レ タ ジ ゲ ン ト コ トナ ル

0204 ()ノ タ イ オ ウ ガ ア ワ ナ イ

0205 ARRAYノ カ ッコ ノ タ ィ オ ウ ガ ア ワ ナ イ

0206 FUNCTIONノ カ ッ コ ノ タイ1オ ウ ガ ア ワ ナ イ

0・207 BUILT-INFUNCTION/ARqUMENTノ コ ス ウ ガ コ トナ ル

ノ

0208 セ ソ ゲ ン ナ レ テ イ ナ イQUAUFIEDNAMEオ ン ヨ ウ ン テ イ ル

0209 ASSIGNMENTSTATEMENrノ サ ヘ ソニCONSTANTオ シ ヨウシテイル

0210 SCAI.AREXPRESSION/SYNTAXノ ア ヤ マ リ

0211 ARRAYEXPRESSION/SYNTAXノ ア ヤ マ リ

一

一
《
N
ー



1 0212 STR㏄TUREEXPPESSION/SYNTAXノ ァ ヤ マ リ

0213 STATEMENTLABEI.ASSIGMENr/SYNTAXノ ァ ヤ マ リ

0214 POINTERASSIGNMENT/SYNrAXノ ァ ヤ マ リ

0215 ASSIGMENTSTATEMENTノ オ ワ リ ガ;デ ナイ

0216 ASSIGMENTSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

CAI、L 0300 ENTRY-NAMEデ ナ イ モ ノ ガ
.CALLサ レ タ

ス テ ー ト メ ン ト 0301 腿G㎜ トPA－ ノ タイオ ウ ガ アワナイ

0302 CALLSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

一

CI、OSE 0400 FILENAMEガ オ カ ンイ

ス テ ー ト メ ン ト 0401 CLOSE・STATEMEMノ ギ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

DECLARE 0500 セ ンゲ ン サ レ タATTRIBUTEニ ム ジ ュ ン ガ アル

ス テ ー ト メ ン ト 0501 MULTIPLEDECI.ARATIONノ ア ヤ マ リ

0502 QUALIFIEDNAE伍 ノ ヨ ビ ダ シ ガ アイ マ イ デ アル

↓

0503 DECLARESTATEMENTノ ギ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

NULL 1400 NULLSTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

ス テ ー ト メ ン ト

DISPLAY 0600 CHARACTER-VARIABLE/ATTRIBUTEガ オ カ ンイ

ス テ ー ト メ ン ト 0601 DISPLAYSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ 一

一
《

ω
ー



ス テ ー ト メ ン ト メ ッセージ盃 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ 備 考 ⊥
《

DOス テ ー トメン ト 0700 VARIABLEがSCALARVARIABLEデ ナ イ †

・0701 SCAREXPRESSIONデ ナ イ モ ノ ガ キ ジ ュ ツ サ レ タ

0702 DOSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

END 0800 LABEI・ ガ ミテ ィ ギ デ アル

ス テ ー ト メ ン ト 0801 ENDSTATEMENTノ'キ ージ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

FORMAT 0900 FORMATI、ISTノ キ ジ ュ ソ ノ ア ヤ マ リ

ス テ ー トメ ン ト 0901 FORMATSTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

FREE 1000
l

BASEDVARIABLE二CONTROLLEDSTORAGECLASSガ セ ン ゲ ン

ス テ ー ト メ ン ト サ レテ イ ナイ

1001 BASEDVARIABLEがSCALARVARIABLE,ARRAYマ タ ノ・MAJOR

STRUCTUREノ イ ズ レ デ モ ナ イ

1002 FREESTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

'
GET 1100 DATALISTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

ス テ ー ト メ ン ト 1101 FORMATLrSTノ キ ジ ュ ツ,ノ ア ヤ マ リ

1102 コ ノGETSTATEMENT二 八DATASPECIFICATIONガ ナ イ

1103 FILEがSTREAMINPUTFILEデ ナ イ

1104 ㎜RICDATAデ ナイ モ ノニPFO班ATIT皿Dテ イ ガ アノレ

1105 LABELガ ミ テ ィ ギ デ ア ル



1106 lGETSTATEMENTノ キ ジ ュ ソ ノ ア ヤ マ リ

GOTO 1200 LABELガ ミ テ ィ ギ デ アル

ス テ ー ト メ ン ト 1201 GOTOSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

IFス テ ー トメ ン ト 1300 UNIT/STATEMENTノ キ ジ ュ ツ ニ ア ヤ マ リ ガ アル

一

1301 IFSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

ONス テ ー トメ ン ト 1500 ONUNITがSINGLESIMPLESTATEMENTデ ナ イ

1501 ONSTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

OPEN 1600 フ カ サ レ タFILEATTRIBUTEニ ム ジ ュ ン ガ アル

ス テ ー ト メ ン ト 1601 UNESIZEOPTIONがSTREAMPRINTFILEデ ナ イ モ ノ ニ ンテ イ

サ レタ

1602 PAGESIZEOPTIONがSTREAMPRINrFILEデ ナ イ モ ノ ニ ンテ イ

サ レタ

' 1603 OPENSTATEMENTノ'キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

PROCEDURE

ス テ ー トメ ン ト

1700

1701

DATAATTRIBUTEニ ァ ヤ マ リ ガ ア ル
●

「・唱

PROCEDURE『STATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

ー

一
《
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ス テ ー ト メ ン ト メ ッ.セー ジ 盃

s

エ ラ ー メ ッ セ ー ジ 備 考

PUTス テ ー トメ ント 1800 DATALISTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

1801 FORMATLISTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

1802 FILEがSTREAMOUTPUTFILEデ ナ イ

1803 PAGEOPTIONがPRINTFILEデ ナ イ モ ノ ニ ンテ イ サ レ タ

1804 SKIPOPTIONがPRINTFILEデ ナ イ モ ノ ニ シ テ イ サ レ タ
1

1805 LABELガ ミ テ ィ ギ デ ア ル

1806 PUTSTATEMENTノ ギ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

READ 1900
、

FILEがRECORDINPUTFILEデ ナ イ

ス テ ー ト メ ン ト 1901 INTO(VARIABLE)OPTIONノ キ ジ ュ ツ ニ ア ヤ マ リガ ア ル

1902 READSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

RETURN 2000 ()ノ タ イ オ ウ ガ ア ワ ナ イ

ス テ ー ト メ ン ト 2001 RE】TURNSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

SIGNAL 2100 CONDITIONNAMEガ オ カ ンイ

ス テ ー ト メ ン ト' 2101 SIGNALSTATENTノ ギ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

STOP 2200 STOPSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ
'

ス テ_ド メ.シ ト

WRITE 2300 FROM(VARIABLE)OPTIONノ キ ジ ュ ツ ニ ァ ヤ マ リ ガ アル

・

ス テ ー ト メ ン ト 2301 FILEがRECORDOUTPUTFILEデ ナ イ

一

二

ひ
ー



、'
、

4

230・2 WRITESTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

%RUN

ス テ ー トメ ン ト

2400

2401

LINENOガ オ カ シイ

%RUNSTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

%LIST

ス テ ー ト メ ン ト

'
2500 %LTSTSTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ァ ヤ マ リ

%ERASE

ス テ ー トメ ン ト

2600

2601

LINENOガ オ カ シイ

%ERASESTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

%RESEQ

ス テ ー トメ ン ト
27・01 %RESEQSTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

%SAVE

ス テ ー トメ ン ト

2800

2801

2802

NAMEノ キ ジ ュ ツ ガ オ カ シイ

KEYノ キ ジ ュ ツ ガ オ カ ン イ

%SAVESTAT砂 腫】NT,ノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

%1」OAD

ス テ ー ト メ ン ト

NAME(KEY)ガSAVEサ レテ イ ナ イ

%1、OADSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ァ ヤ マ リ

%PURGE

ス テ ー トメ ン ト

NAME(KEY)ガSAVEサ レ テ イ ナ イ、

%PURGESTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ

%NAMELIgT

ス テ ー トメ ン ト

%NAMESTATEMENTノ キ ジ ュ ッ ノ ア ヤ マ リ・

'

%ENDCPL

ス テ ー トメ ン ト

%ENDCPLSTATEMENTノ キ ジ ュ ツ ノ ア ヤ マ リ

一

一
』

↓
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